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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、
　通信システムの取り込みユーザと関連付けられたクライアントデバイスから、メディア
ストリームを受信するステップと、
　少なくとも１つのプロセッサが、前記メディアストリームに対応するユーザ対話および
前記メディアストリーム内のメディアコンテンツに関連付けられたメディアコンテンツ属
性のうちの少なくとも１つを検出することにより、前記メディアストリームの１つまたは
複数のメディア特性を決定するステップと、
　前記１つまたは複数のメディア特性に基づいて、視聴ユーザのグループを構成するある
数のユーザに前記メディアストリームを送信することを決定するステップと、
　前記視聴ユーザのグループに前記メディアストリームを送信するステップと、
　前記メディアストリームに対応するユーザ相互作用をモニタリングするステップであっ
て、前記ユーザ相互作用が、配信視聴者における視聴ユーザからの黙示的フィードバック
及び明示的フィードバックを含む、モニタリングするステップ、
　前記メディアストリームに対応する追加のユーザ対話および前記メディアストリーム内
のメディアストリームと関連付けられた前記メディアコンテンツ属性の更新のうちの少な
くとも１つを検出することによって、前記１つまたは複数のメディア特性における変化を
検出するステップと、
　前記１つまたは複数のメディア特性における検出された変化に基づいて、前記視聴ユー
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ザのグループのユーザの数を修正するステップと、
　修正された前記視聴ユーザのグループに前記メディアストリームを送信するステップと
、を備える方法。
【請求項２】
　前記メディアストリームに対応する物理的または仮想的なイベントを識別するステップ
をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　視聴ユーザと関連付けられたクライアントデバイス上のメディアプレゼンテーションフ
ィードにおいて、対応するメディアストリームをそれぞれ含む複数のメディアプレゼンテ
ーションを提供するステップと、
　前記対応するメディアストリームの各々の１つまたは複数のメディア特性を決定するス
テップと、
　前記対応するメディアストリームの各々について決定した前記１つまたは複数のメディ
ア特性に基づいて、前記複数のメディアプレゼンテーションを前記メディアプレゼンテー
ションフィードにおいて優先させるステップと、をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記１つまたは複数のメディア特性が、ビデオ特性、オーディオ特性、信号強度特性、
およびメタデータ特性のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記視聴ユーザのグループのユーザの数を修正するステップが、
　前記視聴ユーザのグループに視聴ユーザを追加すること、および前記視聴ユーザのグル
ープから視聴ユーザを除去することのうちの１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記１つまたは複数のメディア特性における検出された変化に基づいて、前記視聴ユー
ザのグループのユーザの数が閾値数に達したと判定するステップをさらに備える請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　システムであって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　命令を格納する少なくとも１つの非一時的コンピュータ可読記憶媒体と、を備え、
　前記命令は、前記少なくとも１つのプロセッサにより実行されると、
　通信システムの取り込みユーザと関連付けられたクライアントデバイスから、メディア
ストリームを受信すること、
　前記メディアストリームに対応するユーザ対話および前記メディアストリーム内のメデ
ィアコンテンツに関連付けられたメディアコンテンツ属性のうちの少なくとも１つを検出
することにより、前記メディアストリームの１つまたは複数のメディア特性を決定するこ
と、
　前記１つまたは複数のメディア特性に基づいて、視聴ユーザのグループを構成するある
数のユーザに前記メディアストリームを送信することを決定すること、
　前記視聴ユーザのグループに前記メディアストリームへのアクセスを与えること、
　前記メディアストリームに対応するユーザ相互作用をモニタリングすることであって、
前記ユーザ相互作用が、配信視聴者における視聴ユーザからの黙示的フィードバック及び
明示的フィードバックを含む、モニタリングすること、
　前記メディアストリームに対応する追加のユーザ対話および前記メディアストリーム内
のメディアストリームと関連付けられた前記メディアコンテンツ属性の更新のうちの少な
くとも１つを検出することによって、前記１つまたは複数のメディア特性における変化を
検出すること、
　前記１つまたは複数のメディア特性における検出された変化に基づいて、前記視聴ユー
ザのグループのユーザの数を修正すること、
　修正された前記視聴ユーザのグループに前記メディアストリームへのアクセスを与える
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こと、をシステムに実行させる、システム。
【請求項８】
　前記視聴ユーザのグループのユーザの数を修正することが、前記視聴ユーザのグループ
に視聴ユーザを追加すること、および前記視聴ユーザのグループから視聴ユーザを除去す
ることのうちの１つを含む、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのプロセッサにより実行されると、前記１つまたは複数のメディア
特性における検出された変化に基づいて、前記ユーザの数が閾値数に達したと判定するこ
とを前記システムに実行させる命令をさらに備える請求項７に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数のメディア特性が、ビデオ特性、オーディオ特性、信号強度特性、
またはメタデータ特性のうちの少なくとも１つを含む、請求項７に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　１つまたは複数の実施形態は、ストリーミングメディアコンテンツを複数のユーザに提
供するシステムおよび方法に関する。より詳細には、本発明の１つまたは複数の実施形態
は、ストリーミングメディアコンテンツを複数のユーザ間で配信するシステムおよび方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンピューティングデバイスおよびコンピューティング技術の進歩によって、ユーザは
、ユーザ生成メディアを他のユーザと共有することができる。このため、ユーザは、さま
ざまなコンピューティングデバイスを用いることにより、メディアをますます取り込んで
共有するようになっている。たとえば、最新のモバイル機器によれば、ユーザは、写真、
ビデオ、オーディオ、およびテキスト等のメディアを取り込むことができる。写真、ビデ
オ、オーディオ、およびテキストの共有のほか、従来の一部のシステムによれば、ユーザ
は、メディアコンテンツを他のユーザにストリーミング配信することができる。たとえば
、ユーザは、メディアストリームを介して、取り込んだメディアを他のユーザにストリー
ミング配信することができる。さらに、ユーザは、ライブコンテンツを取り込んでいる場
合、そのライブコンテンツを含むメディアストリームを他のユーザと共有することができ
る。たとえば、ユーザは、多様な通信システム（たとえば、ＩＭ、テキスト、またはソー
シャルネットワーク）を介して、ユーザ生成メディアを友達グループと共有することがで
きる。
【０００３】
　技術の進歩にも関わらず、ユーザ生成メディアを他のユーザと共有したいユーザにとっ
ては、多くの障害が残っている。たとえば、従来のシステムでは、ビデオが直感的かつ効
率的に配信されることも共有されることもない。このため、ユーザがユーザ生成ストリー
ミングメディアを共有したい場合、従来のシステムでは、ユーザが選定した視聴ユーザに
のみユーザ生成ストリーミングメディアを静的に配信する。さらに、複数のユーザが同じ
イベント（たとえば、コンサート）のユーザ生成メディアストリームを取り込んでいる場
合、従来のシステムでは、各メディアストリームを別々にストリーミング配信するため、
同じイベントの関連するメディアストリームとして視聴ユーザが検索、探索、および満喫
し難い複数の関連しないメディアストリームとなる。
【０００４】
　視聴ユーザの観点から、多くの従来システムでは視聴ユーザの関心を考慮しないため、
視聴ユーザは、受信ユーザが関心を持つストリームを探そうとして複数のメディアストリ
ームを検索する必要があり、時間が掛かるとともにストレスを感じる場合がある。たとえ
ば、視聴ユーザは、同じイベントの２つのメディアストリームを切り替えたい場合、非常
に多くの検索ステップを実行して、他方のメディアストリームを再探索することが必要に
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なる場合がある。また、メディアストリーム内のコンテンツがライブである場合、視聴ユ
ーザは、複数のメディアストリームの検索に時間を費やして所望のメディアストリームを
探索することにより、ライブコンテンツの大部分を見逃してしまう。
【０００５】
　同じように、多くの従来システムにおいては、ユーザが、共有されているユーザ生成ス
トリーミングメディアをその品質にも性質にも関わらず共有することが多い。結果として
、従来のシステムでは、低品質なユーザ生成メディアストリームが視聴ユーザに提供され
ることが多く、視聴体験が劣ることになる。たとえば、従来のシステムでは、不安定なビ
デオおよび長く退屈な一時停止の両方または一方を含むユーザ生成メディアが提供される
ことが多い。さらに、従来のシステムでは高品質なメディアストリームと低品質なメディ
アストリームとを識別しないため、視聴ユーザは、さまざまなユーザ生成メディアストリ
ームを検索して質の良いメディアストリームを探しつつ、低品質または退屈なメディアス
トリームの一部を視聴することが必要となる場合が多い。
【０００６】
　別の問題として、従来のシステムでは、視聴ユーザがユーザ生成ストリーミングメディ
アの視聴体験を容易に管理することはできない。たとえば、ほとんどの従来システムでは
、視聴ユーザがユーザ生成メディアストリームの一時停止もリプレイも別の形での検索も
できないように簡素化して、該ユーザ生成メディアストリームを視聴ユーザに提供する。
その結果、従来のシステムにおいて、開始後のイベントのライブのユーザ生成メディアス
トリームに参加する視聴ユーザは、現在のメディアストリーム位置から先だけしかイベン
トを視聴できないため、ユーザがユーザ生成メディアストリームのコンテンツ全体のコン
テキストを理解して体験できる可能性が低くなる。従来のシステムでは、ユーザ生成メデ
ィアストリームのライブ位置まで視聴ユーザが「追いつくこと」ができないため、ユーザ
生成メディアストリームを一切体験しないことを選ぶほど、視聴ユーザがストレスを感じ
得ることが多い。
【０００７】
　以上から、ユーザ生成ストリーミングメディアの生成、共有、配信、および利用に関し
てユーザの体験を向上させるには、多くの検討事項が存在する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本明細書に記載の１つまたは複数の実施形態は、協調的なストリーミングメディアコン
テンツを取り込んでユーザ間で共有するシステムおよび方法によって、利益の享受および
当技術分野における上記もしくは他の問題のうちの１つもしくは複数の解決の両方または
一方を図る。たとえば、本明細書に記載の１つまたは複数の原理は、直感的かつ効率的に
、ストリーミングメディアをインテリジェントに共有するとともに構造化するシステムお
よび方法を提供する。また、本明細書に記載の１つまたは複数の原理は、複数の関連する
ユーザ生成メディアストリームを含み得る、より高品質なストリーミングメディアプレゼ
ンテーションを提供する拡張ストリーミングメディアを生成するかまたはユーザによる容
易な生成を可能にするツールを提供するシステムおよび方法を提供する。さらに、本明細
書に記載の１つまたは複数の原理は、メディアプレゼンテーション中のライブのユーザ生
成メディアストリームをユーザが該ライブのユーザ生成メディアストリーム内で検索でき
るシステムおよび方法を提供する。
【０００９】
　たとえば、本明細書に記載の１つまたは複数の実施形態は、ユーザがメディアストリー
ムを他のユーザと共有するのを補助する多くの特徴をもたらすシステムおよび方法を提供
する。たとえば、本明細書に記載のシステムおよび方法では、メディアストリームの１つ
または複数のメディア特性を決定し、この決定したメディア特性に基づいて、メディアス
トリームを共有する１人または複数のユーザ（たとえば、配信視聴者）を識別する。いく
つかの例示的な実施形態において、これらのシステムおよび方法では、メディアストリー
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ムの１つまたは複数のメディア特性における変化を動的に検出し、１つまたは複数のメデ
ィア特性における変化に基づいて、メディアストリームの配信視聴者を修正する。たとえ
ば、これらのシステムおよび方法では、メディアストリームの特性の変化に基づいて、メ
ディアストリームを共有するユーザ視聴者のサイズを大きくすることも可能であるし、小
さくすることも可能である。
【００１０】
　また、いくつかの例示的な実施形態において、これらのシステムおよび方法では、メデ
ィアストリームの品質を改善する。特に、これらのシステムおよび方法では、メディアス
トリームのメディア特性に基づいて、メディアストリームに生成編集を適用することによ
り、メディアストリームの品質を向上可能である。たとえば、これらのシステムおよび方
法では、メディアストリームのビデオ品質を向上可能である（たとえば、メディアストリ
ームの不安定さの補正または動きを含まないビデオの長い部分の除去を行う）。別の例と
して、これらのシステムおよび方法では、ノイズフィルタリング、イコライゼーション、
およびボリューム調整によって、メディアストリームのオーディオ品質を改善可能である
。
【００１１】
　追加または代替の例示的な実施形態において、これらのシステムおよび方法では、複数
のメディアストリームをミックスして生成メディアストリームを構成する。より具体的に
、これらのシステムおよび方法では、同じ主題のメディアストリームを提供する複数のユ
ーザに基づいて（たとえば、２つ以上のメディアストリームを切り替えて同じイベントの
さまざまなアングルを提供することにより）生成メディアストリームを生成するかまたは
ユーザによる容易な生成を可能にするツールを提供するようにしてもよい。別の実施形態
において、これらのシステムおよび方法では、各メディアストリームの１つまたは複数の
特性に基づいて、視聴ユーザに提供される生成メディアストリーム中にどのメディアスト
リームを提示するかを決定することができる。たとえば、これらのシステムおよび方法で
は、生成メディアストリーム中に提示するメディアストリームの選択に際して、安定性、
画像品質、オーディオ品質、および／または顔認識等の特性に重みを割り当てるようにし
てもよい。さらに、各メディアストリームの特性が変化した場合、これらのシステムおよ
び方法では、視聴ユーザに提供される生成メディアストリーム中でどのメディアを使用す
るかを動的に更新することができる。
【００１２】
　さらに別の例として、本明細書に記載のシステムおよび方法では、ライブコンテンツを
提供するメディアストリーム内で視聴ユーザが検索し得るようにすることができる。たと
えば、これらのシステムおよび方法では、ライブのメディアストリームの過去の部分から
の注目すべき瞬間に視聴ユーザが目を通す（スキムする）ことおよび該注目すべき瞬間を
リプレイすることの両方または一方をし得るようにすることができる。たとえば、ライブ
のイベントの途中のメディアストリームを視聴ユーザが視聴し始めた場合、これらのシス
テムおよび方法では、メディアストリームの始めとメディアストリームにアクセスしてい
る視聴ユーザとの間で起こったハイライト等の注目すべき瞬間を視聴ユーザに提供する。
また、たとえば、これらのシステムおよび方法では、メディアストリームの視聴と注目す
べき瞬間との間で素早く簡単に検索するための検索ツールを視聴ユーザに提供することが
できる。このため、視聴ユーザは、イベントの開始からしばらく経ってからメディアスト
リームにアクセスする場合であっても、素早く加速して、メディアストリームの当面のコ
ンテキストを理解することができる。
【００１３】
　その他の特徴および利点については、以下の説明において示すとともに、一部は説明か
ら明らかとなるか、または、上記の例示的な実施形態の実施により把握可能である。上記
のような実施形態の特徴および利点は、特に添付の特許請求の範囲において示す機器およ
び組み合わせによって実現および取得可能である。上記および他の特徴は、以下の説明お
よび添付の特許請求の範囲からさらに明らかとなるか、または、以下に示す例示的な実施
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形態の実施により把握可能である。
【００１４】
　特に、本発明に係る実施形態は、方法、記憶媒体、システム、およびコンピュータプロ
グラム製品を対象とする添付の特許請求の範囲に開示されており、ある請求の範疇（たと
えば、方法）に記載の如何なる特徴も、別の請求の範疇（たとえば、システム）で同様に
請求可能である。添付の特許請求の範囲における従属または後方参照は、形式上の理由で
のみ選定される。ただし、任意の先行請求項への意図的な後方参照（特に、多項従属）に
よる如何なる主題も、同様に請求可能であることから、請求項およびその特徴の如何なる
組み合わせについても開示されるとともに、添付の特許請求の範囲において選定される従
属に関わらず請求可能である。請求可能な主題は、添付の特許請求の範囲に示す特徴の組
み合わせのみならず、特許請求の範囲における特徴のその他任意の組み合わせも含んでお
り、特許請求の範囲に記載の各特徴は、特許請求の範囲におけるその他任意の特徴または
他の特徴の組み合わせと結合可能である。さらに、本明細書に記載もしくは図示の実施形
態および特徴のいずれも、別個の請求項および本明細書または別個の請求項もしくは本明
細書に記載もしくは図示の任意の実施形態もしくは特徴、または添付の特許請求の範囲の
特徴のいずれかとの任意の組み合わせにおいて請求可能である。
【００１５】
　本発明に係る一実施形態において、方法は、
　通信システムの取り込みユーザと関連付けられたクライアントデバイスから、メディア
ストリームを受信するステップと、
　少なくとも１つのプロセッサによって、メディアストリームの１つまたは複数のメディ
ア特性を決定するステップと、
　１つまたは複数のメディア特性に基づいて、視聴ユーザグループにメディアストリーム
を送信することを決定するステップと、
　視聴ユーザグループにメディアストリームを送信するステップと、
　１つまたは複数のメディア特性における変化を検出するステップと、
　１つまたは複数のメディア特性における検出された変化に基づいて、視聴ユーザグルー
プを修正するステップと、
　修正した視聴ユーザグループにメディアストリームを送信するステップと、
　を含む。
【００１６】
　本発明に係る一実施形態において、方法は、メディアストリームに対応するイベントを
識別するステップを含んでいてもよい。
　本発明に係る一実施形態において、方法は、
　視聴ユーザと関連付けられたクライアントデバイス上のメディアプレゼンテーションフ
ィードにおいて、対応するメディアストリームをそれぞれ含む複数のメディアプレゼンテ
ーションを提供するステップと、
　対応するメディアストリームの提示それぞれの１つまたは複数のメディア特性を決定す
るステップと、
　対応するメディアストリームそれぞれについて決定した１つまたは複数のメディア特性
に基づいて、複数のメディアプレゼンテーションをメディアプレゼンテーションフィード
において優先させるステップと、
　を含んでいてもよい。
【００１７】
　本発明に係る一実施形態において、方法は、視聴ユーザグループの視聴ユーザから、１
人または複数の別の視聴ユーザとメディアストリームを共有するリクエストを受信するス
テップを含んでいてもよい。
【００１８】
　本発明に係る一実施形態において、方法は、
　リクエストの受信に応答して、メディアストリームへのリンクを含むメッセージを生成
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するステップと、
　メッセージを１人または複数の別の視聴ユーザに送信するステップと、
　を含んでいてもよい。
【００１９】
　１つまたは複数のメディア特性は、ビデオ特性、オーディオ特性、信号強度特性、およ
びメタデータ特性を含んでいてもよい。
　本発明に係る一実施形態において、方法は、視聴ユーザグループにメディアストリーム
を送信することを決定するステップの前に、１つまたは複数のメディア特性に重み付けす
るステップを含んでいてもよい。
【００２０】
　視聴ユーザグループを修正するステップは、視聴ユーザグループに視聴ユーザを追加す
ることを含んでいてもよい。
　本発明に係る一実施形態において、方法は、１つまたは複数のメディア特性における検
出された変化に基づいて、メディアストリームにアクセスしている視聴ユーザ数が閾値数
に達したものと判定するステップを含んでいてもよい。
【００２１】
　視聴ユーザグループを修正するステップは、視聴ユーザを視聴ユーザグループから排除
することを含んでいてもよい。
　本発明に係る一実施形態において、方法は、
　通信システムの別の取り込みユーザと関連付けられた別のクライアントデバイスから別
のメディアストリームを受信するステップと、
　視聴ユーザグループに上記別のメディアストリームを送信することを決定するステップ
と、
　メディアストリームと上記別のメディアストリームとを含むメディアプレゼンテーショ
ンの一部として、視聴ユーザグループに上記別のメディアストリームを送信するステップ
と、
　を含んでいてもよい。
【００２２】
　本発明に係る一実施形態において、方法は、視聴ユーザと関連付けられたクライアント
デバイス上のメディアプレゼンテーションフィードにおいて、メディアストリームと上記
別のメディアストリームとを含むメディアプレゼンテーションを提供するステップを含ん
でいてもよい。
【００２３】
　本発明に係る一実施形態において、方法は、視聴ユーザグループにメディアストリーム
を送信するステップの前に、メディアストリームに生成編集を適用するステップを含んで
いてもよい。
【００２４】
　生成編集を適用するステップは、メディアストリームに正方形トリミングを適用するこ
とを含んでいてもよい。
　生成編集を適用するステップは、クライアントデバイスから受信したジャイロ情報に基
づいてメディアストリームを安定させることを含んでいてもよい。
【００２５】
　本発明に係る一実施形態において、システムは、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　少なくとも１つのプロセッサにより実行された場合に、
　通信システムの取り込みユーザと関連付けられたクライアントデバイスから、メディア
ストリームを受信することと、
　メディアストリームの１つまたは複数のメディア特性を決定することと、
　１つまたは複数のメディア特性に基づいて、視聴ユーザグループにメディアストリーム
を送信することを決定することと、
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　視聴ユーザグループにメディアストリームへのアクセスを与えることと、
　１つまたは複数のメディア特性における変化を検出することと、
　１つまたは複数のメディア特性における検出された変化に基づいて、視聴ユーザグルー
プを修正することと、
　修正した視聴ユーザグループにメディアストリームへのアクセスを与えることと、
　をシステムに行わせる命令を格納した少なくとも１つの非一時的コンピュータ可読記憶
媒体と、
　を備えていてもよい。
【００２６】
　視聴ユーザグループを修正するステップは、視聴ユーザグループに視聴ユーザを追加す
ることを含んでいてもよい。
　本発明に係る一実施形態において、システムは、少なくとも１つのプロセッサにより実
行された場合に、１つまたは複数のメディア特性における検出された変化に基づいて、メ
ディアストリームにアクセスしている視聴ユーザ数が閾値数に達したものと判定すること
をシステムに行わせる命令を含んでいてもよい。
【００２７】
　１つまたは複数のメディア特性は、ビデオ特性、オーディオ特性、信号強度特性、また
はメタデータ特性を含んでいてもよい。
　本発明に係る一実施形態において、非一時的コンピュータ可読媒体は、少なくとも１つ
のプロセッサにより実行された場合に、
　通信システムの取り込みユーザと関連付けられたクライアントデバイスから、メディア
ストリームを受信することと、
　メディアストリームの１つまたは複数のメディア特性を決定することと、
　１つまたは複数のメディア特性に基づいて、視聴ユーザグループにメディアストリーム
を送信することを決定することと、
　視聴ユーザグループにメディアストリームへのアクセスを与えることと、
　１つまたは複数のメディア特性における変化を検出することと、
　１つまたは複数のメディア特性における検出された変化に基づいて、上記グループを修
正することと、
　修正した視聴ユーザグループにメディアストリームへのアクセスを与えることと、
　をコンピュータシステムに行わせ得る命令を格納していてもよい。
【００２８】
　本発明に係る一実施形態において、方法は、
　対応する複数の取り込みユーザと関連付けられた複数のクライアントデバイスから、複
数の関連するメディアストリームを受信するステップと、
　複数のメディアストリームからのコンテンツを含むメディアプレゼンテーションを視聴
ユーザと関連付けられたクライアントデバイスに送信するステップと、
　少なくとも１つのプロセッサによって、メディアストリームそれぞれの時間ベースのメ
ディア特性のデータストリームを生成するステップと、
　データストリーム内の時間ベースのメディア特性に基づいて、複数のメディアストリー
ムから第１のメディアストリームを選択してメディアプレゼンテーション内で提供するス
テップと、
　データストリーム内の更新された時間ベースのメディア特性に基づいて、第１のメディ
アストリームをメディアプレゼンテーション内で提供することから、メディアプレゼンテ
ーション内で複数のメディアストリームからの第２のメディアストリームを提供すること
に切り替えるステップと、
　を含んでいてもよい。
【００２９】
　本発明に係る一実施形態において、方法は、
　複数の取り込みユーザから、イベントに対応する複数のメディアストリームを受信する
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ステップと、
　少なくとも１つのプロセッサによって、複数のメディアストリームのうちの少なくとも
１つのメディアストリームにより取り込まれたイベントから、複数の注目すべき瞬間を識
別するステップと、
　識別した複数の注目すべき瞬間に対応する複数のメディアセグメントを生成するステッ
プと、
　視聴ユーザの１つまたは複数のプロフィール属性に基づいて、複数のメディアセグメン
トから１つまたは複数のメディアセグメントを識別するステップと、
　視聴ユーザと関連付けられたクライアントデバイスに１つまたは複数のメディアセグメ
ントを提供するステップと、
　を含んでいてもよい。
【００３０】
　本発明に係る別の実施形態において、１つまたは複数のコンピュータ可読非一時的記憶
媒体は、本発明または上述の実施形態のいずれかに係る方法を行うように実行された場合
に動作可能なソフトウェアを具現化する。
【００３１】
　本発明に係る別の実施形態において、システムは、１つまたは複数のプロセッサと、該
プロセッサに結合され、プロセッサが実行可能な命令を含む少なくとも１つのメモリであ
って、該命令の実行に際して、本発明または上述の実施形態のいずれかに係る方法を行う
ようにプロセッサが動作可能である、少なくとも１つのメモリと、を備える。
【００３２】
　本発明に係る別の実施形態において、好ましくはコンピュータ可読非一時的記憶媒体を
含むコンピュータプログラム製品は、データ処理システム上で実行された場合に、本発明
または上述の実施形態のいずれかに係る方法を行うように動作可能である。
【００３３】
　１つまたは複数の実施形態の上記および他の利点および特徴が得られる様態を説明する
ため、添付の図面に示す特定の実施形態を参照して、より詳細な記述を与える。図面は縮
尺通りに描かれておらず、類似構造または類似機能の要素は、図面全体を通して、例示の
ため、同じ参照番号で大略表されることに留意するものとする。これらの図面は、代表的
な実施形態を示しているに過ぎないため、その範囲を限定するものとは考えられない。し
たがって、添付の図面を用いることにより、特異性および詳細を付加した種々実施形態を
記述し、説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本明細書に記載の１つまたは複数の実施形態に係る、通信システムの模式図であ
る。
【図２】本明細書に記載の１つまたは複数の実施形態に係る、１つまたは複数のクライア
ントデバイスと通信するメディアプレゼンテーションシステムの模式図である。
【図３Ａ】１つまたは複数の実施形態に係る、メディアプレゼンテーションシステムのシ
ーケンスフロー図である。
【図３Ｂ】１つまたは複数の実施形態に係る、メディアプレゼンテーションシステムのシ
ーケンスフロー図である。
【図４Ａ】１つまたは複数の実施形態に係る、メディアプレゼンテーションシステムの、
視聴ユーザと複数の取り込みクライアントデバイスとの通信を示したシーケンスフロー図
である。
【図４Ｂ】１つまたは複数の実施形態に係る、メディアプレゼンテーションシステムの、
視聴ユーザと複数の取り込みクライアントデバイスとの通信を示したシーケンスフロー図
である。
【図４Ｃ】１つまたは複数の実施形態に係る、メディアプレゼンテーションシステムの、
視聴ユーザと複数の取り込みクライアントデバイスとの通信を示したシーケンスフロー図
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である。
【図５】１つまたは複数の実施形態に係る、メディアプレゼンテーションシステムの複数
のユーザがイベントのメディアストリームを取り込み中と考えられるイベント会場を示し
た図である。
【図６】１つまたは複数の実施形態に係る、図５のイベントにおいて、ユーザと関連付け
られたクライアントデバイスを取り込むことにより提供される例示的なメディアストリー
ムを示した図である。
【図７】１つまたは複数の実施形態に係る、生成メディアストリームを作成する方法を示
したシーケンスフロー図である。
【図８】１つまたは複数の実施形態に係る、１人または複数のユーザにメディアストリー
ムを動的に提供する方法のフローチャートである。
【図９】１つまたは複数の実施形態に係る、複数の関連するメディアストリームからメデ
ィアストリームを生成する方法のフローチャートである。
【図１０】１つまたは複数の実施形態に係る、メディアストリームの注目すべき瞬間を識
別して提供する方法のフローチャートである。
【図１１】１つまたは複数の実施形態に係る、クライアントデバイスのブロック図である
。
【図１２】本明細書に記載の１つまたは複数の実施形態に係る、ソーシャルネットワーキ
ングシステムのネットワーク環境を示した図である。
【図１３】本明細書に記載の１つまたは複数の実施形態に係る、ソーシャルネットワーキ
ングシステムの例示的なソーシャルグラフを示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　本明細書に開示の実施形態は、メディアストリームを共有および視聴するユーザの体験
を向上させるメディアプレゼンテーションシステムによって、利益の享受および当技術分
野における上記もしくは他の問題のうちの１つもしくは複数の解決の両方または一方を図
る。特に、メディアプレゼンテーションシステムは、直感的かつ効率的に、メディアスト
リームをインテリジェントに生成、構造化、および共有する。たとえば、いくつかの実施
形態において、メディアプレゼンテーションシステムは、クライアントデバイスを介して
、ユーザが１人または複数の他のユーザ（たとえば、視聴ユーザ）との共有を意図するメ
ディアストリーム（たとえば、ビデオメディアストリーム）を取り込んで提供できるよう
にする。また、ユーザ、視聴ユーザ、および／またはメディアストリームのさまざまな特
徴、プリファレンス、および／または特性に基づいて、メディアプレゼンテーションシス
テムは、メディアストリームの配信方法（たとえば、ビデオストリームを共有する視聴ユ
ーザの識別方法）を動的に決定することができる。さらに、１つまたは複数の実施形態に
おいて、メディアプレゼンテーションシステムは、１つもしくは複数のメディアストリー
ム特性の修正および複数のメディアストリームの結合または１つもしくは複数のメディア
ストリーム特性の修正もしくは複数のメディアストリームの結合によって、視聴ユーザに
提供するさらに楽しいメディアストリームを生成することができる。また、メディアプレ
ゼンテーションシステムの１つまたは複数の例では、メディアストリームの提示中に、メ
ディアストリームの視聴体験をユーザがカスタマイズできるようにするさまざまな検索特
徴を提供する。
【００３６】
　簡単に上述した通り、１つまたは複数の実施形態において、メディアプレゼンテーショ
ンシステムは、特定の視聴ユーザ、視聴ユーザグループ、および／または特定の属性を有
する視聴ユーザなどに、インテリジェントにメディアストリームを配信することができる
。特に、メディアプレゼンテーションシステムは、取り込みユーザ、視聴ユーザ、および
／またはメディアストリームに関するさまざまな種類のデータを解析して、特定のメディ
アストリームの配信視聴者を動的に決定する。たとえば、メディアプレゼンテーションシ
ステムは、メディアストリームの特性に基づいて、配信視聴者を識別することができる。
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たとえば、メディアプレゼンテーションシステムは、メディアストリームに対応する品質
レベルの決定に基づいて、配信視聴者のサイズを決定することができる（たとえば、メデ
ィアストリームのビデオが不安定な場合およびメディアストリームのオーディオ品質が低
い場合、またはメディアストリームのビデオが不安定な場合もしくはメディアストリーム
のオーディオ品質が低い場合、メディアプレゼンテーションシステムは、視聴者のサイズ
を制限するようにしてもよい）。メディアストリームの特性が変化した場合、メディアプ
レゼンテーションシステムは、配信視聴者のサイズを修正することができる。
【００３７】
　また、メディアプレゼンテーションシステムは、メディアストリームに対応する視聴ユ
ーザからの相互作用およびフィードバックをモニタリングし、これらの相互作用およびフ
ィードバックに基づいて、配信視聴者を修正することができる（たとえば、メディアプレ
ゼンテーションシステムは、正または負のフィードバックに応答して、メディアストリー
ムの配信を拡大または抑制するようにしてもよい）。また、メディアプレゼンテーション
システムは、以下に詳述するその他さまざまなメディアストリーム特性に基づいて、メデ
ィアストリームの配信視聴者を決定することもできる。さらに、メディアストリームのメ
ディア特性に基づいてメディアストリームを配信することのほか、メディアプレゼンテー
ションシステムは、視聴ユーザのプロフィール属性およびプリファレンス（たとえば、地
理的位置、ユーザの関心、常連の視聴者）に基づいて、配信視聴者を決定することもでき
る。
【００３８】
　いくつかの例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーションシステムは、関連
するメディアストリーム（たとえば、同じイベントで取り込まれたメディアストリーム）
を複数のユーザが取り込んで共有していることを検出することができる。これに対して、
メディアプレゼンテーションシステムは、関連するメディアストリームを用いることによ
り、生成メディアストリームを生成するようにしてもよい。たとえば、関連するメディア
ストリームそれぞれについて、メディアプレゼンテーションシステムは、アングルおよび
視点の両方または一方（たとえば、接写対パノラマ広角）、取り込む主題、顔認識、メデ
ィアストリームの注目時間長、オーディオ品質、メディアストリームが冗長か否か、視聴
数、「いいね！」、共有等を考慮するようにしてもよい。さらに、メディアプレゼンテー
ションシステムは、３つのメディアストリーム間でのビデオの切り替え等、複数のメディ
アストリームのさまざまな態様をミックスすることにより、最も高いオーディオ品質を含
む単一のメディアストリームからのオーディオを使用しつつ、ミックスメディアストリー
ムの全体品質を向上させることができる。
【００３９】
　また、１つまたは複数の実施形態において、メディアプレゼンテーションシステムは、
メディアプレゼンテーション内のコンテンツを視聴ユーザが容易に検索できるようにして
、それぞれの視聴体験をカスタマイズできるようにしてもよい。たとえば、視聴ユーザは
、メディアストリームの開始後に該メディアストリームを視聴し始めるようにしてもよい
。このような場合、メディアプレゼンテーションシステムは、イベントからの注目すべき
瞬間をリプレイすることおよびライブ動作まで追いつくことの両方または一方を視聴ユー
ザが行えるようにする、イベントの過去のメディアセグメントを提供するようにしてもよ
い。さらに、いくつかの例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーションシステ
ムは、視聴ユーザの関心およびプリファレンスの両方または一方に対応するメディアスト
リームの過ぎた部分を識別するようにしてもよい。
【００４０】
　したがって、メディアプレゼンテーションシステムの１つまたは複数の実施形態は、ユ
ーザがメディアを効率的に取り込んでそのメディアストリームを１人または複数の視聴ユ
ーザと共有できるようにすることで、従来のシステムの１つまたは複数の不都合を克服す
る。また、メディアプレゼンテーションシステムは、最も関連があって最も品質が高いメ
ディアストリームを視聴ユーザに提供しつつ、メディアストリーム提示を検索および他の
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形で体験または検索もしくは他の形で体験するユーザの能力を増強するさまざまな制御機
能を視聴ユーザに与えることによって、楽しいユーザ体験を視聴ユーザに提供する。その
他の詳細および利点については後述する。
【００４１】
　本明細書において使用する用語「メディア」は、通信ネットワーク上で送信可能なデジ
タルデータを表す。メディアの例としては、デジタル写真、デジタルビデオ、デジタルオ
ーディオ、および／または他の種類のデジタルデータが挙げられるが、これらに限定され
ない。したがって、メディアは、画像、ビデオ、オーディオ、テキスト、文書、アニメー
ション、スクリーン共有、または通信ネットワーク上で送信可能なその他任意の音声／視
覚データを表していてもよい。一般的に、メディアとしては、取り込んだメディアコンテ
ンツまたは単にコンテンツが挙げられる。このため、メディアには、ユーザ生成コンテン
ツ（たとえば、スマートフォンまたはデジタルカメラ等のメディア取り込みデバイスを用
いてユーザが取り込むコンテンツ）および非ユーザ生成メディア（たとえば、エンティテ
ィまたはサードパーティにより生成されたコンテンツ）等のコンテンツを含み得る。また
、メディアは、さまざまな種類の技術を用いることにより、さまざまな形態で送信可能で
ある。さらに、メディアプレゼンテーションシステムは、離散ファイルの形態でメディア
を送信できるほか、ストリーミングデジタルコンテンツ（すなわち、メディアストリーム
）の形態でメディアを送信することができる。
【００４２】
　本明細書において使用する用語「メディアストリーム」は、経時的に提供されるメディ
アの流れを大略表す。メディアストリームの一例としては、あるコンピューティングデバ
イスから１つまたは複数の他のコンピューティングデバイスへのライブ、準ライブ、また
は半ライブのメディアのストリームが挙げられる。場合により、メディアストリームでは
、過去に取り込んだコンテンツをブロードキャストする。メディアストリームには、ある
コンピューティングデバイスから別のコンピューティングデバイスへのデータパケットの
送信を含み得る。一般的に、メディアストリームには、コンピューティングデバイス間の
画像、ビデオ、および／またはオーディオの送信を含む。さらに、コンピューティングデ
バイスは、メディアストリームを送信する際に、１つまたは複数の他のコンピューティン
グデバイスへの送信前に、メディアストリームを符号化および暗号化または符号化もしく
は暗号化するようにしてもよい。
【００４３】
　本明細書において使用する用語「メディアセグメント」は、メディアの離散的な部分を
大略表す。たとえば、メディアセグメントとしては、メディアストリームからのメディア
を含む画像部、ビデオ部、および／またはオーディオ部が挙げられる。たとえば、メディ
アストリームを送信または受信するコンピューティングデバイスは、メディアストリーム
の一部をメディアセグメントとして格納することができる。このため、メディアセグメン
トには、メディアストリームから取得されたビデオクリップおよびオーディオクリップの
両方または一方を含んでいてもよい。いくつかの例示的な実施形態において、メディアセ
グメントとしては、ユーザによりデジタル的に作成されたメディアセグメント（たとえば
、アニメーションビデオ）等、メディアストリームから取得されたものではない離散的な
メディアの一部が挙げられる。
【００４４】
　本明細書において使用する用語「メディアプレゼンテーション（media presentation）
」は、１つもしくは複数のメディアストリームおよびメディアセグメントまたは１つもし
くは複数のメディアストリームもしくはメディアセグメントから成る、規定の一組を表す
。たとえば、メディアプレゼンテーションとしては、複数の関連するメディアストリーム
およびメディアセグメントまたは複数の関連するメディアストリームもしくはメディアセ
グメントが挙げられる。このため、１つまたは複数の実施形態において、メディアプレゼ
ンテーションとしては、メディアストリームおよびメディアセグメントのコンピレーショ
ン（compilation）またはメディアストリームもしくはメディアセグメントのコンピレー
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ションが挙げられる。たとえば、メディアプレゼンテーションには、共通の場所またはイ
ベントで複数のユーザにより提供された関連するメディアストリームを含んでいてもよい
。場合により、メディアプレゼンテーションには、ユーザにより提供され、他のユーザと
共有される単一のメディアストリームを含み得る。一般的に、メディアプレゼンテーショ
ンシステムは、メディアプレゼンテーションフィードにおいて、１つまたは複数のメディ
アプレゼンテーションを視聴ユーザに提供し、視聴ユーザは、メディアプレゼンテーショ
ンを選択して、該メディアプレゼンテーションに対応する１つもしくは複数のメディアス
トリームおよびメディアセグメントまたは１つもしくは複数のメディアストリームもしく
はメディアセグメントにアクセスすることができる。さらに、本明細書において使用する
用語「メディアプレゼンテーションフィード」は、視聴ユーザに提示される１つまたは複
数のメディアプレゼンテーションの集合を大略表す。たとえば、クライアントデバイスは
、時系列順またはトピック、ユーザ、チャンネル、および／もしくは別の構造化グルーピ
ングによりそれぞれ構造化された複数のメディアプレゼンテーションを含むメディアプレ
ゼンテーションフィードを視聴ユーザに提供することができる。
【００４５】
　用語「メディア特性（media characteristic）」は、メディアストリームまたはメディ
アセグメント内のメディア等と関連付けられた特徴および属性を表す。メディア特性には
、メディア自体の属性およびメディアと関連付けられたメタデータの両者を含み得る。メ
ディア特性の例としては、オーディオ／ビデオ品質、メディアストリームの提供に用いら
れている通信ネットワークの接続強度、顔および物体認識、アングルと視点、地理的位置
、時間、冗長性等が挙げられるが、これらに限定されない。さらに、メディア特性として
は、黙示的な相互作用（たとえば、視聴数）および明示的なフィードバック（たとえば、
「いいね！」、コメント、共有等）といった視聴ユーザからの相互作用およびフィードバ
ックが挙げられる。メディア特性に関する別途詳細および例については、以下の詳細な説
明において与える。
【００４６】
　本明細書において使用する用語「相互作用する（interact）」または「相互作用（inte
racting）」は、ユーザとクライアントデバイスとの間の任意の種類のインタフェース行
為を大略表す。１つまたは複数の実施形態において、相互作用としては、ユーザによるメ
ディアの取り込み（capture）またはメディアの視聴、閲覧、アクセス、および／もしく
は他の形での体験が挙げられる。さらに、相互作用には、メニューオプションまたはグラ
フィックボタンの選択によるメディアの取り込み、メディアストリームへのアクセス、メ
ディアストリームのメディアセグメントのリプレイ、取り込んだメディアセグメントの承
認、取り込んだメディアセグメントのメディアプレゼンテーションへの追加要求、または
他の追加の動作等、クライアントデバイスにより与えられたグラフィカルユーザインタフ
ェース上のグラフィック要素の選択を含み得る。１つまたは複数の実施形態においては、
タッチスクリーン、タッチパッド、キーボード、またはマウス等の１つまたは複数のユー
ザ入力デバイスを用いることにより、ユーザがクライアントデバイスと相互作用可能であ
る。
【００４７】
　図１は、本明細書に記載の１つまたは複数の実施形態に係る、通信システム１００（ま
たは、単に「システム１００」）の例示的な一実施形態を示している。図示のように、シ
ステム１００は、メディアプレゼンテーションシステム１０２を含む１つまたは複数のサ
ーバ１０１と、視聴クライアントデバイス１０４と、ネットワーク１０６を介して通信可
能に結合された取り込みクライアントデバイス１０５とを具備していてもよい。図１は、
メディアプレゼンテーションシステム１０２、視聴クライアントデバイス１０４、取り込
みクライアントデバイス１０５、およびネットワーク１０６の特定の構成を示しているが
、別のさまざまな構成が可能である。たとえば、視聴クライアントデバイス１０４および
取り込みクライアントデバイス１０５の両方または一方は、ネットワーク１０６を迂回し
て、メディアプレゼンテーションシステム１０２と直接通信していてもよい。
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【００４８】
　任意選択として、システム１００は、ソーシャルネットワーキングシステム１０８を含
む１つまたは複数のサーバ１０７を具備していてもよい。システム１００がソーシャルネ
ットワーキングシステム１０８を具備する場合、ソーシャルネットワーキングシステム１
０８のユーザは、本明細書に記載の通り、ソーシャルネットワーキングシステム１０８を
介して、メディアプレゼンテーションシステム１０２の特徴および機能を利用可能であっ
てもよい。いくつかの例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム
１０２は、ソーシャルネットワーキングシステム１０８の一部であってもよいし、ソーシ
ャルネットワーキングシステム１０８に直接接続されていてもよい。他の例示的な実施形
態においては、メディアプレゼンテーションシステム１０２がソーシャルネットワーキン
グシステム１０８から離れているものの、ソーシャルネットワーキングシステム１０８の
ユーザは、ソーシャルネットワーキングシステム１０８を介してメディアプレゼンテーシ
ョンシステム１０２にアクセスすることができる。
【００４９】
　メディアプレゼンテーションシステム１０２がソーシャルネットワーキングシステム１
０８と連動する場合、視聴ユーザ１１０および取り込みユーザ１１２の両方または一方は
、ソーシャルネットワーキングシステム１０８と関連付けられていてもよい。たとえば、
取り込みユーザ１１２は、メディアプレゼンテーションシステム１０２がソーシャルネッ
トワーキングシステム１０８にアクセスして、ユーザのプロフィール、ソーシャルネット
ワーク挙動、ソーシャルネットワーキング関係、および各ソーシャルネットワーキング関
係に対する親密度等の取り込みユーザ１１２に関する情報を取得することを許可するよう
にしてもよい。また、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、ソーシャルネット
ワーキングシステム１０８を用いて、メディアプレゼンテーションシステム１０２のユー
ザ間でメディアプレゼンテーションを共有するようにしてもよい。たとえば、取り込みユ
ーザ１１２は、メディアを取り込み、取り込んだメディアをメディアプレゼンテーション
と関連付け、このメディアプレゼンテーションをソーシャルネットワーキングシステム１
０８に送信するようにしてもよい。さらに、ソーシャルネットワーキングシステム１０８
は、該ソーシャルネットワーキングシステム１０８を介して、メディアプレゼンテーショ
ンを視聴ユーザ１１０に提供するようにしてもよい。
【００５０】
　ソーシャルネットワーキングシステム１０８の有無に関わらず、１つまたは複数のサー
バ１０１、視聴クライアントデバイス１０４、取り込みクライアントデバイス１０５、お
よび１つまたは複数の任意選択としてのサーバ１０７等のシステム１００の構成要素は、
ネットワーク１０６を介して通信可能である。ネットワーク１０６は、１つまたは複数の
ネットワークを含んでいてもよく、データおよび通信信号またはデータもしくは通信信号
の送信に適した１つまたは複数の通信プラットフォームまたは技術を使用するようにして
もよい。ネットワーク１０６に関する別途詳細については、図１２および図１３を参照し
て以下に説明する。
【００５１】
　さらに、図１に示すように、視聴ユーザ１１０は視聴クライアントデバイス１０４と相
互作用するようにしてもよく、取り込みユーザ１１２は取り込みクライアントデバイス１
０５と相互作用するようにしてもよい。視聴ユーザ１１０および取り込みユーザ１１２は
それぞれ、個人（すなわち、人間のユーザ）、企業、団体、またはその他任意のエンティ
ティであってもよい。説明のため、図１は、視聴ユーザ１１０も取り込みユーザ１１２も
１人だけ示しているが、システム１００は、１つまたは複数の対応するクライアントデバ
イスを用いて該システム１００と相互作用する任意数の視聴ユーザおよび取り込みユーザ
または視聴ユーザもしくは取り込みユーザを含んでいてもよいことが了解されるものとす
る。同様に、用語「視聴ユーザ（viewing user）」および「取り込みユーザ（capturing 
user）」は一般的に説明を目的として使用しており、視聴ユーザ１１０および取り込みユ
ーザ１１２はいずれも、メディアプレゼンテーションシステム１０２のユーザに過ぎず、
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メディアプレゼンテーションシステム１０２を用いたメディアの取り込み、共有、および
アクセスが可能であることが了解されるものとする。
【００５２】
　上述の通り、視聴ユーザ１１０および取り込みユーザ１１２は、視聴クライアントデバ
イス１０４および取り込みクライアントデバイス１０５とそれぞれ相互作用することによ
り、メディアプレゼンテーションシステム１０２およびソーシャルネットワーキングシス
テム１０８の両方または一方と通信するようにしてもよい。説明のため、視聴クライアン
トデバイス１０４および取り込みクライアントデバイス１０５は、「クライアントデバイ
ス」と総称する場合がある。クライアントデバイスは、さまざまな種類のクライアントデ
バイスを表していてもよい。たとえば、クライアントデバイスとしては、携帯電話、スマ
ートフォン、ＰＤＡ、タブレット、またはラップトップ等のモバイルデバイスが挙げられ
る。さらに、クライアントデバイスとしては、デスクトップまたはサーバ等の非モバイル
デバイスが挙げられる。また、クライアントデバイスとしては、テレビ、ＬＣＤディスプ
レイ、ＬＥＤディスプレイ、モニタ、プロジェクタ等の表示デバイスが挙げられる。一般
的に、本明細書においては、クライアントデバイスとして任意の種類のコンピューティン
グデバイスが挙げられる。クライアントデバイスに関する別途詳細および例については、
図１１に関して以下に論じる。
【００５３】
　一般的に、クライアントデバイスによれば、たとえばメディアプレゼンテーションフィ
ードの一部として、ユーザ（たとえば、視聴ユーザ１１０）が１つまたは複数のメディア
プレゼンテーションを視聴可能であってもよい。たとえば、クライアントデバイスは、処
理構成要素と、ユーザによるメディアストリームの視聴を可能にする表示スクリーンとを
具備する。また、クライアントデバイスは、メディアを取り込むとともに、取り込んだメ
ディアを他のコンピューティングデバイスに送信する構成要素を具備し得る。たとえば、
クライアントデバイスは、カメラおよびマイクの両方または一方等、ユーザによるメディ
アの取り込みおよび取り込んだメディアのメディアストリームでの提供を可能にするビデ
オおよびオーディオ取り込み用構成要素またはビデオもしくはオーディオ取り込み用構成
要素を具備する。さらに、クライアントデバイスは、他のデバイスから取り込まれたメデ
ィアを受信する構成要素も具備することができる。あるいは、一部のクライアントデバイ
スは、視聴機能または取り込み機能のみを与えるように制限されていてもよい。
【００５４】
　システム１００の特定の構成要素または構成要素の構成に関わらず、メディアプレゼン
テーションシステム１０２は一般的に、システムのユーザによるメディアプレゼンテーシ
ョンの取り込み、生成、配信、および／またはアクセス／視聴を可能にする。非限定的な
概略の一例として、取り込みユーザ１１２は、メディアを取り込んで、取り込みクライア
ントデバイス１０５を用いることによりメディアストリームを提供することができる（た
とえば、ライブのデジタルビデオのストリームを提供することができる）。提供されたメ
ディアストリームのメディア特性に基づいて、メディアプレゼンテーションシステム１０
２は、配信視聴者に含める視聴ユーザグループを決定する。メディアプレゼンテーション
システム１０２は、メディア特性をモニタリングすることができ、メディア特性における
変化に基づいて、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、配信視聴者を動的に更
新することができる。配信視聴者に属する視聴ユーザ１１０は、視聴クライアントデバイ
ス１０４を用いることにより、メディアプレゼンテーションの一部としてメディアストリ
ームを視聴する。さらに、視聴ユーザ１１０がメディアプレゼンテーションの見逃した部
分を視聴したいと要求する場合、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディ
アプレゼンテーションから、視聴ユーザ１１０が関心を持つメディアセグメントを識別し
、該メディアセグメントをメディアプレゼンテーションの一部として視聴ユーザ１１０に
提示する。メディアプレゼンテーションシステムに関する別途詳細については、より詳し
く以下で説明する。
【００５５】



(16) JP 6730335 B2 2020.7.29

10

20

30

40

50

　特に、図２は、１つまたは複数のクライアントデバイス２０４と通信するメディアプレ
ゼンテーションシステム１０２を含む１つまたは複数のサーバの模式図である。図２のメ
ディアプレゼンテーションシステム１０２は、図１を参照して上述したメディアプレゼン
テーションシステム１０２の１つまたは複数の実施形態を表し得る。同様に、図２に示す
クライアントデバイス２０４は、図１を参照して上述した視聴クライアントデバイス１０
４および取り込みクライアントデバイス１０５の両方または一方の１つまたは複数の実施
形態を表していてもよい。たとえば、図２のメディアプレゼンテーションシステム１０２
およびクライアントデバイス２０４は、図１に示す通信システム１００の一部でもあり得
る。
【００５６】
　図２に示すように、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアストリー
ムマネージャ２０８（media stream manager）、メディア特性評価器２１０、メディアプ
レゼンテーション生成器２１２、配信マネージャ２１４、メディアプレゼンテーションデ
ータベース２１６、およびユーザプロフィールデータベース２１８を具備するが、これら
に限定されない。一般的に、メディアストリームマネージャ２０８は、クライアントデバ
イス２０４により取り込まれて提供されたメディアストリームを受信して認識することが
できる。メディア特性評価器２１０は、メディア特性に関してメディアストリームを定期
的に評価し、対応するメディア特性をメディアプレゼンテーションマネージャ２１２に提
供するようにしてもよい。メディアプレゼンテーションマネージャ２１２は、メディア特
性を用いることにより、１人または複数の視聴ユーザへのメディアプレゼンテーションに
含めるメディアストリームを選択するようにしてもよい。さらに、たとえばメディア特性
に基づいて、配信マネージャ２１４は、生成メディアストリームを送信する視聴ユーザか
ら成る配信視聴者を決定するほか、メディア特性における変化に基づいて配信視聴者を更
新するようにしてもよい。メディアプレゼンテーションデータベース２１６は、複数のメ
ディアプレゼンテーションおよびメディアセグメントの両方または一方を保持することが
できる。また、ユーザプロフィールデータベース２１８は、メディアプレゼンテーション
システム１０２のユーザのユーザ情報を保持することができる。
【００５７】
　メディアプレゼンテーションシステム１０２の各構成要素は、本明細書に記載のプロセ
スを該メディアプレゼンテーションシステム１０２に行わせる命令を実行する少なくとも
１つのプロセッサを具備したコンピューティングデバイスを用いて実装されるようになっ
ていてもよい。いくつかの実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０
２の構成要素は、単一のサーバデバイスまたは複数のサーバデバイスにより実装可能であ
る。図２には特定数の構成要素を示しているが、メディアプレゼンテーションシステム１
０２は、より多くの構成要素を具備することも可能であるし、特定の一実施形態に望まし
いと考えられるように、構成要素を結合してより少なく構成要素（単一の構成要素等）と
することも可能である。
【００５８】
　メディアプレゼンテーションシステム１０２の上記概略にて簡単に述べたとともに図２
に示す通り、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアストリームマネー
ジャ２０８を具備する。メディアストリームマネージャ２０８は一般的に、メディアスト
リームを管理する。より具体的に、取り込みクライアントデバイス等のクライアントデバ
イスがメディアストリームをメディアプレゼンテーションシステム１０２に提供している
場合、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、入ってくるメディアストリームを
受信、認識、および処理する。
【００５９】
　メディアストリームの認識の一部として、メディアストリームマネージャ２０８は、メ
ディアストリームに対応する情報を識別するようにしてもよい。たとえば、メディアスト
リームマネージャ２０８は、メディアストリームと関連付けられた取り込みユーザの身元
を識別するようにしてもよい。また、メディアストリームマネージャ２０８は、メディア
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ストリームと関連付けられた任意の記述データを識別するようにしてもよい。たとえば、
取り込みユーザは、メディアストリームのタイトル、トピック等の記述を提供することが
でき、メディアストリームマネージャ２０８は、メディアストリームの構造化および配信
を目的として、この記述データを取り込むことができる。また、メディアストリームマネ
ージャは、メディアストリームと関連付けられた位置、メディアストリームがライブのコ
ンテンツを含むか否か、および／または受信したメディアストリームと関連付けられ得る
その他任意のデータ等、メディアストリームと関連付けられた他のデータを識別すること
ができる。
【００６０】
　１つまたは複数の実施形態において、メディアストリームマネージャ２０８は、複数の
取り込みユーザから複数のメディアストリームを受信する。複数のメディアストリームの
受信に基づいて、メディアストリームマネージャ２０８は、メディアストリームのいずれ
かが互いに関連し合うかを判定することができる。特に、メディアストリームマネージャ
２０８は、２つ以上のメディアストリームが共通の場所から同じ時間にコンテンツを提供
しているタイミングおよび同じ主題を取り込んでいるタイミングの両方または一方を決定
することができる。たとえば、メディアストリームマネージャ２０８は、同じコンサート
で同じ時間に同じ音楽演奏のメディアを提供している２つのメディアストリームが互いに
関連し合うものと判定することができる。
【００６１】
　メディアストリームマネージャ２０８は、多くの因子に基づいて、２つ以上のメディア
ストリームが関連するものと判定することができる。たとえば、メディアストリームマネ
ージャ２０８は、２つ以上のメディアストリームのオーディオまたはビデオパターン（た
とえば、コンサートでのフラッシュの光または音声周波数）を照合して、関係を決定する
ことができる。別の例として、メディアストリームマネージャ２０８は、同じイベント、
会場、場所等、互いに閾値近接内のクライアントデバイスから２つのメディアストリーム
が受信されたものと判定することができる。場合により、メディアストリームマネージャ
２０８は、２つ以上のメディアストリームと関連付けられたラベルまたはタグを照合して
、これら２つ以上のメディアストリームが関連するか否かを判定するようにしてもよい。
メディアストリームが関連するか否かの判定に関する別途詳細については、以下に示す。
【００６２】
　メディアストリームマネージャ２０８のほか、かつ図２に示すように、メディアプレゼ
ンテーションシステム１０２は、メディア特性評価器２１０を具備する。メディア特性評
価器２１０は一般的に、受信したメディアストリームの１つまたは複数のメディア特性を
決定する。より具体的に、メディア特性評価器２１０は、取り込みクライアントデバイス
から受信したメディアストリームを解析して、該メディアストリームと関連付けられたメ
ディア特性を識別する。さらに、メディアストリームのメディア特性が常に変化し得るこ
とから、メディア特性評価器２１０は、メディアプレゼンテーションシステム１０２がメ
ディアストリームを受信する期間にわたって、各メディアストリームのメディア特性を動
的にモニタリング、解析、および識別することができる。
【００６３】
　メディア特性評価器２１０は、ビデオ特性、オーディオ特性、および／またはメタデー
タ特性等、メディアストリームの多くのメディア特性を決定するようにしてもよい。たと
えば、メディア特性評価器２１０は、ビデオ解像度、アスペクト比、毎秒フレーム数、リ
フレッシュレート、ビデオ品質等、メディアストリームのビデオ特性を識別することがで
きる。同様に、メディア特性評価器２１０は、メディアストリームと関連付けられたビデ
オデータから取得されたビデオ特性を識別することができる。たとえば、メディア特性評
価器２１０は、メディアストリームを解析して、メディアストリームの１つまたは複数の
ビデオ特性（たとえば、明瞭性、不安定さ、焦点、色嗜好、輝度、コントラスト等）を識
別することができる。
【００６４】
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　ビデオ特性のほか、メディア特性評価器２１０は、オーディオ品質、明瞭性、サウンド
レベル、ノイズレベル、干渉、エコー、フィードバック等、メディアストリームのオーデ
ィオ特性を識別および検出または識別もしくは検出することができる。また、メディア特
性評価器２１０は、メディアストリームを解析して、メディアストリーム中のオーディオ
の全体品質を表す複合オーディオ特性を決定することができる。たとえば、メディア特性
評価器２１０は、メディアストリームからのオーディオを解析する場合、許容範囲の複合
オーディオ特性を規定する閾値に対して、複合オーディオ特性を比較する。この代替また
は追加として、メディア特性評価器２１０は、個々のオーディオ特性を解析し、個々のオ
ーディオ特性と関連する個々の閾値レベルに対して比較することができる。
【００６５】
　さらに、上述の通り、メディア特性評価器２１０は、メタデータ特性を識別する。メタ
データ特性の例としては、メディアストリームがライブ、準ライブ（near-live）、また
は半ライブ（semi-live）（たとえば、２秒、５秒、１０秒超の遅延等）であるか否か、
（たとえば、ＧＰＳ、Ｗｉ－Ｆｉ、および／または三角測量による）メディアストリーム
が取り込まれている場所または会場、メディアストリームと関連付けられたラベルおよび
タグ、メディアストリームを提供している取り込みクライアントデバイスの基本方位（た
とえば、取り込みクライアントデバイス上のカメラの方向）、取り込みクライアントデバ
イスに対応するジャイロ情報（gyroscopic information）（たとえば、３次元空間におけ
る取り込みクライアントデバイスの傾斜、回転、または他の形での動きの様子）、影響力
のある人物またはスポンサーがメディアストリームを提供しているか否か等の、メディア
ストリームに関する情報が挙げられる。メタデータ特性の別の例としては、メディアスト
リームのタイミング（たとえば、メディアストリームの開始タイミング）、メディアスト
リームの継続時間、およびメディアストリームの視聴、「いいね！」等の数が挙げられる
。
【００６６】
　また、いくつかの実施形態において、メディア特性評価器２１０は、メディアストリー
ム内のコンテンツに関してメディア特性を決定することができる。たとえば、メディア特
性評価器２１０は、物体または特徴認識を用いることにより、メディアストリームがラン
ドマーク、周知の物体、ブランド、記号、動物等の識別可能な特徴を含むか否かを判定す
ることができる。同様に、メディア特性評価器２１０は、光学式文字認識（OCR : optica
l character recognition）を用いることにより、メディアストリーム内の文字および単
語を認識することができる。別の例として、メディア特性評価器２１０は、顔認識を用い
ることにより、メディアストリームが１人または複数の人物を含むか否か、特に、メディ
アストリームが有名人または他のインフルエンサー等の周知の人物を含むか否かを判定す
ることができる。さらに、いくつかの実施形態において、メディア特性評価器２１０は、
音声認識を用いることにより、メディアストリーム内の特定のサウンドまたは（たとえば
、アナウンサー、歌手、俳優等としての）人物が取り込まれているか否かを判定するよう
にしてもよい。
【００６７】
　いくつかの実施形態において、メディア特性評価器２１０は、メディアストリーム中の
コンテンツを解析して、メディアストリームを取り込んでいる取り込みクライアントデバ
イスのカメラアングルを決定する。たとえば、メディア特性評価器２１０は、ある取り込
みクライアントデバイスが近接写真を提供している一方、別の取り込みクライアントデバ
イスが同じ主題の広角写真を提供しているものと判定する。さらに、メディア特性評価器
２１０は、２つのメディアストリームがともに同じ方向を向いていることおよび同じ主題
の近接写真を提供していることの両方または一方と、これら２つのメディアストリームが
主題の異なるアングルを提供していることとを判定するようにしてもよい。メディア特性
評価器２１０は、以下の説明からより明らかとなるように、その他さまざまな種類のメデ
ィア特性を評価する。
【００６８】
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　図２に示すように、メディア特性評価器２１０は、データをメディアプレゼンテーショ
ン生成器２１２に提供することができる。メディアプレゼンテーション生成器２１２は、
１人または複数の視聴ユーザと共有されるメディアプレゼンテーション内に含める生成メ
ディアストリームを作成することができる。一般的に、メディアプレゼンテーション生成
器２１２は、１つまたは複数の取り込みクライアントデバイスから受信した１つまたは複
数のメディアストリームを使用して、また、メディア特性評価器２１０から提供された１
つまたは複数のメディアストリームのメディア特性を考慮して、生成メディアストリーム
を作成することができる。一例において、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、
メディアストリームを選択することにより、該メディアストリームと関連付けられたメデ
ィア特性に基づいて、メディアプレゼンテーションにおいて提供する生成メディアストリ
ームを作成することができる。別の例において、メディアプレゼンテーション生成器２１
２は、２つ以上のメディアストリームを選択、結合、または他の形でミックスすることに
より、これら２つ以上のメディアストリームと関連付けられたメディア特性に基づいて、
生成メディアストリームを作成することができる。
【００６９】
　メディアプレゼンテーション生成器２１２がメディアストリームの選択および生成メデ
ィアストリームの作成またはメディアストリームの選択もしくは生成メディアストリーム
の作成を行う様態は、複数の因子に基づいて、実施形態ごとに変化し得る。１つまたは複
数の実施形態において、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、重み付けアルゴリ
ズムにおいてメディアストリームの複数のメディア特性を解析することにより、１人また
は複数の視聴ユーザと共有する生成メディアストリームを作成する前に、メディアストリ
ームが最小生成標準（minimum production standards）に及ぶか否かを判定するようにし
てもよい。たとえば、ビデオを含むメディアストリームがあまりに不安定な場合、オーデ
ィオがあまりに大きな背景ノイズを含む場合、またはメディアストリームを提供する通信
信号が弱い場合、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、メディアストリームをメ
ディアプレゼンテーションに含まないことを決定するようにしてもよい。このような場合
、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、メディアプレゼンテーション中のメディ
アストリームの共有に先立って、生成編集（production edit）によりメディアストリー
ムを増強することを決定可能である。また、重み付けアルゴリズムを用いることにより、
メディアプレゼンテーション生成器２１２は、質の良いメディアストリームを選択すると
ともに、その良質のメディアストリームをほとんどまたはまったく生成編集なく配信する
ことを決定可能である。
【００７０】
　重み付けアルゴリズムは、ほとんど価値のないメディアストリームを配信しないことで
、視聴ユーザが満喫するであろうメディアストリームを配信するメディアプレゼンテーシ
ョンシステムの能力を最適化することができる。たとえば、重み付けアルゴリズムは、ビ
デオ品質およびオーディオ品質に対して、他の種類のメディア特性よりも高い重要性を割
り当てることができる。一方、重み付けアルゴリズムは、取り込みユーザに基づいて、非
常に高い重要性を割り当てることができる。たとえば、有名な取り込みユーザがメディア
ストリームを提供する場合は、ビデオおよびオーディオ品質またはビデオもしくはオーデ
ィオ品質が低くても、メディアストリームにおいてユーザが価値を見出す可能性が高くな
る。このため、視聴ユーザにとって価値のあるメディアストリームをメディアプレゼンテ
ーションシステムが配信するように、重み付けアルゴリズムにおいて各メディア特性を優
先させることができる。１つまたは複数の実施形態において、視聴ユーザは、１つまたは
複数のメディア特性に優先順位を付けることにより、メディアプレゼンテーション生成器
２１２が特定の視聴ユーザに対してメディアプレゼンテーションを選択および作成する方
法をカスタマイズすることができる。
【００７１】
　上述の通り、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、メディアストリームに多様
な生成編集を適用して、メディアストリームの生成品質を向上させることができる。一例
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として、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、画像安定化技術を適用することに
より、メディアストリームのビデオの不安定さを抑える。たとえば、場合により、メディ
アプレゼンテーション生成器２１２は、取り込みデバイスの動きを示すジャイロ情報を使
用して、ビデオを平衡および安定させる。別の例として、メディアプレゼンテーション生
成器２１２は、オーディオフィルタの適用により、メディアストリーム中のノイズの低減
、特定周波数のイコライゼーション、および／または音声のボリュームの増大を図る。ま
た、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、他の編集およびフィルタリング技術を
適用することにより、メディアストリームの生成品質を向上させることもできる。
【００７２】
　別の例として、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、生成編集の一部としてメ
ディアストリームをトリミングするようにしてもよい。たとえば、メディアプレゼンテー
ション生成器２１２は、メディアストリームに正方形トリミング（square cropping）を
適用することができる。このため、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、アスペ
クト比が１６：９のメディアストリームを受信した場合、９：９または１：１のアスペク
ト比となるようにメディアストリームをトリミングする。メディアストリームのトリミン
グにおいて、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、各フレームでメディアストリ
ーム内のトリミングの位置を動的に調整することにより、メディアストリーム内の関連コ
ンテンツに連続してフォーカスするようにしてもよい。たとえば、メディアストリーム内
で左右に移動するスポーツ競技を該メディアストリームが取り込んでいる場合は、トリミ
ングの中心も左右にシフトして、スポーツ競技を取り込む（たとえば、ビデオ中のフット
ボールを追う）ようになっていてもよい。
【００７３】
　また、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、視聴クライアントデバイスの性能
および向きの両方または一方に基づいて、メディアストリームをトリミングするか否かを
判定するようにしてもよい。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は最
初に、正方形のメディアストリームを視聴ユーザに提供することができる。視聴ユーザが
メディアストリームにフォーカスした（たとえば、メディアストリームをフルスクリーン
にするユーザ入力を与えた）際およびそれぞれの視聴クライアントデバイスのディスプレ
イを縦向きにした際、または、視聴ユーザがメディアストリームにフォーカスした（たと
えば、メディアストリームをフルスクリーンにするユーザ入力を与えた）際もしくはそれ
ぞれの視聴クライアントデバイスのディスプレイを縦向きにした際、メディアプレゼンテ
ーションシステム１０２は、より広角かつトリミングの少ないメディアストリームを視聴
ユーザに提供する。
【００７４】
　さらに、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、メディアプレゼンテーションシ
ステム１０２が（たとえば、メディア特性およびメディアストリーム解析の両方または一
方に基づいて）メディアストリーム中の遅さ（ドラッグ）を検出した場合、該メディアス
トリームから離れて、メディアストリームを別のコンテンツで補完するようにしてもよい
。たとえば、メディアプレゼンテーション生成器２１２がメディアストリーム中に長時間
の沈黙またはラグ（たとえば、変化のないコンテンツの期間）を検出した際、メディアプ
レゼンテーション生成器２１２は、メディアストリームから１つまたは複数の注目すべき
瞬間をリプレイするようにしてもよい。たとえば、メディアストリームがコンサートのも
のであり、メディアプレゼンテーション生成器２１２がアーティストの演奏間の休憩を検
出している場合、該メディアプレゼンテーション生成器２１２は、おそらくは異なるアン
グルを示す異なるメディアストリームから、アーティストの過去の演奏からのハイライト
をリプレイすることができる。あるいは、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、
広告等のスポンサーからのメディアストリームの挿入またはリプレイのスポンサーとの関
連付け（たとえば、スポンサーによるリプレイである旨の表示）が可能である。
【００７５】
　ただし、場合により、メディアプレゼンテーション生成器２１２がメディアストリーム
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に生成編集を適用した後であっても、該メディアストリームまたはその一部は、メディア
プレゼンテーションに追加する最小生成標準または品質レベルを依然として満たしていな
い可能性がある。これらの場合、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、メディア
ストリームの品質が低過ぎる旨を取り込みユーザに知らせるようにしてもよい。また、メ
ディアプレゼンテーション生成器２１２は、通知の一部として、最小標準を満たせていな
いメディア特性を提供する（たとえば、信号強度が弱過ぎる旨を知らせる）ようにしても
よい。あるいは、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、生成品質レベルに関わら
ず、メディアストリームをメディアプレゼンテーションに追加するとともに、メディアプ
レゼンテーションを配信マネージャ２１４に提供するようにしてもよい。
【００７６】
　上述の通り、１つまたは複数の例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーショ
ン生成器２１２は、複数のメディアストリームを用いることによって生成メディアストリ
ームを作成する。一例として、複数のユーザが同じイベントで取り込まれたメディアスト
リームを提供している場合、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、複数のメディ
アストリームそれぞれの一部を含むイベントの生成メディアストリームを作成することが
できる。言い換えると、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、複数のメディアス
トリームそれぞれを切り替えるかまたはカットすることによって、イベントの生成メディ
アストリームを作成するようにしてもよい。たとえば、メディアプレゼンテーションシス
テム１０２は、視聴ユーザと関連付けられたクライアントデバイスとのメディアストリー
ム接続を確立することができる。また、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、ク
ライアントデバイスとのメディアストリーム接続を介して、複数のメディアストリームそ
れぞれの提供を交互に行うことができる。
【００７７】
　複数のメディアストリームのうち、どのメディアストリームを生成メディアストリーム
の作成に使用するかを決定する際に、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、各メ
ディアストリームのメディア特性を考慮するようにしてもよい。一例として、２人の取り
込みユーザはそれぞれ、コンサートでの演奏者のメディアストリームを提供することがで
きる。メディアストリームそれぞれのメディア特性（メディア特性評価器２１０に関して
上述）に基づいて、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、どちらのメディアスト
リームを生成メディアストリームに使用するかを決定する。たとえば、メディアプレゼン
テーション生成器２１２は、２つのメディアストリームが同等のメディア特性を有するも
のと判定することができるため、２つのメディアストリームそれぞれの使用を定期的に切
り替える。
【００７８】
　別の例において、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、第１のメディアストリ
ームのメディア特性が第１の期間にわたって優れており、第２のメディアストリームのメ
ディア特性が第２の期間にわたって優れているものと判定することができる。このため、
メディアプレゼンテーション生成器２１２は、第１の期間には第１のメディアストリーム
を使用し、第２の期間には第２のメディアストリームに切り替える。また、メディアプレ
ゼンテーション生成器２１２は、第１のメディアストリームのメディア特性が第３の期間
に再び優位となったことを検出した場合、この第３の期間には、第１のメディアストリー
ムの使用に戻すことができる。
【００７９】
　同じように、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、各メディアストリームにつ
いて、メディア特性評価器２１０からデータストリーム中に提供されるメディア特性を継
続的にモニタリングすることができる。データストリームを用いることにより、メディア
プレゼンテーション生成器２１２は、メディア特性が上位のメディアストリームをリアル
タイムまたは準リアルタイムに選択し、生成メディアストリームにおいて提供することが
できる。したがって、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、関連するメディアス
トリーム間のメディア特性における変化を検出した場合、現在のメディアストリームの提
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供を続けるべきか、または、別のメディアストリームを選択すべきかを動的に決定するよ
うにしてもよい。
【００８０】
　メディアプレゼンテーション生成器２１２は、あるメディアストリームから別のメディ
アストリームに切り替えて生成メディアストリームで提供するか否かを判定する際に、多
くの因子を考慮するようにしてもよい。いくつかの例示的な実施形態においては、関連す
るメディアストリーム群からメディアストリームを自動的に選択して生成メディアストリ
ームで提供するよりも、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、生成メディアスト
リームで使用するメディアストリームをユーザが選択できるようにしてもよい。たとえば
、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、ユーザと関連付けられたクライアントデ
バイスに対して複数の関連するメディアストリームを示すことができる。そして、メディ
アプレゼンテーション生成器２１２は、視聴するメディアストリームをユーザが選択でき
るようにする。ユーザを選択すると、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、選択
されたメディアストリームを生成メディアストリームに提供するほか、（たとえば、特定
色による選択メディアストリームの画像の輪郭強調または他のメディアストリームのサイ
ズに対する選択メディアストリームのサイズの拡大によって）選択されたメディアストリ
ームをユーザに示すことができる。さらに、ユーザがメディアストリームを選択した後も
、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、ユーザが別のメディアストリームに切り
替えて生成メディアストリームで使用できるように、クライアントデバイスへのメディア
ストリームそれぞれの提供を継続する。
【００８１】
　メディアプレゼンテーションが１つのメディアストリームに基づくか複数のメディアス
トリームに基づくかに関わらず、１つまたは複数の実施形態において、メディアプレゼン
テーション生成器２１２は、メディアプレゼンテーションと関連付けられたメディアスト
リームから注目すべき瞬間を識別することができる。メディアプレゼンテーション生成器
２１２は、メディアストリームから注目すべき瞬間を識別したら、該識別した注目すべき
瞬間を取り込むメディアセグメントを作成することができる。たとえば、メディアプレゼ
ンテーション生成器２１２は、同じサッカーの試合において、３人の取り込みユーザから
３つの関連するメディアストリームを受信するようにしてもよい。スポーツイベント中に
選手がゴールを決めた場合、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、注目すべきイ
ベントとして得点を識別し、ゴールを取り込む各メディアストリームからメディアセグメ
ントを作成することができる（たとえば、各メディアストリームから１つずつ、３つのメ
ディアセグメントを作成することができる）。後述の通り、メディアプレゼンテーション
生成器２１２は、ゴールを示すメディアセグメントのうちの１つまたは複数をリプレイま
たはハイライトとしてメディアプレゼンテーションに含めることができる。
【００８２】
　メディアプレゼンテーション生成器２１２は、さまざまな技術を用いて、注目すべき瞬
間を識別することができる。たとえば、１つまたは複数の実施形態において、メディアプ
レゼンテーション生成器２１２は、イベントのデータフィード（たとえば、スポーツの試
合の得点フィード）をモニタリングして、注目すべき瞬間が起こったタイミングを検出す
ることができる。たとえば、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、イベントのデ
ータフィードに基づいて、ホームランが打たれた時間フレームを決定する。そして、決定
した時間フレームを用いることにより、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、同
じ時間フレームと関連付けられたメディアストリームの一部を識別することができる。こ
の追加または代替として、取り込みユーザは、コンテンツを取り込みつつ、注目すべき瞬
間をマークすることができる。取り込みユーザのクライアントデバイスから提供されるメ
ディアストリームは、この注目すべき瞬間を識別するメタデータを含み得る。
【００８３】
　注目すべき瞬間を識別すると、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、対応する
メディアセグメントを作成することができる。各メディアセグメントの作成において、メ
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ディアプレゼンテーション生成器２１２は、該メディアセグメントをメディアプレゼンテ
ーションデータベース２１６に格納するほか、各メディアセグメントのラベリングおよび
分類の両方または一方を行うことができる。視聴ユーザは、特定の注目すべき瞬間の視聴
を後で要求することができ、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、メディアプレ
ゼンテーション中の特定の注目すべき瞬間に対応する１つまたは複数の保存されたメディ
アセグメントを識別して、視聴ユーザに提供することができる。
【００８４】
　１つまたは複数の実施形態において、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、視
聴ユーザのユーザプリファレンスおよびプロフィール属性の両方または一方に基づいて、
視聴ユーザと共有するメディアセグメントを識別する。たとえば、視聴ユーザが特定のア
スリートに関心を持つ場合、メディアプレゼンテーション生成器２１２は、この特定のア
スリートを特徴とするメディアセグメントを識別することができる。このように、メディ
アプレゼンテーション生成器２１２は、特定のメディアストリームへのアクセスを要求す
る各視聴ユーザのプリファレンスに応じて、視聴ユーザごとに異なるメディアセグメント
を識別することができる。
【００８５】
　再び図２を参照して、かつ上述の通り、図２は、メディアプレゼンテーションシステム
１０２が配信マネージャ２１４を備えることを示している。最初の概観として、配信マネ
ージャ２１４は、メディアプレゼンテーションを共有する１人または複数の視聴ユーザを
含む配信視聴者を決定する。配信マネージャ２１４は、配信視聴者を決定したら、配信視
聴者の各視聴ユーザに対応する１つまたは複数のクライアントデバイスにメディアプレゼ
ンテーションを提供する。さらに、配信マネージャ２１４は、以下に詳しく論じる通り、
メディアストリームおよびメディアプレゼンテーションの両方または一方と関連するさま
ざまな因子および特性に基づいて、配信視聴者を動的に修正または更新することができる
。
【００８６】
　簡単に上述した通り、配信マネージャ２１４は、メディアプレゼンテーションの配信視
聴者を決定する。いくつかの例示的な実施形態において、配信マネージャ２１４は、メデ
ィアプレゼンテーション内の１つもしくは複数のメディアストリームのメディア特性およ
びメディアプレゼンテーションの特性の両方もしくは一方に基づいて、配信視聴者に含め
る視聴ユーザを識別する。たとえば、メディアプレゼンテーション内の生成メディアスト
リームのメディア特性が低品質のメディアストリームを示している場合、配信マネージャ
２１４は、メディアプレゼンテーションの配信を制限することができる。たとえば、配信
マネージャ２１４は、メディアストリームを取り込んだユーザと密につながっている視聴
ユーザにのみメディアプレゼンテーションの共有を制限することができる。あるいは、複
数の関連するメディアストリームから選択された生成メディアストリームをメディアプレ
ゼンテーションが含む場合、配信マネージャ２１４は、このメディアプレゼンテーション
と関連付けられた取り込みユーザのいずれかと密につながっている視聴ユーザにメディア
プレゼンテーションの共有を制限するようにしてもよい。
【００８７】
　一方、メディアプレゼンテーション内のメディアストリームのメディア特性が許容範囲
の品質レベルを示している場合、配信マネージャ２１４は、配信視聴者内の視聴ユーザの
数を増やすようにしてもよい。たとえば、配信マネージャ２１４は、取り込みユーザとの
分離度が複数である視聴ユーザにメディアストリームを提供するようにしてもよい。ある
いは、場合により、配信マネージャは、取り込みユーザとつながっていない視聴ユーザを
配信視聴者に含めることができる。
【００８８】
　品質のようなメディア特性のほか、配信マネージャ２１４は、その他さまざまな種類の
メディア特性に基づいて、配信視聴者に含める視聴ユーザを識別することができる。１つ
または複数の実施形態において、配信マネージャ２１４は、メディアプレゼンテーション
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に対応した特定の基準を満たす視聴ユーザを識別することによって、配信視聴者を決定す
る。たとえば、配信マネージャ２１４は、メディアストリームと関連付けられた地理的位
置の規定近接内の地理的位置の視聴ユーザ（たとえば、同じ会場にいる視聴ユーザ）を識
別することができる。また、配信マネージャ２１４は、規定年齢範囲内の視聴ユーザ、取
り込みユーザと同一もしくは類似の関心と関連付けられた視聴ユーザ、メディアプレゼン
テーションと関連付けられた特定のメディアプレゼンテーションチャンネルに登録してい
る視聴ユーザ、および／またはユーザプリファレンスに基づいて、配信視聴者に含める視
聴ユーザを識別することができる。
【００８９】
　メディアストリームのメディア特性が時間とともに変化すると、配信マネージャ２１４
は、どの視聴ユーザを配信視聴者に含めるかを動的に変更する。たとえば、メディア特性
における変化に基づいて、配信マネージャ２１４は、特定のメディアプレゼンテーション
に関して、配信視聴者中の視聴ユーザの数を増やすようにしてもよい。同様に、メディア
特性における変化に基づいて、配信マネージャ２１４は、特定のメディアプレゼンテーシ
ョンに関して、配信視聴者中の視聴ユーザの数を減らすようにしてもよい。ただし、配信
マネージャ２１４は、配信視聴者のサイズを小さくする場合、メディアプレゼンテーショ
ンを積極的に体験している視聴ユーザを常に識別して、メディアプレゼンテーションを積
極的に体験している該識別した視聴ユーザを配信視聴者内に維持することができる。
【００９０】
　配信視聴者のサイズを大きくするため、配信マネージャ２１４は、さまざまな方法に基
づいて、別の視聴ユーザを識別することができる。たとえば、１つまたは複数の実施形態
において、配信マネージャ２１４は、メディアプレゼンテーションを体験する各視聴ユー
ザと関連付けられたユーザを識別することによって、別の視聴ユーザを識別することがで
きる。たとえば、特定の視聴ユーザがメディアプレゼンテーションを体験している際、配
信マネージャ２１４は、この特定の視聴ユーザとつながっている別のユーザを識別して追
加することができる。このため、視聴ユーザによるメディアプレゼンテーションの体験が
増えるにつれ、配信視聴者も当然に増えていく。また、コンテンツを体験している視聴ユ
ーザに基づいて別のユーザを配信視聴者に追加することのほか、配信マネージャ２１４は
、年齢範囲の修正、関心カテゴリの拡大、またはより多くの視聴ユーザが配信視聴者とな
る機会の増加を図ることができる。
【００９１】
　たとえば、いくつかの例示的な実施形態において、配信マネージャ２１４は、相互作用
およびメディアプレゼンテーションに現在アクセスしているユーザから受信したフィード
バックに基づいて、どのユーザを配信視聴者に含めるかを決定する。相互作用およびフィ
ードバックとしては、メディアプレゼンテーションまたはメディアプレゼンテーション内
のメディアストリームの視聴、「いいね！」、コメント、可否投票等が挙げられる。たと
えば、メディアプレゼンテーションを提供された視聴ユーザの半分超がメディアプレゼン
テーションの「いいね！」を報告している場合、配信マネージャ２１４は、視聴ユーザが
メディアプレゼンテーションに大略関心を持つことになると判定するようにしてもよい。
結果として、配信マネージャ２１４は、メディアプレゼンテーションを別の視聴ユーザに
提供することができる。このため、メディアプレゼンテーションにアクセス可能な視聴ユ
ーザからのフィードバックに基づいて、配信マネージャ２１４は、メディアプレゼンテー
ションにアクセス可能な視聴ユーザの数を増加、減少、または維持するかを判定すること
ができる。
【００９２】
　１つまたは複数の実施形態において、配信マネージャ２１４は、メディアプレゼンテー
ションシステム１０２のほぼすべてのユーザが特定のメディアプレゼンテーションに関心
を持つようになると予測する。このため、配信マネージャ２１４は、特定のメディアプレ
ゼンテーションを体験できる本質的にすべての視聴ユーザを配信視聴者が含むものと判定
するようにしてもよい（たとえば、年齢／コンテンツの制限に基づいて、予測関心レベル
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に関わらず、システム上のすべての視聴ユーザが配信視聴者の一部とはならない場合もあ
る）。このように、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、特定のメディアプレ
ゼンテーションのストリーミング中に、関心および関連性の高いコンテンツを可能な限り
多くの視聴ユーザに配信することができる。
【００９３】
　視聴ユーザにメディアプレゼンテーションを提供する場合、配信マネージャ２１４は、
多様な配信チャンネルを通じてメディアプレゼンテーションを配信することができる。た
とえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２のユーザにメディアプレゼンテーシ
ョンを配信することのほか、いくつかの実施形態において、配信マネージャ２１４は、ソ
ーシャルネットワーキングシステム、メッセージングアプリケーション、および／または
他のシステムもしくはアプリケーション等、別のシステムまたはアプリケーションにメデ
ィアプレゼンテーションを配信する。たとえば、配信マネージャ２１４は、ソーシャルネ
ットワーキングシステムを通じて（たとえば、ソーシャルネットワーキングシステムを介
して直接、またはメディアプレゼンテーションシステム１０２をソーシャルネットワーキ
ングシステムに統合するプラグインを通じて）、取り込みユーザとつながっているソーシ
ャルネットワーキングユーザのうちの１人または複数にメディアプレゼンテーションを配
信することができる。場合により、配信マネージャ２１４は、ソーシャルネットワーキン
グシステムを介して、１人または複数のソーシャルネットワーキングユーザのニュースフ
ィード上にメディアプレゼンテーションを投稿するようにしてもよい。
【００９４】
　図２に示すように、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアプレゼン
テーションデータベース２１６を具備する。メディアプレゼンテーションデータベース２
１６は、メディアストリームとメディアセグメントとを含むメディアプレゼンテーション
を格納するようにしてもよい。また、メディアプレゼンテーションデータベース２１６は
、各メディアプレゼンテーションにアクセスまたは各メディアプレゼンテーションを視聴
したユーザの数、各メディアプレゼンテーションと関連付けられた取り込みユーザ、デー
タ情報、許可情報、ユーザプリファレンス情報、およびメディアプレゼンテーションと関
連付けられたその他任意の情報等、メディアプレゼンテーションと関連付けられたメタデ
ータを格納することができる。
【００９５】
　メディアプレゼンテーションデータベース２１６のほか、かつ図２に示すように、メデ
ィアプレゼンテーションシステム１０２は、ユーザプロフィールデータベース２１８を具
備する。メディアプレゼンテーションデータベース２１６は、各ユーザに対応するユーザ
情報をメディアプレゼンテーションシステム１０２に格納するようにしてもよい。ユーザ
プロフィールデータベース２１８は、メディアプレゼンテーションシステム１０２の各ユ
ーザのユーザプロフィールを含んでいてもよい。ユーザプロフィールとしては、略歴情報
、人口統計学的情報、挙動情報、社会的情報、または職歴、学歴、趣味もしくはプリファ
レンス、関心、親密度、および／もしくは位置情報等の他の種類の記述的情報が挙げられ
るが、これらに限定されない。上述の通り、ユーザプロフィール情報は、ソーシャルネッ
トワーキングシステムにより格納されたユーザの対応するプロフィール情報とリンクして
いてもよい。
【００９６】
　さらに、ユーザプロフィールデータベース２１８は、各ユーザと関連付けられたプリフ
ァレンス設定情報を格納するようにしてもよい。たとえば、メディアプレゼンテーション
システムは、（たとえば、ユーザプリファレンス設定インタフェースを介して）ユーザが
デフォルトのプリファレンスを設定できるようにし得る。例示的なユーザプリファレンス
設定は、ユーザが取り込むメディアプレゼンテーションに当てはまるユーザ規定のデフォ
ルトの共有プリファレンスに関連し得る。たとえば、１つまたは複数の実施形態において
、ユーザは、年齢、性別、関心等、視聴ユーザの１つまたは複数の特性に基づいて、メデ
ィアプレゼンテーションに当てはまるデフォルトのプリファレンスを規定することができ



(26) JP 6730335 B2 2020.7.29

10

20

30

40

50

る。
【００９７】
　図２に戻って、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、任意数のクライアント
デバイス２０４と通信するようになっていてもよい。説明のため、クライアントデバイス
２０４を１つだけ記載するものの、記載の原理は、任意数のユーザと関連付けられた複数
のクライアントデバイスに適用可能であることが了解されるものとする。さらに、図２に
示すクライアントデバイス２０４は、視聴クライアントデバイスまたは取り込みクライア
ントデバイスを表し得る。言い換えると、図２に関して記載するクライアントデバイス２
０４は、メディアを取り込み、取り込んだメディアをメディアプレゼンテーションのメデ
ィアストリームにおいてユーザに提供するほか、メディアプレゼンテーションを受信して
ユーザに提示する機能を有する。
【００９８】
　図２に示すように、クライアントデバイス２０４は、ユーザ入力検出器２２０、ユーザ
インタフェースマネージャ２２２、メディア取り込み器（media capturer）２２４、メデ
ィアプレゼンテーションマネージャ２２６、およびストレージマネージャ２２８を具備し
得るが、これらに限定されない。ストレージマネージャ２２８は、メディアプレゼンテー
ション２３０およびユーザプリファレンス２３２を含み得る。クライアントデバイス２０
４の各構成要素は、本明細書に記載のプロセスを該クライアントデバイス２０４に行わせ
る命令を実行する少なくとも１つのプロセッサを具備したコンピューティングデバイスを
用いて実装されるようになっていてもよい。１つまたは複数の実施形態においては、クラ
イアントデバイス２０４にインストールされて動作する１つまたは複数のアプリケーショ
ンを用いて、さまざまな構成要素が実装される。いくつかの実施形態において、クライア
ントデバイス２０４の構成要素は、単一のクライアントデバイスまたは複数のコンピュー
ティングデバイスにより実装可能である。図２には特定数の構成要素を示しているが、ク
ライアントデバイス２０４は、より多くの構成要素を具備することも可能であるし、特定
の一実施態様に望ましいと考えられるように、構成要素を結合してより少なく構成要素（
単一の構成要素等）とすることも可能である。
【００９９】
　上述の通り、クライアントデバイス２０４は、ユーザ入力検出器２２０を具備する。ユ
ーザ入力検出器２２０は、ユーザインタフェースとのユーザ相互作用を検出して（たとえ
ば、ユーザインタフェースのインタラクティブ要素に対応するタッチスクリーン上のタッ
チジェスチャを検出して）、ユーザ入力を決定することができる。より具体的に、ユーザ
入力検出器２２０は、ユーザ相互作用を検出、識別、および／または受信して、ユーザ入
力（たとえば、ユーザコマンドまたはリクエスト）に変換することができる。本明細書に
おける呼称としての「ユーザ相互作用」は、１つまたは複数の入力デバイスによりユーザ
から受け付けた単一の相互作用または相互作用の組み合わせを意味する。いくつかの実施
形態において、ユーザ入力検出器２２０は、ユーザ相互作用の組み合わせの単一ユーザ入
力としての変換および単一のユーザ相互作用の複数ユーザ入力への変換の両方または一方
が可能である。
【０１００】
　たとえば、ユーザ入力検出器２２０は、キーボード、マウス、タッチスクリーン、また
はその他任意の入力デバイスからのユーザ相互作用を検出することができる。入力デバイ
スとしてタッチスクリーンが用いられている場合、ユーザ入力検出器２２０は、ユーザが
タッチスクリーンに与えた１つまたは複数のタッチジェスチャ（たとえば、スワイプジェ
スチャ、タップジェスチャ、ピンチジェスチャ、または逆ピンチジェスチャ）を検出する
ことができる。１つまたは複数の実施形態において、ユーザは、タッチスクリーン上に提
示されたユーザインタフェースの１つまたは複数のグラフィックオブジェクト、アイテム
、または要素に関連しかつ対象を絞ったもしくは関連するか対象を絞った１つまたは複数
のタッチジェスチャを与えることができる。この追加または代替として、ユーザ入力検出
器２２０は、ユーザ相互作用を表すデータを受け付けるようにしてもよい。たとえば、ユ
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ーザ入力検出器２２０は、ユーザから１つもしくは複数のユーザ設定可能パラメータ、１
つもしくは複数のユーザコマンド、および／またはその他任意の適当なユーザ入力を受け
付けることができる。
【０１０１】
　上述の通り、クライアントデバイス２０４は、ユーザインタフェースマネージャ２２２
を具備し得る。１つまたは複数の実施形態において、ユーザインタフェースマネージャ２
２２は、ユーザ（または、ユーザ入力を模擬したソース）から受け付けられたユーザ入力
および他のデータの両方または一方を利用して、ユーザインタフェースの使用を管理、制
御、および／または補助することができる。一般的に、ユーザインタフェースマネージャ
２２２は、メディアプレゼンテーションシステム１０２の特徴および便益にユーザがアク
セスできるようにするため、（たとえば、クライアントデバイス２０４と関連付けられた
表示スクリーンによる）グラフィカルユーザインタフェース（または、単に「ユーザイン
タフェース」）の提示を容易化することができる。特に、かつ（たとえば、ユーザインタ
フェース検出器２２０により検出された）ユーザ入力に応答して、ユーザインタフェース
マネージャ２２２は、ユーザがユーザインタフェースを制御して、メディアプレゼンテー
ションに対する視聴、検索、閲覧、探索、編集、寄与、共有、再共有、および／または他
の形での体験を行えるようにし得る。さらに、ユーザインタフェースマネージャ２２２は
、メディアプレゼンテーションフィードにおいてメディアプレゼンテーションを検索する
ようにユーザが相互作用するグラフィック要素を表示するほか、メディアプレゼンテーシ
ョンに含めるメディアを取り込むことができる。
【０１０２】
　取り込みユーザの観点から、いくつかの例示的な実施形態において、インタフェースマ
ネージャ２２２は、クライアントデバイス２０４が現在取り込み中であるとともにメディ
アストリームとしてメディアプレゼンテーションシステムに提供しているメディアを表示
するようにしてもよい。たとえば、ユーザがメディアストリーム用のメディアを取り込ん
でいる場合、インタフェースマネージャ２２２は、メディアが取り込まれている際に該メ
ディアを提示するようにしてもよい。さらに、インタフェースマネージャ２２２は、メデ
ィアストリームに対するプライバシーレベルの選択、取り込まれたメディアコンテンツに
対する１つまたは複数のメディア強化の適用等、メディアストリームの提供と関連付けら
れた付加的なグラフィック要素を提供することができる。
【０１０３】
　また、視聴ユーザの観点から、インタフェースマネージャ２２２は、メディアストリー
ム用のメディアを取り込んでいるユーザに関連して、ユーザインタフェース要素をディス
プレイ上に表示するようにしてもよい。たとえば、ユーザインタフェースマネージャ２２
２は、１つもしくは複数のメディアプレゼンテーションおよびグラフィック要素または１
つもしくは複数のメディアプレゼンテーションもしくはグラフィック要素の表示を容易化
するユーザインタフェースをクライアントデバイス２０４上に（たとえば、表示スクリー
ン上に）提供することができる。１つまたは複数の実施形態において、ユーザインタフェ
ースマネージャ２２２は、ユーザがメディアプレゼンテーションフィード内を検索する場
合にユーザインタフェースを提示することができる。さらに、ユーザインタフェースマネ
ージャ２２２は、ユーザがメディアプレゼンテーションフィードをスクロールした場合、
上述の通り、１つまたは複数のスワイプジェスチャをタッチスクリーンに与えることによ
って、ユーザインタフェースの表示を変更することができる。
【０１０４】
　１つまたは複数の実施形態において、ユーザインタフェースマネージャ２２２は、メデ
ィアプレゼンテーションのサムネイルまたはプレビューを表示することにより、該メディ
アプレゼンテーションを表すことができる。たとえば、ユーザインタフェースマネージャ
２２２は、メディアプレゼンテーション内のメディアストリームの最初の画像等、メディ
アプレゼンテーションからの画像（たとえば、代表的なフレーム）を表示することにより
、該メディアプレゼンテーションを表すことができる。あるいは、ユーザインタフェース
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マネージャ２２２は、メディアプレゼンテーションが進んだ場合に、より新しいフレーム
でサムネイルを更新することにより、サムネイルがメディアストリーム内の現在のメディ
アをより望ましく表すようにしてもよい。
【０１０５】
　いくつかの例示的な実施形態において、ユーザは、ユーザインタフェースを表示するタ
ッチスクリーンを介して、メディアプレゼンテーションフィードを対象とした１つまたは
複数のスワイプジェスチャを与えることにより、メディアプレゼンテーションフィードと
相互作用する。ユーザが１つまたは複数のスワイプジェスチャを与えたことに応答して、
ユーザインタフェースマネージャ２２２は、メディアプレゼンテーションフィードの複数
のメディアプレゼンテーションを検索することができる。別の実施形態において、ユーザ
インタフェースマネージャ２２２は、メディアプレゼンテーションのフリッピング等の他
の検索技術（たとえば、各ページが異なるメディアプレゼンテーションに対応した状態で
のページのグラフィック表示の回転）によりユーザがメディアプレゼンテーションフィー
ドを検索できるようにし得る。
【０１０６】
　ユーザによるメディアプレゼンテーションフィードの手動検索または閲覧を可能にする
ことのほか、１つまたは複数の実施形態において、ユーザインタフェースマネージャ２２
２は、メディアプレゼンテーションをユーザに提示する。特に、ユーザインタフェースマ
ネージャ２２２は、１つまたは複数のメディアストリームを含むメディアプレゼンテーシ
ョンをクライアントデバイス２０４のディスプレイ上で再生することができる。たとえば
、ユーザインタフェースマネージャ２２２は、メディアプレゼンテーションフィード中の
メディアプレゼンテーションに関するユーザの選択（たとえば、タップタッチジェスチャ
を与えること）に応答して、メディアプレゼンテーションを提示することができる。本明
細書に記載の通り、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、１つもしくは複数
のメディアストリームおよび１つもしくは複数のメディアセグメントの両方または一方等
、ユーザインタフェースマネージャ２２２が視聴ユーザに提示する、メディアプレゼンテ
ーションを提供するようにしてもよい。
【０１０７】
　１つまたは複数の実施形態において、ユーザインタフェースマネージャ２２２は、メデ
ィアプレゼンテーションと関連付けられたメディア特性に関連し得る多様なユーザ入力に
基づいた特定のメディアプレゼンテーションのユーザ検索を可能にする検索インタフェー
スをクライアントデバイス２０４に提示させ得る。たとえば、１つまたは複数の実施形態
において、ユーザは、取り込みユーザ（たとえば、ユーザ名、連絡先情報、電話番号、電
子メールアドレス、または他の識別子）、メディアプレゼンテーションコンテンツ（たと
えば、提示中にタグ付けされたユーザ、提示のトピック）、メディアプレゼンテーション
のタイトル、メディアプレゼンテーションと関連付けられた場所、および／またはメディ
アプレゼンテーションのその他任意の識別可能なメディア特性に基づいて、メディアプレ
ゼンテーションを検索することができる。たとえば、ユーザインタフェースマネージャ２
２２は、クエリ入力フィールド、推奨検索語の表示、および／またはユーザの検索クエリ
に応答して識別された結果的なメディアプレゼンテーションに基づくメディアプレゼンテ
ーションのフィードを提供することができる。
【０１０８】
　メディアプレゼンテーションフィード内の複数のメディアプレゼンテーションをユーザ
が閲覧、探索、または他の形で検索できるようにすることのほか、いくつかの例示的な実
施形態において、ユーザインタフェースマネージャ２２２は、メディアプレゼンテーショ
ンが投稿または更新された場合に、ユーザに通知を提示するようにしてもよい。インタフ
ェースマネージャ２２２は、通知を、アラート、メッセージ、バナー、アイコン、サウン
ド等として提示するようにしてもよい。さらに、インタフェースマネージャ２２２は、限
られた数の通知のみを表示することのほか、ユーザが参加しているメディアプレゼンテー
ションまたはユーザがフォローしている取り込みユーザからのメディアプレゼンテーショ
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ン等、特定のメディアプレゼンテーションに関してのみ通知を表示するようにしてもよい
。
【０１０９】
　図２に示すとともに上述の通り、クライアントデバイス２０４は、メディア取り込み器
２２４を具備する。一般的に、メディア取り込み器２２４は、ユーザによるメディアの取
り込みまたは他の形での取得と、取り込んだメディアのメディアストリームによる他のコ
ンピューティングデバイスへの提供とを補助する。たとえば、メディア取り込み器２２４
は、クライアントデバイス２０４の１つまたは複数の構成要素を用いてメディアを取り込
み、取り込んだメディアをメディアストリームにおいてメディアプレゼンテーションシス
テム１０２に提供する。特に、メディアを取り込むため、メディア取り込み器２２４は、
クライアントデバイス２０４上のカメラおよびマイクの両方または一方（ある場合）を用
いて画像、ビデオ、および／またはオーディオを取り込むことができる。たとえば、メデ
ィア取り込み器２２４は、ユーザがクライアントデバイス２０４を用いてオーディオ付き
のビデオを取り込んだ後、このオーディオ付きビデオをメディアストリームによってメデ
ィアプレゼンテーションシステム１０２に提供できるようにし得る。
【０１１０】
　いくつかの例示的な実施形態において、メディア取り込み器２２４は、メディアを取り
込むための取り込み設定またはプリファレンスをユーザが修正できるようにし得る。たと
えば、メディア取り込み器２２４は、ユーザが、ズームの変更、ビデオ取り込み中の静止
画の取得、オーディオの消音／一時停止、安定機能の適用等を行えるようにしてもよい。
編集の別の例としては、テーマの適用、色付け、テキストまたはグラフィックの追加等が
挙げられる。たとえば、メディア取り込み器２２４は、ユーザがテキストをメディアセグ
メントに追加するための１つまたは複数のオプションを補助するようにしてもよい。メデ
ィア取り込み中にユーザがメディアに適用できる編集の別の例については、以下に説明す
る。
【０１１１】
　メディアを取り込んだ後、メディア取り込み器２２４は、メディアストリームによって
、メディアをメディアプレゼンテーションシステム１０２に提供するようにしてもよい。
上述の通り、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアストリームの受信
、メディアストリームのメディア特性の決定、メディアストリームのメディアプレゼンテ
ーションへの包含、配信視聴者の識別、および／または配信視聴者中の視聴ユーザへのメ
ディアプレゼンテーションの配信、を行うことができる。たとえば、メディア取り込み器
２２４は、図１２を参照して後述する通り、１つまたは複数の通信技術またはプロトコル
を用いて、メディアストリームのメディアプレゼンテーションシステム１０２への送信ま
たは他の形での提供を補助することができる。また、１つまたは複数の実施形態において
、メディア取り込み器２２４は、メディアストリームの送信に先立って、メディアを圧縮
、符号化、変更、または他の形で修正することにより、該メディア取り込み器２２４がメ
ディアストリームを提供する効率および速度の両方または一方を増大させることができる
。また、クライアントデバイス２０４は、メディアプレゼンテーションデータベース２１
６等、該クライアントデバイス２０４上にメディアストリームのコピーを格納するように
してもよい。
【０１１２】
　メディア取り込み器２２４のほか、図２はさらに、クライアントデバイス２０４がメデ
ィアプレゼンテーションマネージャ２２６を具備することを示している。一般的に、メデ
ィアプレゼンテーションマネージャ２２６は、メディアプレゼンテーションフィード内の
メディアプレゼンテーションを構造化する。さらに、メディアプレゼンテーションマネー
ジャ２２６は、ユーザ入力に応じたユーザへの１つまたは複数のメディアプレゼンテーシ
ョンの提示を補助する。また、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、ユーザ
によるメディアプレゼンテーション内の検索を補助する。たとえば、メディアプレゼンテ
ーションマネージャ２２６は、単一のメディアプレゼンテーションにおいて提供された複
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数のメディアストリーム間での視聴の選択およびメディアプレゼンテーションの過去のメ
ディアセグメントの視聴の両方または一方をユーザが行えるようにし得る。以下、メディ
アプレゼンテーションマネージャ２２６に関する別途詳細を示す。
【０１１３】
　１つまたは複数の実施形態において、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は
、メディアプレゼンテーションシステム１０２から受信した情報に基づいて、メディアプ
レゼンテーションフィード内のメディアプレゼンテーションを構造化する。たとえば、メ
ディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、提示リスト等における各メディアプレゼ
ンテーションのタイムスタンプ（たとえば、作成日、最終修正時間等）に従って、メディ
アプレゼンテーションフィード中でメディアプレゼンテーションを構成するようにしても
よい。たとえば、新たなメディアプレゼンテーションをユーザと共有する場合、メディア
プレゼンテーションマネージャ２２６は、古いメディアプレゼンテーションの前に該メデ
ィアプレゼンテーションを表示するようにメディアプレゼンテーションフィードを構成す
るようにしてもよい。あるいは、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、メデ
ィアプレゼンテーションのタイトル、カテゴリ、メディアプレゼンテーションの年齢、提
示の長さ、寄与者（たとえば、取り込みユーザ）、お気に入りとしてのユーザ指示等の他
の基準に基づいて、メディアプレゼンテーションフィードの構成またはランク付けを行う
ようにしてもよい。いくつかの例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーション
マネージャ２２６は、ユーザプリファレンスを通じて、メディアプレゼンテーションフィ
ードの構造化、構成、および／またはランク付け方法をユーザが規定できるようにし得る
。
【０１１４】
　メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、一般的にはメディアプレゼンテーシ
ョンフィードを１つだけ提供するが、別の実施形態においては、クライアントデバイス２
０４上に大量のメディアプレゼンテーションフィードを提供するようにしてもよい。たと
えば、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、友達間で共有されたメディアプ
レゼンテーションフィードおよび家族間で共有された別のメディアプレゼンテーションフ
ィードを提示するようにしてもよい。また、メディアプレゼンテーションマネージャ２２
６は、カテゴリ、テーマ、トピック、作成者、寄与者、作成日等によって構成された大量
のメディアプレゼンテーションフィードを提供するようにしてもよい。１つまたは複数の
実施形態において、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、ユーザが登録を決
めたメディアプレゼンテーションチャンネルをそれぞれ表す複数のメディアプレゼンテー
ションフィードを提供することができる。
【０１１５】
　少なくともいくつかの例において、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、
一度に１つのメディアプレゼンテーションをユーザに提示する（たとえば、再生する）。
たとえば、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、一度に１つのメディアプレ
ゼンテーションをユーザにすべて表示するようにしてもよく、これにより、完全に表示さ
れたメディアプレゼンテーションを再生する。ただし、いくつかの例示的な実施形態にお
いて、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、ユーザに対して２つ以上のメデ
ィアプレゼンテーションを表示するようにしてもよい。これらの実施形態において、メデ
ィアプレゼンテーションマネージャ２２６は、どのメディアプレゼンテーションを再生す
るかを決定するようにしてもよいし、どのメディアプレゼンテーションを再生するかをユ
ーザが指示できるようにしてもよい。
【０１１６】
　たとえば、ユーザがメディアプレゼンテーションフィードからメディアプレゼンテーシ
ョンを選択したことに基づいて、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、メデ
ィアプレゼンテーションをユーザに提供するようにしてもよい。より具体的に、メディア
プレゼンテーションマネージャ２２６は、生成メディアストリーム等のメディアストリー
ムからのメディアをユーザに提示するようにしてもよい。多くの場合、生成メディアスト
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リームは、ライブのコンテンツを提供するライブのメディアストリームとなる。上記の通
り、メディアストリームは、ライブのメディアストリーム、半ライブのメディアストリー
ム、または準ライブのメディアストリームを大略表し、後者２つは、処理、送信、および
生成を理由としてわずかに遅延するメディアストリームの例である。たとえば、準ライブ
または半ライブのメディアストリームは、ライブ動作が実際に起こってから、２～１０秒
以上遅れる場合がある。
【０１１７】
　メディアプレゼンテーションをユーザに提供する際、メディアプレゼンテーションマネ
ージャ２２６は、検索ツールをユーザに提供するようにしてもよい。たとえば、メディア
プレゼンテーションマネージャ２２６は、ユーザがメディアプレゼンテーションの注目す
べき瞬間にアクセスして視聴するための選択可能なオプションを提供する。注目すべき瞬
間にアクセスして視聴するオプションをユーザが選択した場合、クライアントデバイス２
０４は、選択された注目すべき瞬間に対応する１つまたは複数のメディアセグメントをユ
ーザに提供するリクエストをメディアプレゼンテーションシステム１０２に送信するよう
にしてもよい。これに応答して、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディ
アプレゼンテーションの一部として（たとえば、メディアストリームの一部または別個の
ファイルとして）１つまたは複数のメディアセグメントをクライアントデバイス２０４に
提供することができる。また、クライアントデバイス２０４は、メディアセグメントをユ
ーザに提供することができる。
【０１１８】
　注目すべき瞬間に対応するメディアセグメントのリクエストおよび受信のほか、ユーザ
がメディアプレゼンテーションを選択した場合、メディアプレゼンテーションマネージャ
２２６は、可能な場合にメディアプレゼンテーションの１つまたは複数のメディアストリ
ームを視聴するための選択可能なオプションをユーザに提供することができる。たとえば
、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、メディアプレゼンテーションの一部
として生成メディアストリームをユーザに提供していてもよく、この生成メディアストリ
ームは、２人以上の取り込みユーザのクライアントデバイスから提供された２つ以上のメ
ディアストリーム間で切り替わる。ユーザは、生成メディアストリームの視聴よりも、特
定のメディアストリームの視聴を好む場合がある。このため、メディアプレゼンテーショ
ンマネージャ２２６は、１つまたは複数の選択可能なオプションをユーザに提供して、ユ
ーザが生成メディアストリームの代わりに単一のメディアストリームを視聴できるように
し得る。さらに、ユーザが単一のメディアストリームを視聴している場合、メディアプレ
ゼンテーションマネージャ２２６は、ユーザが生成メディアストリームの視聴に戻れるよ
うにするオプションを提供することができる。
【０１１９】
　場合により、メディアプレゼンテーションの一部として他のメディアストリームを視聴
するオプションをユーザが選択した際、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は
、該他のメディアストリームにアクセスするために、メディアプレゼンテーションシステ
ム１０２と通信することが必要になる場合がある。たとえば、別のメディアストリームに
アクセスするオプションをユーザが選択した際、メディアプレゼンテーションマネージャ
２２６は、他のメディアストリームまたはその一部を要求してユーザに提供するようにし
てもよい。いくつかの実施形態においては、最初のリクエストおよびユーザ選択の通知ま
たは最初のリクエストもしくはユーザ選択の通知を受けてメディアプレゼンテーションシ
ステム１０２がクライアントデバイス２０４に提供する各メディアストリームの量（たと
えば、長さ）および解像度の両方または一方が、利用可能な帯域幅によって決まる。ある
いは、いくつかの実施形態において、ユーザがメディアプレゼンテーションを選択した場
合、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアプレゼンテーションに対応
する複数のメディアストリームのうちのフル解像度のメディアストリームをクライアント
デバイス２０４に提供するようにしてもよい。
【０１２０】
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　メディアプレゼンテーション内のメディアストリーム間の選択または検索をユーザがで
きるようにすることのほか、１つまたは複数の実施形態において、メディアプレゼンテー
ションマネージャ２２６は、ユーザ入力に応答して選択されたメディアプレゼンテーショ
ンの一部の再生、一時停止、スキップ、および／または繰り返しを補助するようにしても
よい。具体的には、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６がタッチジェスチャを
検出したことに応答して、該メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、検出した
タッチジェスチャに基づく検索機能を提供することができる。たとえば、ユーザが左右の
スワイプジェスチャを与える場合、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、過
去に再生されたメディアセグメントを繰り返すことができる。別の例として、ユーザが、
注目すべき瞬間のメディアセグメントを視聴しているとともにタップジェスチャを与える
場合、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、再生中のメディアセグメントの
残りの部分をスキップして、次の注目すべき瞬間の提供またはメディアストリームの提供
への復帰を行うことができる。
【０１２１】
　別の例示的な実施形態においては、ユーザによるダブルタップジェスチャに応答して、
メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、メディアプレゼンテーションを一時停
止することができる。さらに別の例において、ユーザが左右のスワイプジェスチャを与え
る場合、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、現在のメディアストリームま
たはメディアプレゼンテーションに関する情報ページを提供することができる。上記例示
的なジェスチャは、例として示しているに過ぎず、１つまたは複数の実施形態には、本明
細書に記載の通り、同一または他の機能と関連付けられた同一または別のジェスチャを含
み得る。
【０１２２】
　ユーザインタフェースマネージャ２２２に関して上述した通り、メディアプレゼンテー
ションシステム１０２は、現在のところユーザと共有されていないメディアプレゼンテー
ションを該ユーザが検索または発見できるようにする検索機能を提供する。たとえば、メ
ディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、メディアプレゼンテーションシステム１
０２のユーザが公表した、人気の、話題の、または注目のメディアプレゼンテーションを
ユーザが発見できるようにしてもよい。たとえば、メディアプレゼンテーションマネージ
ャ２２６は、１つまたは複数の人気の、話題の、または注目のメディアプレゼンテーショ
ンを視聴するのにユーザが選択可能な「発見タブ（discover tab）」を有効にしてもよい
。別の例において、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、コメディ、スポー
ツ、ニュース、アート、音楽、カルチャ等、異なるカテゴリのメディアプレゼンテーショ
ンをユーザが発見できるチャンネルを提供するようにしてもよい。さらに、メディアプレ
ゼンテーションマネージャ２２６は、作成者の人口統計（年齢、居住地、国籍、トピック
、チャンネル、カテゴリ、作成日、修正日、人気（たとえば、視聴者数）、トレンド（た
とえば、この１時間、１２時間、２４時間、または別の特定時間内）、場所、関心等によ
って、ユーザが他のメディアプレゼンテーションを発見できるようにしてもよい。
【０１２３】
　他の公開されているメディアプレゼンテーションをユーザが検索および発見できるよう
にすることのほか、いくつかの例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーション
マネージャ２２６は、あるユーザの特定の近さにいるメディアプレゼンテーションシステ
ム１０２の他のユーザのメディアプレゼンテーションをユーザが発見できるようにしても
よい。たとえば、ユーザがイベントにいる場合、メディアプレゼンテーションマネージャ
２２６は、該イベントにいる他のユーザからのメディアプレゼンテーションをユーザが発
見できるようにしてもよい。さらに、メディアプレゼンテーションマネージャ２２６は、
公園、学校、関心点、パレード、ラリー等、特定の場所にいる他のユーザまたはメディア
ストリームをメディアプレゼンテーションに投稿している他のユーザをユーザが発見でき
るようにしてもよい。視聴ユーザへのメディアプレゼンテーションの提供に関する別途詳
細については、図３Ａ～図１０を参照して以下に説明する。
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【０１２４】
　図２は、ストレージマネージャ（storage manager）２２８も示している。ストレージ
マネージャ２２８は、メディアプレゼンテーション２３０およびユーザプリファレンス２
３２を含んでいてもよい。たとえば、ストレージマネージャ２２８は、メディアセグメン
トおよびメディアストリームの一部等、クライアントデバイス２０４に提供された取り込
みメディアおよびメディアプレゼンテーションを格納する。ストレージマネージャ２２８
は、メディアプレゼンテーションシステム１０２と通信して、該メディアプレゼンテーシ
ョンシステム１０２からメディアプレゼンテーションを受信するようにしてもよい。たと
えば、ストレージマネージャ２２８は、メディアプレゼンテーションデータベース２１６
から１つまたは複数のメディアストリームを受信する。同様に、ストレージマネージャ２
２８は、メディアプレゼンテーションシステム１０２上のユーザプロフィールデータベー
ス２１８にユーザプリファレンスを送信するようにしてもよい。
【０１２５】
　図３Ａおよび図３Ｂは、メディアプレゼンテーションシステム１０２を具備する１つま
たは複数のサーバ１０１と１つもしくは複数の取り込みクライアントデバイス１０５また
は１つもしくは複数の視聴クライアントデバイス１０４（たとえば、１つもしくは複数の
接点クライアントデバイス３０５および１つもしくは複数の別の視聴クライアントデバイ
ス３１５）等の複数のクライアントデバイスとの間の相互作用を示したシーケンスフロー
図である。取り込みクライアントデバイス１０５、１つもしくは複数の接点クライアント
デバイス３０５、および１つもしくは複数の別の視聴クライアントデバイス３１５は、図
２に関して記載したクライアントデバイス２０４の例示的な実施形態であってもよい。さ
らに、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、本明細書に記載のメディアプレゼ
ンテーションシステムに対応していてもよい。
【０１２６】
　図３Ａおよび図３Ｂは、特定のメディアストリームに対応する特定のメディアプレゼン
テーションの配信視聴者を自動的に決定する一例を表している。特に、かつ上述の通り、
メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアストリームを解析して、配信視
聴者に含める１人または複数の視聴ユーザを識別することができる。また、メディアスト
リームと関連する更新情報（たとえば、メディア特性）に基づいて、メディアプレゼンテ
ーションシステム１０２は、別の視聴ユーザを含めるように配信視聴者を修正することが
できる。
【０１２７】
　１つまたは複数の実施形態においては、かつ図３Ａのステップ３０２に示すように、取
り込みクライアントデバイス１０５がイベントのメディアを取り込み始める。たとえば、
取り込みクライアントデバイス１０５と関連付けられた取り込みユーザが取り込みクライ
アントデバイス１０５のカメラおよびマイクを使用して、参加しているコンサートのライ
ブビデオを取り込む。一実施形態において、クライアントデバイスは、取り込みユーザが
取り込んでいるメディアの共有を容易に決められるように、メディアプレゼンテーション
システムと関連付けられたアプリケーションを用いて、ビデオカメラおよびマイクの機能
へのアクセス／制御を行う。あるいは、かつ上記説明の通り、クライアントデバイスは、
ソーシャルネットワークと関連付けられたアプリケーションを用いて、ビデオカメラおよ
びマイクの機能へのアクセス／制御を行うことができる。
【０１２８】
　メディアを取り込んだ後、取り込みクライアントデバイス１０５は、図３Ａのステップ
３０４に示すように、１つまたは複数のサーバ１０１にホストされたメディアプレゼンテ
ーションシステム１０２に対して、メディアをメディアストリームにおいて送信するよう
にしてもよい。より具体的に、取り込みクライアントデバイス１０５は、メディアプレゼ
ンテーションシステム１０２に対して、イベントの取り込んだメディアをリアルタイムま
たは準リアルタイムにストリーミング配信するようにしてもよい。いくつかの例示的な実
施形態において、取り込みクライアントデバイス１０５は、ユーザ提供情報等（たとえば
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、メディアストリームのタイトル、メディアストリームのタグ付けまたはラベル付け等）
を含めて、メディアストリーム周りのコンテキストをメディアプレゼンテーションシステ
ム１０２に提供するようにしてもよい。付加的または代替的な実施形態において、メディ
アプレゼンテーションシステム１０２は、後述の通り、メディアストリームからコンテキ
ストを自動的に決定するようにしてもよい。
【０１２９】
　図３Ａのステップ３０６に示すように、メディアストリームを受信した後、メディアプ
レゼンテーションシステム１０２は、メディアストリームの特性を決定する。特に、メデ
ィアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアストリームを解析することにより、
メディアストリームのビデオ特性、オーディオ特性、および他の特性等のメディア特性を
識別することができる。たとえば、上述の通り、メディアプレゼンテーションシステム１
０２は、ビデオ解像度、画質、アスペクト比、毎秒フレーム数、リフレッシュレート、カ
ラーパレット、輝度、音声レベル、ノイズレベル、オーディオ範囲、場所、基本方位、信
号強度等を識別することができる。特に、メディアプレゼンテーションシステム１０２は
、ビデオ品質（たとえば、ビデオ安定性／不安定性、ビデオアングルおよび視点、ならび
にフレーミング）およびオーディオ品質（たとえば、音楽の明瞭性および背景ノイズ／干
渉の量）に基づいて特性を決定することができる。
【０１３０】
　いくつかの例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は
、メディアストリーム内で識別されたコンテンツに基づいて特性を決定する。たとえば、
メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアストリームに含まれる、人々の
顔および音声の両方もしくは一方、場所、位置、または物体を認識するようにしてもよい
。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、取り込みユーザの友達の顔
を認識し、これに応答して、取り込みユーザの友達に対応するメディア特性を生成するこ
とにより、メディアストリームと関連付けることができる。したがって、メディアプレゼ
ンテーションシステム１０２は、ユーザの友達に対応するメディア特性を使用して、配信
視聴者に含める視聴ユーザ（たとえば、取り込みユーザの友達、取り込みユーザの友達の
友達等）を識別することができる。同様に、メディアプレゼンテーションシステム１０２
は、場所、位置、ランドマーク、または物体を認識した場合、メディア特性を生成してメ
ディアストリームと関連付けることができ、これを用いて配信視聴者を決定することがで
きる。
【０１３１】
　メディアプレゼンテーションシステムのユーザを単に認識することのほか、１つまたは
複数の実施形態において、該メディアプレゼンテーションシステム１０２は、インフルエ
ンサーを認識する。特に、インフルエンサーとしては、有名人等の影響力の大きい個人が
可能である。メディアストリーム内のインフルエンサーの認識に基づいて、メディアプレ
ゼンテーションシステム１０２は、１つまたは複数の特性の修正（または、１つまたは複
数の特性の生成）によって、インフルエンサーをメディアストリームが含むことを示すよ
うにしてもよい。たとえば、インフルエンサーが音楽グループの一員である場合がある。
メディアプレゼンテーションシステムは、インフルエンサーの身元、音楽グループの名称
、および音楽グループが演奏する音楽のジャンル、を識別するメディア特性を生成するこ
とができる。これらのメディア特性に基づいて、メディアプレゼンテーションシステム１
０２は、該メディアストリームに関心を持つユーザを識別して配信視聴者に含めることが
できる。
【０１３２】
　同様に、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、イベントと関連付けられたメ
ディアストリーム提示内にスポンサー付きのメディアストリームを含めるようにしてもよ
い。たとえば、適格視聴ユーザ（たとえば、割増料金を払う視聴ユーザ、広告を視聴する
視聴ユーザ、製品に「いいね！」をするか製品を共有する視聴ユーザ等）に提供される「
バックステージ（back stage）」または「ダッグアウト（dug out）」メディアストリー
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ムに関して、ある会社がスポンサーとなっていてもよい。たとえば、ユーザがスポンサー
付きのメディアストリームをプレビュー可能であり、視聴ユーザがそのスポンサー付きの
メディアストリームをもっと視聴したい場合、該視聴ユーザは、メディアプレゼンテーシ
ョンを介したアクセスを要求することができる。あるいは、スポンサー付きのメディアス
トリームは、「スプライト（ＳＰＲＩＴＥ）最前列メディアストリーム」等のブランドに
関連して提示されるようになっていてもよい。上述の通り、メディアプレゼンテーション
システム１０２は、イベントと関連付けられたメディアプレゼンテーションにスポンサー
付きのメディアストリームをミックスすることができる。
【０１３３】
　１つまたは複数のメディア特性を決定した後、図３Ａのステップ３０８は、メディア特
性に基づいて、メディアプレゼンテーションシステム１０２が、どの接点（たとえば、視
聴ユーザ）にメディアストリームを送信するかを決定することを示している。１つまたは
複数の実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアプレ
ゼンテーションへのアクセスを取り込みユーザの１つまたは複数の接点（たとえば、友達
）に提供することになる。場合により、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、
メディアプレゼンテーションを該メディアプレゼンテーションシステム１０２の別の視聴
ユーザに送信するようにしてもよい。上述の通り、メディアプレゼンテーションシステム
１０２は、１つまたは複数の特性に基づいて、どのユーザにメディアプレゼンテーション
を送信するかを決定するようにしてもよい。
【０１３４】
　たとえば、１つまたは複数の実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム
１０２は、メディアストリームの品質が最低品質レベルを上回っているか否かを判定する
。メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディア特性に基づいて、メディアス
トリームの品質が最低品質レベルを上回っているものと判定した場合、配信視聴者の一部
としてメディアプレゼンテーションを受信する１つまたは複数の接点を識別することがで
きる。あるいは、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアストリームが
最低品質レベルを満たしていないものと判定した場合、該メディアストリームを他のユー
ザに配信しないものと決定することができる。たとえば、メディアプレゼンテーションシ
ステム１０２は、取り込みクライアントデバイス１０５からの信号強度が弱過ぎるためメ
ディアストリームを維持できない旨またはビデオがあまりに不安定で他のユーザに送り出
せない旨を判定する。
【０１３５】
　いくつかの例示的な実施形態において、メディアストリームの品質が最低品質レベルを
上回っている場合、メディアプレゼンテーションシステム１０２は依然として、該メディ
アストリームのメディア特性に基づいて、どのユーザにメディアストリームを送信するか
を決定することができる。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、配
信視聴者に含める接点（contact）を識別する場合、ビデオ品質、オーディオ品質、場所
、タグ、およびラベル等のメディア特性を比較するようにしてもよい。たとえば、メディ
アストリームがビヨンセ（Ｂｅｙｏｎｃｅ）のコンサートのものである場合、メディアプ
レゼンテーションシステム１０２は、メディアストリームの他の特性が不十分であるにも
関わらず、ビヨンセ、Ｒ＆Ｂ、ポップ、またはソウルミュージックに関心を持つ取り込み
ユーザの１つまたは複数の接点を識別するようにしてもよい。別の例において、メディア
ストリームのビデオおよびオーディオ品質が平均を上回っている場合、メディアプレゼン
テーションシステム１０２は、取り込みユーザのすべての接点にメディアストリームを送
信することを決定するようにしてもよい。
【０１３６】
　配信視聴者に含める視聴ユーザを識別した後、メディアプレゼンテーションシステム１
０２は、図３Ａのステップ３１０に示すように、配信視聴者に含まれる視聴ユーザと関連
付けられた接点クライアントデバイス３０５に対して、メディアプレゼンテーション内で
メディアストリームを送信する。いくつかの例示的な実施形態において、メディアプレゼ
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ンテーションシステム１０２はまず、メディアストリームを接点クライアントデバイス３
０５に提供する前に、通知またはメディアストリームの一部を送信することができる。た
とえば、接点クライアントデバイスは、取り込みユーザがビヨンセのコンサートのビデオ
をストリーミング配信している旨の通知を受信する。ビヨンセのコンサートに対応する通
知を接点クライアントデバイスと関連付けられた接点が選択すると、メディアプレゼンテ
ーションシステム１０２は、ビヨンセのコンサートのメディアストリームを有するメディ
アプレゼンテーションを接点クライアントデバイス３０５に送信するようにしてもよい。
【０１３７】
　上述の通り、接点クライアントデバイス３０５は、図３Ａのステップ３１２に示すよう
に、メディアストリームをメディアプレゼンテーション内で対応する接点に提示すること
ができる。また、ステップ３１４に示すように、接点（たとえば、第１の視聴ユーザグル
ープ）は、メディアプレゼンテーションと相互作用して、メディアストリームに対する「
いいね！」、共有、および／またはコメント等の明示的なフィードバックを提供すること
ができる。たとえば、ステップ３１４は、接点クライアントデバイス３０４が視聴ユーザ
からのフィードバックを受信可能であることを示している。また、対応する接点クライア
ントデバイス３０５は、メディアプレゼンテーションと相互作用する接点からの黙示的な
フィードバックを取り込むこともできる。たとえば、接点がメディアプレゼンテーション
にアクセスする場合、接点クライアントデバイス３０５は、視聴情報（視聴数、視聴継続
時間、リプレイセグメント、検索入力等）を取り込むことができる。さらに、図３Ａのス
テップ３１６に示すように、接点クライアントデバイス３０５は、取り込んだフィードバ
ックをメディアプレゼンテーションシステム１０２に送信するようにしてもよい。
【０１３８】
　いくつかの例示的な実施形態において、明示的なフィードバックとしては、メディアプ
レゼンテーションシステム１０２と無関係の視聴ユーザにより送信された情報が挙げられ
る。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアストリームまた
はメディアストリーム内のコンテンツにリンクしているソーシャルメディアメッセージを
視聴ユーザが投稿することを検出するようにしてもよい。たとえば、視聴ユーザは、メデ
ィアストリームに含まれるコンテンツに対する視聴ユーザの認識を示す短いメッセージを
公開して投稿するようにしてもよく、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、こ
の投稿を検出し、投稿からフィードバックを抽出し、フィードバックを、メディアストリ
ームと関連付けられた１つもしくは複数の特性およびメディア特性または１つもしくは複
数の特性もしくはメディア特性に変換することができる。
【０１３９】
　ここで図３Ｂを参照して、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、１つまたは
複数の接点クライアントデバイス３０５からフィードバックを受信して、該フィードバッ
クを処理するようにしてもよい。特に、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、
フィードバックを組み込んで、メディアストリームのメディア特性の修正および生成の両
方または一方を行うようにしてもよい。言い換えると、メディアプレゼンテーションシス
テム１０２は、メディアストリームに関して決定されたメディア特性をフィードバック情
報で補完するようにしてもよい。図３Ｂのステップ３１８に示すように、メディアプレゼ
ンテーションシステム１０２は、接点クライアントデバイス３０５からフィードバックを
受信した後、メディアストリームのメディア特性を更新する。メディアプレゼンテーショ
ンシステム１０２は、別のフィードバックを受信した場合、メディアストリームの特性の
更新を継続することができる。
【０１４０】
　メディアストリームと関連付けられた更新メディア特性は、別の視聴ユーザがメディア
ストリームおよびメディアプレゼンテーションの両方または一方に関心を持っている可能
性があることを示す付加的な情報を提供し得る。したがって、図３Ｂのステップ３２０に
示すように、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、更新特性に基づいて、メデ
ィアストリームを送信する別の視聴ユーザを識別することができる（たとえば、メディア
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プレゼンテーションシステムは、配信視聴者のユーザを修正することができる）。たとえ
ば、元の配信視聴者の比例的に多くの接点がメディアプレゼンテーションを共有するかメ
ディアプレゼンテーションに「いいね！」している場合、メディアプレゼンテーションシ
ステム１０２は、配信視聴者に含める、より多くの別の視聴ユーザを決定するようにして
もよい。一方、元の配信視聴者のごくわずかな接点だけが閾値時間（たとえば、１０秒）
未満にわたってメディアストリームを視聴している場合、メディアプレゼンテーションシ
ステム１０２は、メディアプレゼンテーションを別の視聴ユーザに一切送信しないと決定
するようにしてもよい。
【０１４１】
　いくつかの例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は
、潜在的な視聴ユーザの属性情報に基づいて、メディアストリームを送信する別の視聴ユ
ーザを決定するようにしてもよい。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０
２は、ビヨンセに「いいね！」をしている視聴ユーザ等、ユーザの関心に基づいて視聴ユ
ーザを識別することができる。別の例として、メディアプレゼンテーションシステム１０
２は、特定の年齢、人口統計、教育、またはライフスタイルのグループの視聴ユーザにメ
ディアプレゼンテーションを送信する。さらに別の例として、メディアプレゼンテーショ
ンシステム１０２は、規定の地理的境界内の視聴ユーザ（たとえば、同じコンサートもし
くは会場にいるユーザ、同じ都市もしくは州内のユーザ、または取り込みクライアントデ
バイスから規定距離内のユーザ等）にメディアプレゼンテーションを送信する。さらに、
メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアプレゼンテーションを送信する
別のユーザとして、報道機関、スポンサー、および／またはメディアストリームチャンネ
ルを識別することができる。たとえば、メディアストリームがクリティカルマス（臨界人
数：critical mass）に達すると、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、人気
または話題のメディアストリームによりソートされた公開されている一覧にメディアスト
リームを追加するようにしてもよい。このため、視聴ユーザは、メディアストリームを発
見することができる。
【０１４２】
　メディアプレゼンテーションシステム１０２は、配信視聴者に含める別の視聴ユーザを
決定したら、メディアストリームをこれら別の視聴ユーザに送信するようにしてもよいし
、または別の形でメディアストリームへのアクセスをこれら別の視聴ユーザに提供するよ
うにしてもよい。特に、図３Ｂのステップ３２２に示すように、メディアプレゼンテーシ
ョンシステム１０２は、識別した視聴ユーザと関連付けられた１つまたは複数の別の視聴
クライアントデバイス３１５に対して、メディアストリームをメディアプレゼンテーショ
ン内で送信する。いくつかの例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーションの
送信には、別の視聴クライアントデバイス３１５を介したメディアプレゼンテーションへ
のアクセスを視聴ユーザに提供することを伴う（たとえば、メディアプレゼンテーション
は、別の視聴ユーザのメディアプレゼンテーションフィード内に現れる）。
【０１４３】
　メディアプレゼンテーションを受信すると、１つまたは複数の別の視聴クライアントデ
バイス３１５は、図３Ｂのステップ３２４に示すように、１人または複数の別の視聴ユー
ザに対して、メディアストリームをメディアプレゼンテーション内で提示することができ
る。上記と同様に、識別した視聴ユーザと関連付けられた１つまたは複数の別の視聴クラ
イアントデバイス３１５は、別の視聴ユーザがメディアプレゼンテーションおよびメディ
アストリームと相互作用する場合に、黙示的および明示的なフィードバックを受信、取り
込み、および送信することができる。このため、ステップ３２６に示すように、１つまた
は複数の別の視聴クライアントデバイス３１５は、１人または複数の別の視聴ユーザから
フィードバックを受信する。また、ステップ３２８に示すように、１つまたは複数の別の
視聴クライアントデバイス３１５は、フィードバックをメディアプレゼンテーションシス
テム１０２に送信することができる。フィードバックを受信すると、メディアプレゼンテ
ーションシステム１０２は、（図３Ｂに破線矢印で示すように）ステップ３１８～３２８
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を繰り返すことにより、メディアストリームのメディア特性を更新し、配信視聴者を修正
し、更新配信視聴者中の視聴ユーザにメディアストリームへのアクセスを提供し、更新配
信視聴者のユーザからフィードバックを受信し、該フィードバックを受け付けることがで
きる。
【０１４４】
　言い換えると、視聴ユーザがフィードバックを与えた場合、メディアプレゼンテーショ
ンシステム１０２は、最新のフィードバックに基づいて、どの別の視聴ユーザにメディア
ストリームを送信するかを継続的に再評価するとともに、決定に基づいて、どの視聴ユー
ザがメディアストリームにアクセス可能であるかを調整することにより、ステップ３１８
～３２２を繰り返すことができる。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０
２は、メディアストリームが人気を得つつあると判定した場合、配信視聴者に追加する別
の視聴の数を徐々に増やすようにしてもよい。メディアストリームが新たなクリティカル
マスレベルに達するたびに、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアス
トリームを識別して別の視聴ユーザに送信することができる。一方、メディアストリーム
の人気が落ち始めたら、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、別の視聴ユーザ
の数を減らすことができる。さらに、上述の通り、メディアプレゼンテーションシステム
１０２は、配信視聴者に対して包含または除外する別の視聴ユーザの数を決定する場合、
オーディオおよびビデオ品質等のメディア特性も織り込むようにしてもよい。
【０１４５】
　さらに、いくつかの実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は
、メディアストリームが次のクリティカルマスレベルに達するタイミングを予測すること
ができる。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、場所、イベント、
トレンド、ソーシャルバズ等の他の因子との関連でメディアストリームの人気を考えるこ
とができる。その結果、メディアストリームのフォロワがまだ大きくなくても、メディア
プレゼンテーションシステム１０２は、メディアストリームでの成長を予想して、どの別
の視聴ユーザを配信視聴者に含めるかを決定する際にこの予想情報を使用することができ
る。
【０１４６】
　図４Ａ～図４Ｃは、メディアプレゼンテーションシステム１０２を具備する１つまたは
複数のサーバ１０１と視聴クライアントデバイス１０４および取り込みクライアントデバ
イス４０５等の複数のクライアントデバイスとの間の相互作用を示したシーケンスフロー
図である。全体として、図４Ａは、取り込みクライアントデバイス４０５から複数の関連
するメディアストリームを受信し、関連するメディアストリームから生成メディアストリ
ームを作成し、メディアプレゼンテーションの一部として生成メディアストリームを視聴
クライアントデバイス１０４に提示するメディアプレゼンテーションシステム１０２を示
している。図４Ｂは、図４Ａのシーケンスフロー図の続きであり、メディアプレゼンテー
ションシステム１０２と通信して、メディアプレゼンテーションからの追加および代替の
メディアストリームまたは追加もしくは代替のメディアストリームを要求する視聴クライ
アントデバイス１０４を示している。図４Ｃについても、図４Ａのシーケンスフロー図の
続きであり、メディアプレゼンテーションと通信して、該メディアプレゼンテーションの
注目すべき瞬間に対応するメディアセグメントに目を通す視聴クライアントデバイス１０
４を示している。
【０１４７】
　図４Ａのステップ４０２に示すように、複数の取り込みクライアントデバイス４０５に
対応する複数の取り込みユーザは、イベントでのメディア取り込みを開始する。たとえば
、同じイベント（たとえば、ラリー、コンサート、コンテスト、スピーチ、授賞式、抗議
行動、資金集め等）にいる複数の取り込みユーザがそれぞれ、メディアを取り込むことが
できる。各取り込みクライアントデバイス４０５は、取り込んだメディアを含むメディア
ストリームをメディアプレゼンテーションシステム１０２に送信することができる。より
具体的に、各取り込みユーザと関連付けられた取り込みクライアントデバイス４０５は、
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図４Ａのステップ４０４に示すように、複数のメディアストリームをメディアプレゼンテ
ーションシステム１０２に送信する。１つまたは複数の実施形態において、取り込みクラ
イアントデバイス４０５は単に、イベントで同じ時間に、関連するメディアを取り込んで
いる。言い換えると、取り込みクライアントデバイス４０５は、メディアの取り込みまた
はメディアストリームの送信を同時に行う必要がない（たとえば、以下に詳述する通り、
メディアプレゼンテーションシステムは、複数のメディアストリームそれぞれのメディア
特性を受信および比較すると、複数のメディアストリームが関連するものと判定すること
になる）。
【０１４８】
　さらに、図４Ａのステップ４０６に示すように、メディアプレゼンテーションシステム
１０２は、複数のメディアストリームが関連するものと判定する。一般的に、メディアプ
レゼンテーションシステム１０２は、その全体にわたる取り込みクライアントデバイス４
０５から複数のメディアストリームを受信する。大抵の場合、複数の関連するメディアス
トリームを提供している取り込みクライアントデバイス４０５は互いにタンデム（tandem
）に動作しておらず、むしろ、取り込みユーザが個別にメディアストリームを取り込んで
他の視聴ユーザと共有しており、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、取り込
みユーザが個々のメディアストリームを共有していることを検出する。したがって、メデ
ィアプレゼンテーションシステム１０２は、共有されたメディアストリーム間に関係があ
るか否かを判定する。
【０１４９】
　特に、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、取り込みユーザクライアントデ
バイス４０５からメディアストリームを受信した場合、これらのメディアストリームを互
いに比較して、いずれかが関連するか否かを識別することができる。たとえば、メディア
プレゼンテーションシステム１０２は、タイムスタンプ、地理的情報（たとえば、取り込
みユーザが規定の仮想的な地理的境界（ジオフェンス：geo-fenced）エリア内にいる）、
ラベル、タグ、識別された特徴（たとえば、画像認識を使用）等を比較して、メディアス
トリームが互いに関連するか否かを判定することができる。たとえば、メディアプレゼン
テーションシステム１０２は、複数のメディアストリームがそれぞれ同じイベントに由来
し、オーディオが一致していることから、これらのメディアストリームが互いに関連する
ものと判定するようにしてもよい。
【０１５０】
　いくつかの実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、外部情
報を利用して、複数のメディアストリームが関連するか否かを判定する。たとえば、メデ
ィアプレゼンテーションシステム１０２は、ソーシャルネットワーキングシステムまたは
別のシステムと通信して、イベントおよびイベントにいるユーザの両方または一方に関す
る情報を収集するとともに、この情報を使用して、２つのメディアストリームが関連する
かを判定する。たとえば、ソーシャルネットワーキングシステムは、イベントが発生して
いる場所およびタイミング、イベントの名称、メディアストリームを提供する取り込みユ
ーザを含めたイベントの参加予定者または参加者をメディアプレゼンテーションシステム
１０２に示すようにしてもよい。また、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、
ソーシャルネットワーキングシステムまたは他のステータスブロードキャストシステム（
たとえば、フェイスブック（ＦＡＣＥＢＯＯＫ）、インスタグラム（ＩＮＳＴＡＧＲＡＭ
）等）上の１人または複数の取り込みユーザのステータスに基づいて、イベントおよびユ
ーザ情報を取得するようにしてもよい。
【０１５１】
　ステップ４０８において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディア特
性について関連するメディアストリームを解析する。特に、メディアプレゼンテーション
システム１０２は、関連する各メディアストリームを解析することによって、先に詳述し
た通り、ビデオ特性、オーディオ特性、および他の特性等のメディア特性を識別する。場
合により、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、多くの関連するメディアスト
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リームの識別後まで、関連するメディアストリームの解析を遅らせる。たとえば、メディ
アプレゼンテーションシステム１０２は、互いに関連する３つ、４つ、または５つのメデ
ィアストリームを識別した後にのみ、関連するメディアストリームを解析する。言い換え
ると、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、最小数の取り込みユーザを待って
同じ主題を積極的に取り込んだ後、個々の取り込みユーザが共通の目的を共有するものと
判定するようにしてもよい。
【０１５２】
　上述の通り、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、受信した各メディアスト
リームについて、ビデオ品質およびオーディオ品質といったメディア特性を識別する。場
合により、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、ビデオ品質、オーディオ品質
、および／またはメディア特性の組み合わせに基づいて、各メディアストリームをランク
付けすることも可能であるし、優先させることも可能である。さらに、メディアプレゼン
テーションシステム１０２は、メディア特性を用いることにより、どのメディアストリー
ムを生成メディアストリームにおいて提供するかを識別することができる。たとえば、ス
テップ４１０に示すように、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、各メディア
ストリームに対応するメディア特性の評価に基づいて、第１のメディアストリームを選択
する。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、コメディショーの接写
カメラアングルを提供するとともに鮮明なオーディオフィードを供給することから、この
第１のメディアストリームを選択する。
【０１５３】
　図４Ａに示すステップ４１２において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は
、第１のメディアストリームを視聴クライアントデバイス１０４に提供する。メディアプ
レゼンテーションシステム１０２は、メディアプレゼンテーション内の生成メディアスト
リームの一部として、選択した第１のメディアストリームを提供することができる。たと
えば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、選択した第１のメディアストリー
ムを見せる生成メディアストリームを含むメディアプレゼンテーションを視聴クライアン
トデバイス１０４に送信することができる。これに応答して、視聴クライアントデバイス
１０４は、生成メディアストリームの一部として、第１のメディアストリームを視聴ユー
ザに提示することができる。
【０１５４】
　第１のメディアストリームを視聴クライアントデバイス１０４に提供した後、メディア
プレゼンテーションシステム１０２は、複数の取り込みクライアントデバイス４０５から
、関連するメディアストリームを受信し続けることができる。さらには、別の取り込みユ
ーザがコメディショーの別のメディアストリームを提供し始めるようになっていてもよく
、メディアプレゼンテーションシステム１０２がこれら別のメディアストリームを検出す
るようにしてもよい。同様に、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、過去にメ
ディアストリームを該メディアプレゼンテーションシステム１０２に提供した取り込みユ
ーザがいなくなり、もはやメディアストリームを該メディアプレゼンテーションシステム
１０２に送信していないことを検出するようにしてもよい。
【０１５５】
　図４Ａのステップ４１４は、関連するメディアストリームのメディア特性における変化
を検出するメディアプレゼンテーションシステム１０２を示している。たとえば、メディ
アストリームと関連付けられたメディア特性は、時間とともに変化する可能性が高い。た
とえば、メディアストリームは、不安定になったり、信号強度が弱くなったり、オーディ
オ品質が低下したりする可能性がある。逆に、メディアストリームのビデオ品質およびオ
ーディオ鮮明性は、時間とともに向上する可能性がある。このため、メディアプレゼンテ
ーションシステム１０２は、関連するメディアストリームそれぞれの更新メディア特性に
基づいて、関連するメディアストリームのビデオおよびオーディオ品質またはビデオもし
くはオーディオ品質における変化を検出することができる。別の例として、メディアプレ
ゼンテーションシステム１０２は、更新メディア特性を検出すると、メディアストリーム
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のランク付けまたは優先順位が変化したことを発見するようにしてもよい。
【０１５６】
　いくつかの例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は
、メディアストリームが視聴ユーザに提供されている時間をモニタリングする。たとえば
、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、視聴ユーザに提供するメディアストリ
ームを選択したら、該メディアストリームが視聴クライアントデバイス１０４に提供され
る持続時間を追跡するようにしてもよい。したがって、かつ上述の通り、視聴ユーザは、
退屈ではないコンテンツ体験を好む。コンテンツ体験が面白くて刺激的であり続けるよう
に、プロフェッショナルにより制作される映画およびテレビ番組等の商業作品では、カメ
ラアングルと視点とを頻繁に切り替える。その結果、視聴ユーザは、さまざまなアングル
と視点とを切り替えるコンテンツを高く評価するようになっている。さらに、単一のメデ
ィアストリームからのカットが長いと、視聴ユーザは非プロフェッショナル的で未完成な
感じを受けるほか、メディアストリームの品質の不完全性をユーザが識別できてしまう。
たとえば、メディアストリームからの素早いカットが不安定であるかまたは不十分な明る
さであることに視聴ユーザが気付いていない場合があっても、メディアストリームが時間
を延長して視聴ユーザに提供されていれば、メディアストリームの不完全性が視聴ユーザ
に目立ってしまう場合がある。上記を考慮して、いくつかの例においては、所定のスケジ
ュール（たとえば、２～４秒、１２秒、３０秒等）に従って、あるメディアストリームを
視聴ユーザに提供することから、別の関連するメディアストリームを視聴ユーザに提供す
ることへとメディアプレゼンテーションシステム１０２が自動的に切り替えるようにして
もよい。
【０１５７】
　いくつかの例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は
、別の関連するメディアストリームを視聴ユーザに提供するタイミングを決定する際の因
子として、メディアストリームが視聴ユーザに提供された経過時間の長さを示すメディア
特性を使用するようにしてもよい。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０
２は、選択したメディアストリームが長く提供されるほど、該選択したメディアストリー
ムの１つまたは複数の他のメディア特性に掛けられた重みを軽減することができる。そし
て、ある時点では、その他の関連するメディアストリームと比較して、選択したメディア
ストリームの１つまたは複数の他のメディア特性がいかに優れていようとも、メディアプ
レゼンテーションシステム１０２は、別のメディアストリームを選択することを決定する
。このように、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、関連するさまざまなメデ
ィアストリーム間のさまざまなカットが視聴ユーザに確実に提供されるようにすることが
できる。さらに、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディア特性が優れた
メディアストリームを、メディア特性の劣るメディアストリームよりもより長い持続時間
にわたって提供するようにしてもよいが、依然としてさまざまなメディアストリームを切
り替えることにより、選択肢を視聴ユーザに提供するようにしてもよい。
【０１５８】
　１つまたは複数の実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、
関連するメディアストリームから別のメディアストリームに切り替える前に、選択したメ
ディアストリームを視聴ユーザに提供する時間の長さを決定する場合、生成テンプレート
に従うようにしてもよい。一般的に、生成テンプレートは、生成メディアストリームの見
た目および印象を決定するのに役立つデフォルトの生成属性を含む。たとえば、メディア
プレゼンテーションシステム１０２は、映画の予告編タイプの生成テンプレートを使用し
ている場合、一般的には、数秒ごとにメディアストリームを切り替えるようにしてもよい
。メディアプレゼンテーションシステム１０２は、スポーツの生成テンプレートを使用し
ている場合、選択したメディアストリームおよび他の関連するメディアストリームのリプ
レイが後続する、同じメディアストリームからのより長い連写画像を使用するようにして
もよい。後述の通り、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、選択したメディア
ストリームを視聴ユーザに提供すべき最適な時間の決定に、多くの生成テンプレートを採
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用することができる。
【０１５９】
　さらに、多くの場合、メディアプレゼンテーションシステム１０２が選択する生成テン
プレートは、関連するメディアストリームが対応する、コンテンツおよび主題に基づいて
いてもよい。一例として、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、関連するメデ
ィアストリームがスポーツの試合に対応することを検出した場合、スポーツの生成テンプ
レートまたは特定のスポーツタイプのテンプレート（たとえば、フットボールの試合、テ
ニスの試合、野球の試合、バスケットボールの試合用に設計されたテンプレート等）を使
用するようにしてもよい。別の例として、メディアプレゼンテーションシステム１０２は
、複数のメディアストリームがコンサートに関連するものと判定した際、コンサートの演
奏者の近接写真を含むメディアストリームからのより長いカットの提供または演奏者の現
在のステータス（たとえば、演奏者が独奏／独唱しているか否か）に基づくメディアスト
リーム間の切り替えを指定する、コンサートの生成テンプレートを選択するようにしても
よい。
【０１６０】
　図４Ａに戻って、ステップ４１６においては、メディアプレゼンテーションシステム１
０２が選択を更新して第２のメディアストリームを選択し、更新メディア特性に基づいて
視聴ユーザに提供する。特に、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、関連する
メディアストリームのメディア特性における変化を検出した場合、第２のメディアストリ
ームのメディア特性が第１のメディアストリームよりも優れているものと判定するように
してもよい。その結果、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、第２のメディア
ストリームに切り替える。別の可能性として、第１のメディアストリームのメディア特性
は、第２のメディアストリーム以上のメディア特性を保持し続ける可能性があるものの、
メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアプレゼンテーションシステム１
０２が第１のメディアストリームを視聴ユーザに提供した経過時間に基づいて、上述の通
り、第２のメディアストリームへの選択変更を決定するようにしてもよい。
【０１６１】
　第２のメディアストリームへの選択切り替えを受けて、メディアプレゼンテーションシ
ステム１０２は、第２のメディアストリームを視聴ユーザに提供するようにしてもよい。
特に、ステップ４１８は、第２のメディアストリームを視聴クライアントデバイス１０４
に提供するメディアプレゼンテーションシステム１０２を示している。たとえば、第２の
メディアストリームの選択を受けて、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、生
成メディアストリームにおいて第１のメディアストリームを提供することから、生成メデ
ィアストリームにおいて第２のメディアストリームを提供することに切り替える。
【０１６２】
　メディアプレゼンテーションシステム１０２が第２のメディアストリームを視聴クライ
アントデバイス１０４に送信すると、視聴クライアントデバイスは、選択された第２のメ
ディアストリームを視聴ユーザに提示することができる。たとえば、視聴クライアントデ
バイス１０４が生成メディアストリームを視聴ユーザに提示している場合、生成メディア
ストリームは、視聴クライアントデバイス１０４上で第１のメディアストリームから第２
のメディアストリームへと自動的に切り替わるようになっていてもよい。言い換えると、
視聴クライアントデバイス１０４はその観点から、生成メディアストリームにおいて第１
のメディアストリームを提供することから第２のメディアストリームを提供することにメ
ディアプレゼンテーションシステム１０２が切り替えても、視聴クライアントデバイス１
０４は、生成メディアストリームを視聴ユーザに提供し続ける。
【０１６３】
　ここで図４Ｂを参照して、いくつかの例示的な実施形態においては、メディアプレゼン
テーションと関連付けられた１つまたは複数の別のメディアストリームを視聴ユーザが視
聴したい場合がある。たとえば、視聴ユーザは、生成メディアストリームを視聴している
場合、１つまたは複数の別のメディアストリームの視聴を要求するようにしてもよい。た
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とえば、視聴ユーザは、グラフィカルユーザインタフェースオプションを選択して、別の
アングルおよび別の視点の両方または一方にアクセスするようにしてもよい。したがって
、図４Ｂのステップ４２０に示すように、視聴クライアントデバイス１０４は、イベント
の別のメディアストリームを視聴するリクエストを受信する。図４Ｂのステップ４２２に
示すように、視聴クライアントデバイス１０４は、別のメディアストリームに関するリク
エストをメディアプレゼンテーションシステム１０２に送信する。別の実施形態において
、視聴クライアントデバイス１０４は、すでにイベントの１つまたは複数の別のメディア
ストリームにアクセスしていてもよい。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム
１０２は、生成メディアストリーム等、メディアプレゼンテーションの一部としてイベン
トに関連する各メディアストリームを送信していてもよい。このため、リクエストを受信
すると、視聴クライアントデバイス１０４は、ステップ４２８に示すように、別のメディ
アストリームを視聴ユーザに提示するようにしてもよい。
【０１６４】
　メディアプレゼンテーションシステム１０２は、別のメディアストリームを該メディア
プレゼンテーションシステム１０２に提供するリクエストを視聴クライアントデバイス１
０４から受信した場合、１つまたは複数の関連するメディアストリームを視聴クライアン
トデバイス１０４に提供することができる。特に、図４Ｂのステップ４２４に示すように
、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、各メディアストリームのメディア特性
に基づいて、別のメディアストリームを選択する（４２４）。場合により、メディアプレ
ゼンテーションシステム１０２は、所定数の別のメディアストリームを選択して視聴クラ
イアントデバイス１０４に提供するようにしてもよい。たとえば、メディアプレゼンテー
ションシステム１０２は、上述の通り、生成編集の適用前または適用後に、閾値品質標準
を満たすメディアストリームのみを選択するようにしてもよい。このため、メディアプレ
ゼンテーションシステム１０２は、別のメディアストリームそれぞれのメディア特性を評
価することにより、メディアストリームの品質と、上述の通り、メディアストリームの品
質レベルに基づいてメディアストリームを送信するか否かを決定するようにしてもよい。
【０１６５】
　いくつかの例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は
、視聴クライアントデバイス１０４の表示機能が制限されていることを識別するようにし
てもよい。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、視聴クライアント
デバイスが同時に５つ以上のメディアストリームを無理なく表示することができないこと
を識別するようにしてもよい。したがって、メディアプレゼンテーションシステム１０２
は、提供するメディアストリームの数を４つ以下に制限するようにしてもよい。あるいは
、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、視聴クライアントデバイスの機能を無
視するようにしてもよく、また、視聴クライアントデバイスに提供する複数のメディアス
トリームの表示の扱い方を視聴クライアントデバイスが決定できるようにしてもよい。
【０１６６】
　図４Ｂに示すように、ステップ４２６において、メディアプレゼンテーションシステム
１０２は、別のメディアストリームを視聴クライアントデバイス１０４に提供する。場合
により、メディアプレゼンテーションは、別のメディアストリームのバージョンを減らし
て提供するようにしてもよいし、別のメディアストリームの一部を選択するようにしても
よい。たとえば、帯域幅が限られる場合、メディアプレゼンテーションシステム１０２は
、別のメディアストリームの解像度をより低品質にしてもよい。これの追加または代替と
して、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、別のメディアストリームを提供す
る場合、メディアストリームのうちの１つまたは複数に対してオーディオを与えないでお
くようにしてもよい。
【０１６７】
　ステップ４２８に示すように、視聴クライアントデバイス１０４は、別のメディアスト
リームを視聴ユーザに提示することができる。たとえば、視聴クライアントデバイス１０
４は、グリッドレイアウト等において、一度に１つまたは複数の別のメディアストリーム



(44) JP 6730335 B2 2020.7.29

10

20

30

40

50

を視聴ユーザに表示することができる。あるいは、視聴クライアントデバイス１０４は、
別のメディアストリームのうちの１つを一度に表示して、視聴ユーザが別のメディアスト
リームをスクロールまたは循環できるようにしてもよい。
【０１６８】
　１つまたは複数の実施形態において、視聴クライアントデバイス１０４は、別のメディ
アストリームを視聴ユーザに提示する場合、該別のメディアストリームのサイズを変更す
るようにしてもよい。たとえば、視聴クライアントデバイス１０４は、第２のメディアス
トリームまたは生成メディアストリーム等、現在提示されているメディアストリームの一
部において別のメディアストリームのうちの１つまたは複数を表示するようにしてもよい
（たとえば、ピクチャ・イン・ピクチャ）。別の例として、視聴クライアントデバイス１
０４は、第２のメディアストリームのサイズを小さくするとともに、対称なグリッドレイ
アウト等において、第２のメディアストリームの隣に別のメディアストリームのうちの１
つまたは複数を表示するようにしてもよい。当然のことながら、視聴クライアントデバイ
ス１０４は、多様な方法およびレイアウトを用いて、別のメディアストリームを視聴ユー
ザに提示することができる。
【０１６９】
　視聴クライアントデバイス１０４は、視聴ユーザが別のメディアストリームのうちの１
つまたは複数を選択できるようにし得る。このため、図４Ｂのステップ４３０に示すよう
に、視聴クライアントデバイス１０４は、一揃いの１つまたは複数の別のメディアストリ
ームを受信する。これに応答して、視聴クライアントデバイス１０４は、ステップ４３２
に示すように、選択されたメディアストリームを視聴ユーザに提示する。視聴クライアン
トデバイス１０４は、第２のメディアストリームを選択メディアストリームで置き換える
ことができる。あるいは、視聴クライアントデバイス１０４は、第２のメディアストリー
ムに加えて選択メディアストリームを並べるかまたは重ねる等して提示するようにしても
よい。
【０１７０】
　いくつかの例示的な実施形態において、視聴クライアントデバイス１０４は、メディア
プレゼンテーションシステム１０２からの選択メディアストリームに、より高い解像度を
求めるようにしてもよい。たとえば、視聴ユーザが選択した別のメディアストリームの低
解像度部分または短く切った部分をメディアプレゼンテーションシステム１０２が送信す
る場合、視聴クライアントデバイス１０４は、高解像度の選択メディアストリームをメデ
ィアプレゼンテーションシステム１０２が送信して視聴クライアントデバイス１０４が視
聴ユーザに提示することを要求するようにしてもよい。
【０１７１】
　さらに、１つまたは複数の実施形態において、視聴ユーザは、異なるメディアストリー
ムからビデオおよびオーディオを視聴ユーザが別個に選択できるようにしてもよい。たと
えば、視聴ユーザは、関連するメディアストリームに対応するさまざまなカメラアングル
を切り替えるようにしてもよいが、オーディオトラックが最も鮮明なメディアストリーム
から提供される同じオーディオチャンネル上に留まっていてもよい。さらに、場合により
、視聴ユーザは、複数のメディアストリームに対応するオーディオを聴けるように、異な
るメディアストリームからのオーディオをミックスするようにしてもよい。別の場合、視
聴ユーザは、生成メディアストリームの視聴に満足していてもよいが、英語のオーディオ
ストリームではなくスペイン語またはフランス語のオーディオストリームに切り替える場
合等、異なるオーディオストリーム間の変更を望んでもよい。
【０１７２】
　上述の通り、図４Ｃは、過去の注目すべき瞬間について視聴ユーザがメディアプレゼン
テーションに目を通す別の実施形態を示している。特に、図４Ｃのステップ４４０～４５
２は図４Ａのステップ４１８の後に起こり得るが、メディアプレゼンテーションシステム
１０２は、第２のメディアストリームを視聴クライアントデバイス１０４に提供する。言
い換えると、図４Ｃに関して説明する一実施形態のステップは、イベントに対応するメデ
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ィアプレゼンテーションが視聴ユーザに提示された後に起こり得る。特に、図４Ｃのステ
ップ４４０に示すように、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、関連するメデ
ィアストリームから注目すべき瞬間を識別する。以下に別途詳しく説明する通り、メディ
アプレゼンテーションシステム１０２は、イベントに対応する複数の関連するメディアス
トリームから注目すべき瞬間を識別することができる。さらに、後述の通り、メディアプ
レゼンテーションシステム１０２は、視聴ユーザのユーザプロフィール属性のほか、他の
視聴ユーザからのソーシャルデータに基づいて、注目すべき瞬間を識別することができる
。
【０１７３】
　一般的に、注目すべき瞬間には、視聴ユーザが関心を持つメディアストリームの部分を
含み得る。注目すべき瞬間の例としては、イベントの、注目に値する部分、ハイライト、
または有意な部分が挙げられる。たとえば、注目すべき瞬間としては、スポーツ競技、コ
ンテスト勝者（たとえば、リアリティ番組の勝者、受賞者、宝くじの当選者）の発表、ア
ーティストによる歌唱、政治家によるスピーチ、人物または物体の画像等が可能である。
【０１７４】
　メディアプレゼンテーションシステム１０２は、関連するメディアストリームそれぞれ
から注目すべき瞬間を識別することができる。多くの場合、関連するメディアストリーム
は、同じコンテンツおよび同じ主題の両方または一方を提供するが、アングルは異なる。
このため、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、注目すべき瞬間が複数の視点
から取り込まれることを識別することができる。その他の場合、メディアプレゼンテーシ
ョンシステム１０２は、単一のメディアストリーム上でのみ提供される関連メディアスト
リームにおける注目すべき瞬間を識別するようにしてもよい。たとえば、取り込みユーザ
は、特定のアスリートの動作のみを取り込むメディアストリーム上で、イベントでの有名
人の登場等、同じイベントにいる他の取り込みユーザが提供していない主題を提供するよ
うにしてもよい。
【０１７５】
　また、上述の通り、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、特定の視聴ユーザ
のユーザプロフィール属性に基づいて、該特定の視聴ユーザに固有の注目すべき瞬間を識
別することもできる。上述の通り、ユーザ（たとえば、視聴ユーザ）のユーザプロフィー
ル属性としては、略歴情報、人口統計学的情報、挙動情報、社会的情報、または他の種類
の記述的情報等のユーザプロフィール情報が挙げられる。さらに、ユーザプロフィール属
性としては、ユーザ生成の「いいね！」、コメント、投稿、共有等のユーザ動作が挙げら
れる。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、特定のトピックまたは
主題に関する視聴ユーザのコメントに基づいて、視聴ユーザに特有の注目すべき瞬間を識
別することができる。したがって、視聴ユーザのユーザプロフィール属性を用いることに
より、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、視聴ユーザが特別な関心を持つ注
目すべき瞬間を識別することができる。
【０１７６】
　たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、イベントがさまざまなアー
ティストによる演奏を含むロックコンサートであるものと判定するようにしてもよい。さ
らに、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、視聴ユーザが特定のロックアーテ
ィストを気に入っていることを識別するようにしてもよい。このため、メディアプレゼン
テーションシステム１０２は、視聴ユーザのお気に入りのアーティストがロックコンサー
トで演奏する１つまたは複数の注目すべき瞬間を識別するようにしてもよい。
【０１７７】
　また、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、ソーシャルデータに基づいて、
注目すべき瞬間を識別することもできる。たとえば、閾値数の視聴ユーザがメディアスト
リームからのセグメントをリプレイしている場合、メディアプレゼンテーションシステム
１０２は、該セグメントを注目すべき瞬間として識別するようにしてもよい（たとえば、
メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアストリームの最も視聴・リプレ
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イされている部分を示すヒートマップ（heat-map）を作成して、注目すべき瞬間を識別す
る）。さらに、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、セグメントをリプレイし
ている視聴ユーザの共通のユーザプロフィール属性を識別することができる（たとえば、
このセグメントをリプレイしている視聴ユーザの大部分は、ピンクフロイド（Ｐｉｎｋ　
Ｆｌｏｙｄ）のファンである）。また、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、
他者が共有するソーシャルメディアの指標（たとえば、投稿、共有、「いいね！」、コメ
ント、ツィート、メッセージ等）を用いて、注目すべき瞬間を識別することができる。
【０１７８】
　いくつかの実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、特定の
視聴ユーザに対して注目すべき瞬間を優先させることができる。たとえば、メディアプレ
ゼンテーションシステム１０２は、多くの注目すべき瞬間をメディアプレゼンテーション
システム１０２が識別したスポーツチームを視聴ユーザが好むことを検出した場合、該識
別した注目すべき瞬間をランク付けすることができる。そして、メディアプレゼンテーシ
ョンシステム１０２は、１つまたは複数のメディアセグメントを視聴ユーザに提供する場
合、注目すべき瞬間の優先順位付けを利用するようにしてもよい（たとえば、注目すべき
瞬間が発生したタイミングに関わらず、最も優先順位が高い注目すべき瞬間を最初に、視
聴ユーザに提供する）。
【０１７９】
　メディアプレゼンテーションシステム１０２は、１人の視聴ユーザについて注目すべき
瞬間を識別できるのと同じく、該メディアプレゼンテーションシステム１０２の各視聴ユ
ーザについて注目すべき瞬間を識別することができる。たとえば、一実施形態において、
メディアプレゼンテーションシステム１０２は、すべての視聴ユーザについて、考え得る
すべての注目すべき瞬間を識別する。次に、メディアプレゼンテーションシステム１０２
は、識別した注目すべき瞬間に対して、各視聴ユーザのプロフィール属性を照合する。そ
の後、注目すべき瞬間の視聴を視聴ユーザが求めた場合に、メディアプレゼンテーション
システム１０２は、過去に識別していたとともに該視聴ユーザについて照合済みの注目す
べき瞬間のうちの１つまたは複数を視聴ユーザに提供することができる。
【０１８０】
　上記の追加または代替として、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、イベン
トの潜在的に注目すべき瞬間が発生した際または発生した後に、該注目すべき瞬間を識別
することができるものの、任意の視聴ユーザと関連付けることはできない。後々、注目す
べき瞬間の視聴を視聴ユーザが求めた場合に、メディアプレゼンテーションシステム１０
２は、視聴ユーザのプロフィール属性およびソーシャルデータの両方または一方に基づい
て、視聴ユーザに提供する１つまたは複数の注目すべき瞬間を識別することができる。ま
た、視聴ユーザがさまざまな注目すべき瞬間を視聴するとともに、別のプロフィール属性
を示している場合（たとえば、特定のアスリートによるスポーツ競技を再生している場合
、特定のアーティストによる注目すべき瞬間をスキップしている場合、注目すべき瞬間に
「いいね！」している場合等）、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、別の注
目すべき瞬間の識別、および、視聴ユーザに対して識別された注目すべき瞬間の優先順位
の付け直しの両方または一方を行うようにしてもよい。さらに、メディアプレゼンテーシ
ョンシステム１０２は、視聴ユーザの相互作用から集めたフィードバックに基づいて、視
聴ユーザに対して過去に識別した１つまたは複数の注目すべき瞬間を更新および削除また
は更新もしくは削除するようにしてもよい。たとえば、視聴ユーザが特定種類の注目すべ
き瞬間をスキップしている場合、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、該視聴
ユーザに対して識別された同様の注目すべき瞬間の優先性を削除または抑制するようにし
てもよい。
【０１８１】
　図４Ｃに戻って、ステップ４４２においては、関連するメディアストリームから識別さ
れた注目すべき瞬間から、メディアプレゼンテーションシステム１０２がメディアセグメ
ントを作成する。より具体的に、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、識別さ
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れた注目すべき各瞬間についてメディアセグメントを生成する。メディアプレゼンテーシ
ョンシステム１０２は、イベントに対応するメディアストリームからのセグメントの抽出
およびコピーの両方または一方によって、メディアセグメントを作成することができる。
上述の通り、場合によっては、メディアプレゼンテーションシステム１０２が単一の注目
すべき瞬間から複数のメディアセグメントを作成する。たとえば、メディアプレゼンテー
ションシステム１０２は、注目すべき瞬間が複数の関連するメディアストリームにより取
り込まれたことを識別する。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、
バスケットボールエリアの異なる場所で、３つのメディアストリームが同じブザービータ
ーシュートを取り込んでいることを識別することができる。このため、メディアプレゼン
テーションシステム１０２は、異なるアングルおよび異なる視点の両方または一方からブ
ザービーターシュートをそれぞれ取り込む３つの異なるメディアストリームに対して、複
数のメディアセグメントを生成する。１つまたは複数の実施形態において、メディアプレ
ゼンテーションシステム１０２は、２つ以上のメディアセグメントを結合して、同じ注目
すべき瞬間のさまざまな視点を含む組み合わせメディアセグメントを作成することができ
る。
【０１８２】
　図４Ｃは、メディアプレゼンテーションに目を通すリクエストを視聴クライアントデバ
イス１０４が受信するステップ４４４を示している。より具体的に、視聴ユーザは、視聴
クライアントデバイス１０４との相互作用により、メディアプレゼンテーションシステム
１０２に目を通すことを要求することができる。メディアプレゼンテーションに目を通す
（skim）ことにより、視聴ユーザは、上述の通り、メディアプレゼンテーションから、見
逃した注目すべき瞬間またはリプレイしたい注目すべき瞬間をレビューしてリプレイする
ことまたはレビューもしくはリプレイすることができる。このため、メディアプレゼンテ
ーションの過去のコンテンツに目を通すことにより、視聴ユーザは、イベントのライブ動
作に素早く「追いつく」ことができる。さらに、目を通すことによって、視聴ユーザは、
メディアプレゼンテーションから見逃した瞬間の満喫およびユーザが特に関心を持つハイ
ライトの再体験の両方または一方が可能となる。
【０１８３】
　メディアプレゼンテーションに目を通すことについてのリクエストを受信すると、視聴
クライアントデバイス１０４は、図４Ｃのステップ４４６に示すように、目を通すことに
ついてのリクエストをメディアプレゼンテーションシステム１０２に送信する。また、い
くつかの実施形態において、視聴クライアントデバイス１０４は、視聴ユーザに関するユ
ーザプロフィール情報を提供することによって、上述の通り、メディアプレゼンテーショ
ンシステム１０２が１つまたは複数のメディアセグメントを識別して視聴ユーザに提供す
ることを補助するようにしてもよい。さらに、上述の通り、メディアプレゼンテーション
システム１０２は、ユーザのプロフィール情報およびユーザの相互作用を用いることによ
り、視聴ユーザに対して識別した注目すべき瞬間を更新することができる。
【０１８４】
　メディアプレゼンテーションに目を通すことへの視聴ユーザのリクエストの受信に応答
して、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、図４Ｃに示すステップ４４８のよ
うに、１つまたは複数のメディアセグメントを視聴クライアントデバイス１０４に提供す
る。メディアプレゼンテーションシステム１０２は、データストリームで、メディアセグ
メントを視聴クライアントデバイス１０４に提供することができる。あるいは、メディア
プレゼンテーションシステム１０２は、離散データファイルの形態でメディアセグメント
を提供することができる。ステップ４５０において、視聴クライアントデバイス１０４は
、これらのメディアセグメントを視聴ユーザに提示する。一例として、視聴クライアント
デバイス１０４は、メディアプレゼンテーションシステム１０２からの対応するメディア
セグメントを受信すると、該メディアセグメントを再生し始める。さらに、視聴クライア
ントデバイス１０４は、ステップ４５２に示すように、視聴ユーザによるメディアセグメ
ントの検索を可能にする。たとえば、視聴クライアントデバイス１０４は、上述の通り、
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注目すべき瞬間に対応するメディアセグメントの一時停止、再生、スキップ、リプレイ、
再生速度の調整等を行うオプションを視聴ユーザに提供する。また、視聴クライアントデ
バイス１０４は、（たとえば、グリッドレイアウトで表示された）複数のメディアセグメ
ントをユーザが視聴するとともにメディアセグメントのうちの再生する１つを選択できる
ようにする検索ツールを提供することができる。
【０１８５】
　一例としてステップ４４４～４５２に示すように、ジェーン（Ｊａｎｅ）という名の視
聴ユーザは、ビヨンセのコンサートの途中でコンサートのメディアプレゼンテーションに
アクセスする。参加してから、視聴クライアントデバイス１０４は、ビヨンセのコンサー
トのジェーンに対して、ビヨンセの公演の関連するメディアストリームを切り替える生成
メディアストリームを提示する。参加後、ジェーンは、ビヨンセがジェーンのお気に入り
の歌のうちの１曲を歌った場合等、ビヨンセのコンサートからの、見逃した瞬間の視聴を
要求する場合がある。このため、視聴クライアントデバイス１０４は、このリクエストを
メディアプレゼンテーションシステム１０２に送信するようにしてもよい。これに応答し
て、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、コンサート中に発生した１つまたは
複数の注目すべき瞬間に対応するメディアセグメントを視聴クライアントデバイス１０４
に送信するが、これらの一部または全部は、ジェーンのお気に入りのビヨンセの歌等、ジ
ェーンが特別な関心を持っているものである可能性がある。さらに、ジェーンは、たとえ
ば関心の低い瞬間をスキップしてライブの公演に追いつくことにより、さまざまなメディ
アセグメントを検索するようにしてもよい。
【０１８６】
　図５～図７は、複数のユーザがイベント（たとえば、野球の試合）からのメディアスト
リームを本明細書に記載のメディアプレゼンテーションシステム１０２に提供するととも
に、メディアプレゼンテーションシステム１０２が１つまたは複数のメディアストリーム
を少なくとも１人の視聴ユーザに提供する場合の説明に役立つ実例を示している。特に、
図５は、メディアプレゼンテーションシステムの複数のユーザが野球の試合のメディアス
トリームを提供する野球場を示している。図６は、図５の野球の試合において取り込みユ
ーザにより提供される例示的なメディアストリームを示している。さらに、図７は、野球
の試合にいる取り込みユーザにより提供されたメディアストリームからミックスメディア
ストリーム（たとえば、生成メディアストリーム）を作成する方法を示したシーケンスフ
ロー図である。
【０１８７】
　上述の通り、図５は、野球の試合を行っている野球場５００を示している。野球場５０
０では、メディアプレゼンテーションシステム１０２の１人または複数の取り込みユーザ
が野球の試合を見に行っていてもよい。図５に示すように、取り込みユーザは、球場全体
の異なる場所に位置する。取り込みユーザには、ジェイク（Ｊａｋｅ）５１２ａ、スー（
Ｓｕｅ）５１２ｂ、マーク（Ｍａｒｋ）５１２ｃ、リサ（Ｌｉｓａ）５１２ｄ、ロブ（Ｒ
ｏｂ）５１２ｅ、およびライアン（Ｒｙａｎ）５１２ｆを含む（「取り込みユーザ５１２
」と総称する）。取り込みユーザ５１２はそれぞれ、メディアストリームをメディアプレ
ゼンテーションシステム１０２に提供可能なクライアントデバイス（たとえば、取り込み
クライアントデバイス）と関連付けられている。
【０１８８】
　１つまたは複数の実施形態において、クライアントデバイスは、該クライアントデバイ
スの位置をメディアプレゼンテーションシステム１０２に対して自動的に報告する機能を
具備していてもよい。たとえば、クライアントデバイスの一部は、ＧＰＳおよびＷｉ－Ｆ
ｉの両方または一方を用いて、それぞれの位置を識別するようにしてもよい。あるいは、
取り込みユーザが手動で該取り込みユーザの位置を入力するようにしてもよい。たとえば
、取り込みユーザは、自分が野球場のどこに座っているのかを、球場マップ上で識別する
ようにしてもよい。別の例において、取り込みユーザは、会場およびシートの位置（たと
えば、セクション、列、シート）を提供することができる。クライアントデバイスは、そ
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の位置の決め方に関わらず、その位置または位置情報をメディアプレゼンテーションシス
テム１０２に報告するようにしてもよい。各ユーザの位置に基づいて、メディアプレゼン
テーションシステム１０２は、野球場５００と他の取り込みユーザ５１２とに対する各ユ
ーザの位置を示す位置マップまたは図表を追加するようにしてもよい。たとえば、図５に
示すように、ジェイク５１２ａおよびスー５１２ｂはレフトの隣に位置し、マーク５１２
ｃはホームベースの背後におり、リサ５１２ｄおよびライアン５１２ｆは一塁線に沿い、
ロバート（Ｒｏｂｅｒｔ）５１２ｄはセンター背後の大型スクリーン５１４の前に位置す
る。
【０１８９】
　野球の試合中、取り込みユーザ５１２のうちの１人または複数はそれぞれ、メディアス
トリームをメディアプレゼンテーションシステム１０２に提供することができる。本明細
書に記載の通り、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアストリームを
視聴ユーザに提供するようにしてもよい。たとえば、野球の試合全体の異なる時間に、マ
ーク５１２ｃは、自身のクライアントデバイスを使って、強打者が打席に入った場合、ホ
ームベースでプレイがあった場合、ピッチャーマウンド上で相談があった場合等、ホーム
ベース背後からのメディアストリームを提供する。また、他の取り込みユーザ５１２も、
野球場５００内のそれぞれの位置からのメディアストリームを提供するようにしてもよい
。取り込みユーザ５１２は野球場５００内に散らばっているため、２人以上の取り込みユ
ーザ５１２がメディアを取り込んでメディアストリームを同時に提供する場合、メディア
プレゼンテーションシステム１０２は、イベントのメディアプレゼンテーションを視聴し
ている視聴ユーザに、どのメディアストリームを提供するかを決定することができる。さ
らに、上述の通り、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、さまざまな取り込み
ユーザ５１２のクライアントデバイスからのさまざまなメディアストリームを切り替える
ことによって、野球の試合のさまざまなアングルおよび視点を視聴ユーザに提供すること
ができる。
【０１９０】
　取り込みユーザ５１２がメディアストリームを取り込んでメディアプレゼンテーション
システム１０２に提供することのほか、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、
放送局、ニュースクルー、テレビネットワーク、ラジオアナウンサー、プロの写真家、ま
たは野球の試合を取り込む別のエンティティ等のサードパーティからもメディアストリー
ムを取得するようにしてもよい。一例として、メディアプレゼンテーションシステム１０
２は、スポーツの放送局が提供するオーディオに、取り込みユーザ５１２が提供するビデ
オメディアストリームをミックスするようにしてもよい。このため、メディアプレゼンテ
ーションシステム１０２は、野球の試合にいる取り込みユーザ５１２により提供され、ス
ポーツアナウンサからの同期したオーディオと対になったビデオストリームを視聴ユーザ
に提供することができる。
【０１９１】
　同様に、１つまたは複数のサードパーティは、メディアプレゼンテーションシステム１
０２と通信して、野球の試合で取り込まれたメディアストリームのうちの１つまたは複数
にアクセスすることができる。たとえば、スポーツネットワークは、野球の試合にいる取
り込みユーザ５１２のうちの１人により提供された１つまたは複数のメディアストリーム
からのクリップを放送するようにしてもよい。別の例として、図５は、野球場における試
合のライブ動作およびリプレイを表示する「大型スクリーン」５１４という大型のビデオ
スクリーンを示している。メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアスト
リームを球場の制作クルーに提供するようにしてもよく、球場の制作クルーは、メディア
ストリームのうちの１つを大型スクリーン５１４に表示する（たとえば、大型スクリーン
５１４は、リサ５１２ｄが提供したメディアストリームを表示する）。
【０１９２】
　いくつかの例示的な実施形態においては、複数の取り込みユーザ５１２が、同じ場所、
カメラアングル、または同じ視点からメディアストリームを取り込んでいてもよい。これ
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らの実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、取り込みユーザ
５１２のうちの１人に、該ユーザが冗長なメディアストリームを提供している旨の通知を
与えるようにしてもよい。さらに、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メデ
ィアストリームのメディア特性の比較に基づいて、どのメディアストリームが冗長である
かを決定するようにしてもよい。たとえば、図５に示すように、ジェイク５１２ａおよび
スー５１２ｂは互いに近く位置している。メディアプレゼンテーションシステム１０２は
、ジェイク５１２ａから提供されるメディアストリームよりもスー５１２ｂからのメディ
アストリームが全体として優れており、視点は類似しているものと判定するようにしても
よい。このため、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、ジェイク５１２ａのメ
ディアストリームがその時点では不要であることを彼に通知するようにしてもよい。さら
に、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、別の場所に移動することをジェイク
５１２ａに推奨したり、または、スー５１２ｂが野球の試合のメディアストリームを提供
しなくなったときにジェイク５１２ａに通知したりすることが可能である。
【０１９３】
　野球の試合にいる取り込みユーザ５１２が試合のメディアストリームを提供しているこ
とのほか、メディアプレゼンテーションシステム１０２を介して、野球の試合にいる視聴
ユーザが１つまたは複数のメディアストリームを視聴するようにしてもよい。たとえば、
野球の試合にいる視聴ユーザがメディアプレゼンテーションシステム１０２を利用して試
合の異なるアングルを視聴するようにしてもよい。別の例として、試合で注目すべき瞬間
が発生した後は、上記のシステムおよび方法を使用して、試合で取り込まれたメディアス
トリームに視聴ユーザがアクセスすることにより、注目すべき瞬間のリプレイを視聴する
ようにしてもよい。
【０１９４】
　場合により、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、視聴ユーザが規定の仮想
的な地理的境界エリア（すなわち、現実世界の地理的エリアに対する仮想境界）内にいる
ことおよび視聴ユーザがある時間ウィンドウを伴うことの両方または一方に基づくアクセ
ス許可等、野球の試合で取り込まれたライブのメディアストリームの配信を、試合にいる
ユーザだけに限定するようにしてもよい。たとえば、マーク５１２ｃ、リサ５１２ｄ、お
よびロブ５１２ｅが提供するメディアストリームは、ジェイク５１２ａおよびスー５１２
ｂ等、試合にいる他のユーザだけが視聴可能である。この代替または追加として、メディ
アプレゼンテーションシステム１０２は、野球の試合に来ていないメディアプレゼンテー
ションシステム１０２の他の視聴ユーザにメディアストリームを提供するようにしてもよ
い。場合により、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、試合の終了後またはラ
イブのストリーミングメディアセグメントが提供されてから閾値時間の経過後（たとえば
、２時間の遅れの後）にのみ、メディアセグメントへのアクセスを他者に許可するように
してもよい。
【０１９５】
　１つまたは複数の実施形態においては、ユーザのクライアントデバイスの機能に応じて
、取り込みユーザが、メディアストリームを提供しつつ、同時にメディアストリームを視
聴可能であってもよい。たとえば、クライアントデバイスは、野球の試合の取り込みビデ
オと同時にユーザが複数のメディアセグメントを視聴できるようにする分割画面を提供す
ることができる。別の例として、クライアントデバイスは、野球の試合にいる別のユーザ
５１２が提供するメディアストリームの画像上に、メディアストリームのより小さな画像
（たとえば、ピクチャ・イン・ピクチャ）を提供するようにしてもよい。
【０１９６】
　さらに説明のため、図６は、図５に示す取り込みユーザ５１２ｂ～５１２ｆにより提供
された、野球の試合のさまざまなメディアストリーム６２０ｂ～６２０ｆを示している。
一般的に、図６は、野球の試合にいる取り込みユーザ５１２ｂ～５１２ｆにより提供され
た、さまざまなアングルおよび視点を示している。特に、スー５１２ｂは、第２のメディ
アストリーム６２０ｂを提供し、これは、レフト側のスタンドからの野球の試合を映して
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いる。マーク５１２ｃは、第３のメディアストリーム６２０ｃを提供し、これは、ホーム
ベース背後からの試合のビューを映している。リサ５１２ｄは、第４のメディアストリー
ム６２０ｄを提供し、これは、マウンド上のピッチャーのビューを映している。ロブ５１
２ｅは、第５のメディアストリーム６２０ｅを提供し、これは、外野からの試合のビュー
を映している。最後に、ライアン５１２ｆは、第６のメディアストリーム６２０ｆを提供
し、これは、彼の腕時計の画像を映している。なお、スーが提供している第２のメディア
ストリーム６２０ｂを考慮するとジェイクのメディアストリームが冗長であること、およ
び、ジェイクが現在はメディアストリームをメディアプレゼンテーションシステム１０２
に提供していないこと、の両方または一方を理由に、ジェイク５１２ａからの第１のメデ
ィアストリームは示していない。
【０１９７】
　いくつかの例示的な実施形態においては、かつ図６に示すように、メディアストリーム
を提供している取り込みユーザの名前および画像の両方または一方をメディアストリーム
の左下隅に表示している。このため、視聴ユーザがメディアストリームを視聴している場
合は、該メディアストリーム内で、取り込みユーザの名前および画像の両方または一方が
視聴ユーザに表示される。たとえば、図６の第３のメディアストリーム６２０ｃの左下隅
には、マークの写真が表示されている。さらに、取り込みユーザのメディアストリームが
大型スクリーン５１４に表示されている場合、大型スクリーン５１４は、そのメディアス
トリームを提供しているのが誰なのかを球場にいるファンが確認できるように、取り込み
ユーザの名前および画像の両方または一方を表示することができる。いくつかの実施形態
において、メディアストリームは、特定のエンティティまたは企業が該メディアストリー
ムのスポンサーとなっていることを示すブランド（たとえば、ロゴ）を表示するようにし
てもよい。
【０１９８】
　場合により、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、取り込みユーザの写真お
よび情報の両方または一方を視聴ユーザから隠すこと、または、最初は視聴ユーザから見
えないようにすることが可能である。視聴ユーザが情報へのアクセスを要求すると、メデ
ィアプレゼンテーションシステム１０２は、取り込みユーザに対応する情報にメニューま
たは別の表示インタフェースを提供することができる。たとえば、メディアプレゼンテー
ションシステム１０２は、どの取り込みユーザがメディアストリームを提供しているのか
を示すクレジット表示を提示するようにしてもよい。
【０１９９】
　簡単に上述した通り、図７は、ミックスメディアストリーム（たとえば、生成メディア
ストリーム）を作成する方法７００を示したシーケンスフロー図である。説明のため、図
５に示す取り込みユーザ５１２ｂ～５１２ｆにより提供された図６に示すメディアストリ
ーム６２０ｂ～６２０ｆを参照する。したがって、メディアプレゼンテーションシステム
１０２は、図５および図６に対応する、野球の試合にいる取り込みユーザ５１２ｂ～５１
２ｆにより提供されたメディアストリームを用いることにより、ミックスメディアストリ
ーム（たとえば、生成メディアストリーム）を作成することができる。
【０２００】
　図７に示すように、メディアプレゼンテーションシステム１０２を有する１つまたは複
数のサーバ１０１は、視聴クライアントデバイス１０４および複数の取り込みクライアン
トデバイス７０５と通信する。視聴クライアントデバイス１０４および１つまたは複数の
接点クライアントデバイス７０５は、図２に関して説明したクライアントデバイス２０４
の例示的な実施形態であってもよい。さらに、メディアプレゼンテーションシステム１０
２は、本明細書に記載のメディアプレゼンテーションシステムに対応していてもよい。
【０２０１】
　ステップ７１０に示すように、複数のクライアントデバイス７０５は、イベントでメデ
ィアを取り込む。特に、取り込みユーザ５１２ｂ～５１２ｆ（たとえば、スー５１２ｂ、
マーク５１２ｃ、リサ５１２ｄ、ロブ５１２ｅ、およびライアン５１２ｆ）は、複数の取
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り込みクライアントデバイス７０５を用いて、野球の試合のビデオを取り込む。野球の試
合のコンテンツ取り込むと、かつ図７のステップ７１２に示すように、取り込みユーザ５
１２ｂ～５１２ｆがそれぞれメディアストリーム（たとえば、メディアストリーム６２０
ｂ～６２０ｆ）をメディアプレゼンテーションシステム１０２に送信する。
【０２０２】
　複数のメディアストリーム６２０ｂ～６２０ｆを受信すると、メディアプレゼンテーシ
ョンシステム１０２は、ステップ７１４に示すように、各メディアストリームのメディア
特性を決定する。上述の通り、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディア
ストリームを解析することにより、メディアストリームと関連付けられた１つもしくは複
数のメディア特性、および、メディアストリームに示された１つもしくは複数のメディア
特性、の両方または一方を識別することができる。一例として、メディアプレゼンテーシ
ョンシステム１０２は、スー５１２ｂが提供する第２のメディアストリーム６２０ｂを解
析することにより、メディア特性を識別するようにしてもよい。図示のように、第２のメ
ディアストリーム６２０ｂは、レフトに近く三塁線に沿ったスタンドからのスーの視点で
の野球場のフィールドを映している。第２のメディアストリーム６２０ｂに基づいて、メ
ディアプレゼンテーションシステム１０２は、スーの取り込みクライアントデバイスの信
号強度、第２のメディアストリーム６２０ｂの解像度およびフレームレートの両方または
一方、第２のメディアストリーム６２０ｂの不安定さ、球場に対するスーの位置（たとえ
ば、球場におけるスーの場所）、ならびにスーの取り込みクライアントデバイスがどの方
向を向いているか（たとえば、ジャイロスコープを用いてスーのクライアントデバイスが
フィールドに向いていることを検出して確認するか、または検出もしくは確認する）等の
メディア特性を識別することができる。
【０２０３】
　また、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、第２のメディアストリーム６２
０ｂのアングルおよび視点（たとえば、パノラマ、広角、接写、超接写等のズームレベル
）、スーとフィールド上の動作との近さ（たとえば、動作がスーの近くで起こっているか
否か）等、第２のメディアストリーム６２０ｂ自体から別のメディア特性を識別すること
ができる。さらに、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、第２のメディアスト
リーム６２０ｂが認識可能なオーディオを含むか否か、ノイズおよび干渉の量、どの周波
数がより顕著であるか、ならびにボリュームレベル等、オーディオの特徴に対応するメデ
ィア特性を識別することができる。
【０２０４】
　場合により、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、画像認識を用いて別のメ
ディア特性を識別することができる。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１
０２は、ピッチャーの顔、および、ユニフォーム上のピッチャーの名前もしくは番号、の
両方または一方の認識に基づいて、第４のメディアストリーム６２０ｄが特定のピッチャ
ーを映しているものと判定する。同様に、メディアプレゼンテーションシステム１０２は
、音声認識を用いてメディア特性を検出するようにしてもよい。たとえば、メディアプレ
ゼンテーションシステム１０２は、音声認識を用いて、特定の選手が打席に入ったタイミ
ングを識別する。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、球場のアナ
ウンサーが「次は、ブライス・ハーパー（Ｂｒｙｃｅ　Ｈａｒｐｅｒ）」と言ったタイミ
ングを検出する。
【０２０５】
　いくつかの実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、サード
パーティソースからのメタデータを用いてメディアストリームのメディア特性を識別する
ようにしてもよい。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、試合のア
ナリストから試合の統計情報およびデータを受信するようにしてもよい。たとえば、試合
の統計情報によって、各選手が打席に入るタイミング、選手が注目すべきプレイをするタ
イミング、スコアが変化するタイミング等をメディアプレゼンテーションシステム１０２
に知らせるようにしてもよい。この情報を用いることにより、メディアプレゼンテーショ
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ンシステム１０２は、メディアストリーム６２０ｂ～６２０ｆそれぞれについて、１つま
たは複数の、コンテキストに応じたメディア特性を生成することができる。言い換えると
、選手が打席に入ったりまたはプレイしたりするたび、メディアプレゼンテーションシス
テム１０２は、選手の行為およびその行為が起こった時間間隔を示すメディア特性を、複
数のメディアストリーム６２０ｂ～６２０ｆのうちの１つまたは複数と関連付けることが
できる。そして、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、注目すべき瞬間を識別
する場合、コンテキストに応じた情報およびメディア特性の両方または一方を使用するこ
とができる。
【０２０６】
　以下に別途詳しく説明する通り、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、複数
のメディアストリーム６２０ｂ～６２０ｆからミックスメディアストリームを作成する。
特に、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、各メディアストリームのメディア
特性を決定したら、メディアストリームのうちの１つまたは複数を選択してミックスメデ
ィアストリームに使用することができる。さらに、メディアプレゼンテーションシステム
１０２は、さまざまな生成テンプレートまたはビデオフォーマットの使用により、各メデ
ィアストリームのメディア特性を織り込むことのほか、あるメディアストリームから別の
メディアストリームに切り替えるタイミングを決定することができる。
【０２０７】
　たとえば、ステップ７１６において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、
メディア特性に基づいて、メディアストリーム６２０ｂ～６２０ｆからビデオ品質が最も
高いメディアストリームを選択する（たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１
０２は、ビデオ品質によって、メディアストリームからビデオストリームを選択する）。
たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、安定性、カメラアングル、ズ
ームレベル、顔認識、画像認識、取り込みクライアントデバイスの位置、動作の網羅範囲
等のバランスが最も良いメディアストリームがどれであるかを決定する。たとえば、メデ
ィアプレゼンテーションシステム１０２は、リサ５１２ｄからの第４のメディアストリー
ム６２０ｄが最高のビデオ品質であるものと判定する。また、メディアプレゼンテーショ
ンシステム１０２は、ライアン５１２ｆからの第６のメディアストリーム６２０ｆが、野
球の試合から送られてはいるものの腕時計を映しており、野球の試合と関連しないことか
ら、この第６のメディアストリーム６２０ｆが最高のビデオ品質ではないと判定する。
【０２０８】
　ステップ７１８において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、決定したメ
ディア特性に基づいて、複数のメディアストリーム６２０ｂ～６２０ｆからオーディオ品
質が最も高い最良のメディアストリームを選択する（たとえば、メディアプレゼンテーシ
ョンシステム１０２は、オーディオ品質によって、メディアストリームからオーディオス
トリームを選択する）。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、オー
ディオが最も鮮明かつ干渉が最小のメディアストリームを選択する。一実施形態において
は、上述の通り、スポーツ放送システムから直接提供される場合等、サードパーティから
提供されたオーディオフィードをメディアプレゼンテーションシステム１０２が使用する
。したがって、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、あるメディアストリーム
からビデオを選択し、別のメディアストリームからオーディオを選択した場合、選択した
異なるメディアストリームのビデオストリームとオーディオストリームとをミックスする
ようにしてもよい。いくつかの例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーション
システム１０２は、複数のメディアストリームからのオーディオをミックスする。たとえ
ば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、コンサートのミックスメディアスト
リームを提供している場合、おそらくは補助マイクおよびステレオ録音デバイスの両方ま
たは一方を用いて、前の方の取り込みユーザから提供されたオーディオを主として使用す
るようにしてもよい。また、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、イベントの
その他さまざまな取り込みクライアントデバイスからのオーディオの一部を組み込むこと
ができる。
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【０２０９】
　ステップ７２０において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は任意選択とし
て、ビデオ編集を行うようにしてもよい。上述の通り、メディアプレゼンテーションシス
テム１０２は、画像トリミング、画像安定化、赤目軽減、サイズ変更、回転、トリミング
、レタッチ等のビデオ編集を行うようにしてもよい。さらに、メディアプレゼンテーショ
ンシステム１０２は、メディアストリームのオーディオトラックにオーディオフィルタを
適用することができる。このため、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、ミッ
クスメディアストリームを作成して視聴ユーザに提供する前に、選択した各メディアスト
リームの全体品質を向上させることができる。たとえば、いくつかの例示的な実施形態に
おいて、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、テキスト、ステッカー、サウン
ド／音楽、音声フィルタ、および視覚フィルタ等のさまざまな編集効果を追加することが
できる。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアストリーム
に対してスマートテキスト（smart text）を動的に追加することができる。一般的に、ス
マートテキストには、メディアストリームで検出された物体と関連付けられたテキスト等
、コンテキスト的に関連するテキストを含む。さらに、スマートテキストには、表意文字
、顔文字、ピクトグラム、メディアストリーム周りのフレームもしくは境界、またはメデ
ィアストリーム内のメディアと視覚的に相互作用する他のグラフィックス等、ステッカー
または他の非テキストグラフィックスを含み得る。
【０２１０】
　いくつかの例示的な実施形態において、スマートテキストは、メディアストリーム内の
識別特徴に対して固定することができる。このため、スマートテキストは、識別特徴と関
連してメディアストリーム内を移動し得る。たとえば、フットボール選手の隣にその名前
が表示されている場合、フットボール場全体でフットボール選手が移動した際に、メディ
アプレゼンテーションシステム１０２は、画像内のフットボール選手と関連してラベルを
移動させることができる。同様に、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、異な
るアングルからフットボール場を映しているメディアストリームを切り替える場合、スマ
ートテキストを動的に位置決めし直して、フットボール選手と並べ直すことができる。
【０２１１】
　さらに、メディアストリーム内のコンテンツの検出に基づくスマートテキストのメディ
アストリームへの追加に関連して、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、識別
コンテンツの形状または軌道と一致するようにスマートテキストを追加することができる
。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアストリーム中の湾
曲物体を検出した場合、この湾曲物体の湾曲縁部に沿ってスマートテキストを表示するこ
とができる。同様に、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、検出物体の形状ま
たは外形が変化した場合に、スマートテキストの形状を変化させることができる。たとえ
ば、メディアストリームがある主題にズームインした場合は、該主題と関連付けられたテ
キストラベルのサイズも大きくなる可能性がある。
【０２１２】
　例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、（たとえ
ば、画像認識により検出された）メディアストリーム内のコンテンツおよびメディアスト
リームと関連付けられたメタデータ（たとえば、位置、時間、タグ等）の両方または一方
に基づいて、どのスマートテキストを追加するかを提案するようにしてもよい。たとえば
、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、メディアストリームが特定のテーマ（
たとえば、海、山、パーティ）と関連することを検出し、これにより、識別したテーマと
関連付けられたスマートテキストを推奨するようにしてもよい。さらに、いくつかの実施
形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、ステージ上の歌手の名前
またはリプレイで重要なプレイが表示されたアスリート等、コンテキスト的に関連するス
マートテキストを自動的に追加するようにしてもよい。
【０２１３】
　ステップ７２２に示すように、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、ビデオ
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編集を行うか否かに関わらず、選択したメディアストリームをミックスして、ミックスメ
ディアストリームを作成する。特に、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、ビ
デオ品質が最も高い選択メディアストリームをオーディオ品質が最も高い選択メディアス
トリームと結合することにより、ミックスメディアストリームを作成する。メディアプレ
ゼンテーションシステム１０２は、イベントに対応するメディアプレゼンテーション中に
ミックスメディアストリームを含めることができる。
【０２１４】
　一般的に、複数のメディアストリーム６２０ｂ～６２０ｆをミックス、結合、および切
り替える場合、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、あるメディアストリーム
から別のメディアストリームへの切り替えが視聴ユーザにとってシームレスに見えるよう
に、さまざまなメディアストリームを一体的に同期させることができる。１つまたは複数
の実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、オーディオキュー
を使用することにより、２つ以上のメディアストリームを同期させることができる。たと
えば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、同じ周波数変化を検出して、メデ
ィアストリームを整列させることができる。付加的または代替的な実施形態において、メ
ディアプレゼンテーションシステム１０２は、各メディアストリームと関連付けられたタ
イムスタンプを用いることにより、メディアストリームを整列させることができる。いく
つかの実施形態において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、光フラッシュ
のパターン等のビデオキューを使用することにより、さまざまなメディアストリームを同
期させるようにしてもよい。
【０２１５】
　図７に示すステップ７２４において、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、
視聴ユーザと関連付けられた視聴クライアントデバイス１０４に対して、ミックスメディ
アストリームを提供する。たとえば、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、視
聴ユーザが視聴クライアントデバイス上のオプションを選択して、イベントと関連付けら
れたメディアプレゼンテーションにアクセスしたことに応答して、ミックスメディアスト
リームを提供するようにしてもよい。ミックスメディアストリームを受信すると、視聴ユ
ーザは、視聴クライアントデバイス１０４を用いることにより、ミックスメディアストリ
ームを視聴するかまたは見るかもしくは聴くことができる。最初にミックスメディアスト
リームを視聴クライアントデバイス１０４に送信した後、メディアプレゼンテーションシ
ステム１０２は、ステップ７２６に示すように、メディアストリームそれぞれのメディア
特性を更新する。上述の通り、メディアプレゼンテーションシステム１０２は、各メディ
アストリームのメディア特性を継続して再評価することにより、各メディアストリームに
おける変化を考慮することができる。その結果、メディアプレゼンテーションシステム１
０２は、ビデオ品質、オーディオ品質、信号強度、カメラアングル、ユーザの過去のパフ
ォーマンス、過去の視聴／「いいね！」数等のメディア特性を再び決定する。要するに、
メディアプレゼンテーションシステム１０２は、シーケンスフローの方法７００のステッ
プ７１６～７２６を繰り返すことができる。
【０２１６】
　上記のほか、特定の結果を達成するための方法における動作およびステップを含むフロ
ーチャートに関して、本発明の実施形態を説明することも可能である。たとえば、以下に
説明する図８～図１０は、本発明の１つまたは複数の実施形態に係る例示的な方法のフロ
ーチャートである。図８～図１０に関して説明する方法は、より少ないステップ／動作ま
たはより多いステップ／動作で実行することも可能であるし、ステップ／動作を異なる順
序で実行することも可能である。また、本明細書に記載のステップ／動作は、相互にまた
は同一かもしくは類似のステップ／動作の異なる過程と並列に反復または実行可能である
。
【０２１７】
　図８は、本明細書に記載の１つまたは複数の実施形態に係る、１人または複数のユーザ
にメディアストリームを動的に提供する方法８００のフローチャートである。いくつかの
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例示的な実施形態において、方法８００は、先の図面において開示したメディアプレゼン
テーションシステム１０２等のメディアプレゼンテーションシステムにより実行されるよ
うになっていてもよい。方法８００は、メディアストリームを受信する動作８０２を含む
。特に、動作８０２には、通信システム１００の取り込みユーザ１１２と関連付けられた
クライアントデバイス１０４から、メディアストリームを受信することを含んでいてもよ
い。メディアストリームとしては、オーディオ（たとえば、オーディオストリーム）、ビ
デオ（たとえば、ビデオストリーム）、またはオーディオとビデオとの組み合わせが挙げ
られる。また、動作８０２には、イベントにいる１人または複数の取り込みユーザに対応
する１つまたは複数のメディアストリームを受信することを含んでいてもよい。同様に、
方法８００には、メディアストリームに対応するイベントを識別する動作を含んでいても
よい。
【０２１８】
　また、方法８００は、メディアストリームの特性を決定する動作８０４も含む。特に、
動作８０４は、メディアストリームの１つまたは複数のメディア特性を決定することを含
んでいてもよい。たとえば、動作８０４は、メディアストリームの解析によって、ビデオ
特性、オーディオ特性、信号強度特性、および／またはメタデータ特性等のメディア特性
を識別することを含んでいてもよい。場合により、方法８００は、視聴ユーザグループに
メディアストリームを送信することを決定する前に、１つまたは複数のメディア特性に重
み付けする動作を含んでいてもよい。
【０２１９】
　方法８００は、視聴ユーザグループにメディアストリームを送信することを決定する動
作８０６を含む。特に、動作８０６は、１つまたは複数のメディア特性に基づいて、視聴
ユーザグループにメディアストリームを送信することを決定することを含んでいてもよい
。たとえば、動作８０６は、メディアストリームの他者との共有前に、メディアストリー
ムが最低品質標準を満たすかを判定することを含んでいてもよい。たとえば、動作８０６
は、ビデオ品質およびオーディオ品質の両方または一方に対応するメディアストリームの
メディア特性が閾値レベルを上回っているものと判定することをさらに含んでいてもよい
。
【０２２０】
　また、方法８００は、視聴ユーザグループにメディアストリームを送信する動作８０８
を含む。特に、動作８０８は、メディアストリーム特性が他者とのメディアストリームの
共有に値する場合に、視聴ユーザグループにメディアストリームを送信することを含んで
いてもよい。ユーザグループにメディアストリームを送信すると、視聴ユーザグループの
１人または複数の取り込みユーザからのフィードバックを受信するようになっていてもよ
い。たとえば、視聴ユーザグループ中の視聴ユーザは、メディアストリームに対して、コ
メント、「いいね！」、評価、または共有を行う場合がある。
【０２２１】
　方法８００は、特性における変化を検出する動作８１０をさらに含む。特に、動作８１
０は、１つまたは複数のメディア特性における変化を検出することを含んでいてもよい。
場合により、１つまたは複数のメディア特性における変化を検出する動作８１０は、メデ
ィアストリームに対するアクセスおよび相互作用の両方または一方を行う視聴ユーザグル
ープ中の視聴ユーザの数を検出することを含んでいてもよい。また、動作８１０は、メデ
ィアストリームのビデオ品質、オーディオ品質、または他のメディア特性における変化を
検出することを含んでいてもよい。さらに、方法８００は、１つまたは複数のメディア特
性における検出された変化に基づいて、メディアストリームにアクセスしている視聴ユー
ザ数が閾値数に達したものと判定する動作を含んでいてもよい。
【０２２２】
　方法８００は、検出された変化に基づいて上記グループを修正する動作８１２をさらに
含む。特に、動作８１２は、１つまたは複数のメディア特性における検出された変化に基
づいて、視聴ユーザグループを修正することを含んでいてもよい。いくつかの例示的な実
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施形態において、動作８１２は、視聴ユーザグループに対する視聴ユーザの追加、置換、
または排除を含んでいてもよい。
【０２２３】
　方法８００は、修正した視聴ユーザグループにメディアストリームを送信する動作８１
４をさらに含む。また、方法８００は、視聴ユーザと関連付けられたクライアントデバイ
ス上のメディアプレゼンテーションフィードにおいて、対応するメディアストリームをそ
れぞれ含む複数のメディアプレゼンテーションを提供し、対応するメディアストリームの
提示それぞれの１つまたは複数のメディア特性を決定し、対応するメディアストリームそ
れぞれについて決定した１つまたは複数のメディア特性に基づいて、複数のメディアプレ
ゼンテーションをメディアプレゼンテーションフィードにおいて優先させる動作を含んで
いてもよい。
【０２２４】
　いくつかの例示的な実施形態において、方法８００は、視聴ユーザグループの視聴ユー
ザから、１人または複数の別の視聴ユーザとメディアストリームを共有するリクエストを
受信する動作を含んでいてもよい。また、方法８００は、リクエストに応答して、メディ
アストリームへのリンクを含むメッセージを生成して、リンクを含むメッセージを１人ま
たは複数の別の視聴ユーザに送信する動作を含んでいてもよい。１つまたは複数の実施形
態において、方法８００は、通信システムの別の取り込みユーザと関連付けられた別のク
ライアントデバイスから別のメディアストリームを受信し、ユーザグループに別のメディ
アストリームを送信することを決定し、メディアストリームと上記別のメディアストリー
ムとを含むメディアプレゼンテーションの一部として、視聴ユーザグループに上記別のメ
ディアストリームを送信する動作を含んでいてもよい。また、方法８００は、視聴ユーザ
と関連付けられたクライアントデバイス上のメディアプレゼンテーションフィードにおい
て、メディアストリームと上記別のメディアストリームとを含むメディアプレゼンテーシ
ョンを提供する動作を含んでいてもよい。
【０２２５】
　別の実施形態において、方法８００は、視聴ユーザグループにメディアストリームを送
信する前に、メディアストリームに生成編集を適用する動作を含んでいてもよい。場合に
より、生成編集を適用することは、メディアストリームに正方形トリミングを適用するこ
とを含む。さらに、場合により、生成編集を適用することは、クライアントデバイスから
受信したジャイロ情報に基づいてメディアストリームを安定させることを含む。
【０２２６】
　図９は、本明細書に記載の１つまたは複数の実施形態に係る、複数の関連するメディア
ストリームからメディアストリームを生成する方法９００のフローチャートである。いく
つかの例示的な実施形態において、方法９００は、先の図面に関して上述したメディアプ
レゼンテーションシステム１０２等のメディアプレゼンテーションシステムにより実行さ
れるようになっていてもよい。
【０２２７】
　方法９００は、関連するメディアストリームを取り込みユーザから受信する動作９０２
を含む。特に、動作９０２は、対応する複数の取り込みユーザと関連付けられた複数のク
ライアントデバイスから、複数の関連するメディアストリームを受信することを含んでい
てもよい。たとえば、動作９０２は、コンサート、スポーツの試合、スピーチ、パフォー
マンス等の共通のイベントの複数の取り込みユーザからさまざまなメディアストリームを
受信することを含んでいてもよい。
【０２２８】
　また、方法９００は、メディアプレゼンテーションを視聴ユーザに送信する動作９０４
も含む。特に、動作９０４は、複数のメディアストリームからのコンテンツを含むメディ
アプレゼンテーションを視聴ユーザ１１０と関連付けられたクライアントデバイス１０４
に送信することを含んでいてもよい。たとえば、動作９０４は、関連するメディアストリ
ームからの１つまたは複数のメディアストリームをミックスしてメディアプレゼンテーシ
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ョンを生成することと、該メディアプレゼンテーションを視聴ユーザに送信することとを
含んでいてもよい。いくつかの例示的な実施形態において、メディアプレゼンテーション
は、共通の場所で取り込まれた１つまたは複数のメディアストリームを表していてもよい
。たとえば、いくつかの実施形態において、動作９０４は、仮想的に規定された地理的境
界を有するイベントである共通の場所で、メディアストリームが取り込みユーザにより提
供されているものと判定することを含んでいてもよい。
【０２２９】
　方法９００は、各メディアストリームの特性のデータストリームを生成する動作９０６
をさらに含んでいてもよい。特に、動作９０６は、メディアストリームそれぞれの時間ベ
ースのメディア特性のデータストリームを生成することを含んでいてもよい。動作９０６
は、各メディアストリームのメディア特性を決定することを含んでいてもよい。決定した
メディア特性を用いることにより、動作９０６は、該決定したメディア特性をデータスト
リームで送信することを含み得る。さらに、メディア特性の更新により、動作９０６は、
更新されたメディア特性をデータストリームで送信することを含み得る。
【０２３０】
　また、方法９００は、メディアプレゼンテーション内で提供する第１のメディアストリ
ームを選択する動作９０８を含む。特に、動作９０８は、データストリーム内の時間ベー
スのメディア特性に基づいて、複数のメディアストリームから第１のメディアストリーム
を選択してメディアプレゼンテーション内で提供することを含んでいてもよい。たとえば
、動作９０８は、第１のメディアストリームがその他のメディアストリームを上回る最良
かまたは少なくとも平均を上回るメディア特性を有することに基づいて、該第１のメディ
アストリームを選択することを含んでいてもよい。
【０２３１】
　方法９００は、第１のメディアストリームを提供することから、メディアプレゼンテー
ション内で第２のメディアストリームを提供することに切り替える動作９１０を含む。特
に、動作９１０は、データストリーム内の更新された時間ベースのメディア特性に基づい
て、第１のメディアストリームを提供することから、メディアプレゼンテーション内で複
数のメディアストリームからの第２のメディアストリームを提供することに切り替えるこ
とを含んでいてもよい。たとえば、動作９１０は、データストリーム内の更新された時間
ベースのメディア特性に基づいて、現在、第２のメディアストリームが第１のメディアス
トリームよりも優れたメディア特性を有するものと検出することを含んでいてもよい。
【０２３２】
　また、方法９００は、第１のメディアストリームおよび第２のメディアストリームがと
もに共通の主題を取り込むことを識別し、第１のメディアストリームおよび第２のメディ
アストリームが共通の主題の異なる視点を提供することを検出する動作であって、第１の
メディアストリームを選択することが、第１のメディアストリームにより提供される視点
に少なくとも部分的に基づいて第１のメディアストリームを選択することを含む、動作を
含んでいてもよい。
【０２３３】
　いくつかの例示的な実施形態において、方法９００は、複数のメディアストリームから
第３のメディアストリームを識別し、データストリーム内の時間ベースのメディア特性に
基づいて、第３のメディアストリームからオーディオを選択し、メディアプレゼンテーシ
ョン内で第１のメディアストリームを提供する前に、第３のメディアストリームからのオ
ーディオを第１のメディアストリームにミックスする動作を含んでいてもよい。さらに、
方法９００は、メディアプレゼンテーション内で第２のメディアストリームを提供する場
合に、第３のメディアストリームからのオーディオを第２のメディアストリームにミック
スする動作を含んでいてもよい。他の実施形態において、方法９００は、第１のメディア
ストリーム内のインフルエンサーの顔を検出し、第１のメディアストリーム内のインフル
エンサーの顔の検出に基づいて、第１のメディアストリームと関連付けられたメディア特
性を更新する動作を含んでいてもよい。
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【０２３４】
　いくつかの実施形態において、方法９００は、メディアプレゼンテーション内で提供さ
れている第２のメディアストリームの無音期間を検出し、第１のメディアストリームから
過去のセグメントを識別し、メディアプレゼンテーション内で第２のメディアストリーム
を提供することから、第１のメディアストリームから識別した過去のセグメントを提供す
ることに切り替える動作を含んでいてもよく、第１のメディアストリームから過去のセグ
メントを識別することは、視聴ユーザから受信したフィードバックに基づいて、第１のメ
ディアストリームから過去のセグメントを識別することを含む。
【０２３５】
　さらに、１つまたは複数の実施形態において、方法９００は、生成ユーザと関連付けら
れたクライアントデバイスに対して、関連するメディアストリームを提供し、生成ユーザ
と関連付けられたクライアントデバイスに対して、ライブの関連するメディアストリーム
のうち、どのメディアストリームをメディアプレゼンテーション内で提供するかを選択す
る制御を渡し、生成ユーザと関連付けられたクライアントデバイスから、関連するメディ
アストリームのうちのメディアプレゼンテーションに含めるメディアストリームの選択を
受信する動作を含んでいてもよい。また、方法９００は、生成ユーザと関連付けられたク
ライアントデバイスから、どの取り込みユーザがメディアストリームを提供可能であるか
の指定を受信する動作であり、場合により、生成ユーザがインフルエンサーである、動作
を含んでいてもよい。また、方法９００は、データストリーム内の時間ベースのメディア
特性に基づいて、生成ユーザが選択してメディアプレゼンテーション内で提供するメディ
アストリームを推奨する動作も含んでいてもよい。
【０２３６】
　また、いくつかの実施形態において、方法９００は、第２のメディアストリーム内の物
体を検出し、識別した物体に対応するテキストを識別し、テキストを物体に隣接させて第
２のメディアストリームに追加し、追加したテキストにより、識別した物体を第２のライ
ブメディアストリーム内で追跡する動作も含んでいてもよい。
【０２３７】
　図１０は、本明細書に記載の１つまたは複数の実施形態に係る、メディアストリームの
注目すべき瞬間を識別して提供する方法１０００のフローチャートである。いくつかの例
示的な実施形態において、方法１０００は、先の図面において開示したメディアプレゼン
テーションシステム１０２等のメディアプレゼンテーションシステムにより実行されるよ
うになっていてもよい。
【０２３８】
　方法１０００は、取り込みユーザから、イベントに対応するメディアストリームを受信
する動作１００２を含む。特に、動作１００２は、複数の取り込みユーザから、イベント
に対応する複数のメディアストリームを受信することを含んでいてもよい。たとえば、動
作１００２は、コンサート、スポーツの試合、スピーチ、パフォーマンス等の共通のイベ
ントの複数の取り込みユーザからさまざまなメディアストリームを受信することを含んで
いてもよい。また、動作１００２は、視聴ユーザと関連付けられたクライアントデバイス
に対して、イベントと関連付けられたメディアストリームを含むメディアプレゼンテーシ
ョンを提供することを含んでいてもよく、１つまたは複数のメディアセグメントを提供す
ることは、メディアプレゼンテーション内で１つまたは複数のメディアセグメントを提供
することを含む。場合により、１つまたは複数のメディアセグメントは、視聴ユーザと関
連付けられたクライアントデバイスに対してメディアストリーム内で提供される。他の実
施形態において、１つまたは複数のメディアセグメントは、視聴ユーザと関連付けられた
クライアントデバイスに対してメディアストリーム内で提供される。
【０２３９】
　また、方法１０００は、イベントから注目すべき瞬間を識別する動作１００４も含む。
特に、動作１００４は、複数のメディアストリームのうちの少なくとも１つのメディアス
トリームにより取り込まれたイベントから、複数の注目すべき瞬間を識別することを含ん
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でいてもよい。たとえば、動作１００４は、イベントに対応するソーシャルデータに基づ
いて、複数のメディアセグメントから１つまたは複数のメディアセグメントを識別するこ
とを含んでいてもよく、場合により、イベントに対応するソーシャルデータは、注目すべ
き各瞬間の視聴を含む。
【０２４０】
　また、１つまたは複数の実施形態において、方法１０００は、複数のメディアストリー
ムにより取り込まれたイベントの注目すべき瞬間を識別し、識別した注目すべき瞬間に対
応する複数のメディアセグメントを生成し、複数のメディアストリームのうちの異なるメ
ディアストリームから各メディアセグメントを生成する、動作であって、視聴ユーザと関
連付けられたクライアントデバイスに対して、複数の注目すべき瞬間のうち、識別した注
目すべき瞬間に対応する１つまたは複数を提供する動作も含んでいてもよい。
【０２４１】
　また、方法１０００は、識別した注目すべき瞬間に対応するメディアセグメントを生成
する動作１００６を含む。特に、動作１００６は、識別した複数の注目すべき瞬間に対応
する複数のメディアセグメントを生成することを含んでいてもよい。たとえば、動作１０
０６は、イベントで発生した識別済みの注目すべき瞬間に対応するメディアセグメントを
生成して格納することを含んでいてもよい。
【０２４２】
　方法１０００は、視聴ユーザのプロフィール属性に基づいてメディアセグメントを識別
する動作１００８を含む。特に、動作１００８は、視聴ユーザの１つまたは複数のプロフ
ィール属性に基づいて、複数のメディアセグメントから１つまたは複数のメディアセグメ
ントを識別することを含んでいてもよい。場合により、視聴ユーザのプロフィール属性と
しては、視聴ユーザの関心、視聴ユーザによるコメント、または視聴ユーザによる共有が
挙げられる。
【０２４３】
　方法１０００は、メディアセグメントを視聴ユーザに提供する動作１０１０を含む。特
に、動作１０１０は、視聴ユーザと関連付けられたクライアントデバイスに１つまたは複
数のメディアセグメントを提供することを含んでいてもよい。たとえば、動作１０１０は
、視聴ユーザと関連付けられたクライアントデバイスに１つまたは複数のメディアセグメ
ントを提供するリクエストを、視聴ユーザと関連付けられたクライアントデバイスから受
信することを含んでいてもよい。
【０２４４】
　いくつかの実施形態において、方法１０００は、複数の取り込みユーザからの複数のメ
ディアストリームからメディアストリームを生成し、視聴ユーザと関連付けられたクライ
アントデバイスに対して、複数のメディアストリームから生成されたメディアストリーム
を提供し、複数のメディアストリームからのコンテンツのラグを検出し、選択した１つま
たは複数のメディアセグメントを上記メディアストリーム内で提供し、複数のメディアス
トリームからのコンテンツのラグの完了を検出し、複数のメディアストリームからのコン
テンツを上記メディアストリーム内で提供する動作、を含んでいてもよい。
【０２４５】
　また、方法１０００は、視聴ユーザと関連付けられたクライアントデバイスから、次の
注目すべき瞬間を検索するためのユーザ入力を受信し、次の注目すべき瞬間を検索するリ
クエストに応答して、識別した次の注目すべき瞬間を視聴ユーザと関連付けられたクライ
アントデバイスに提供する動作も含んでいてもよい。さらに、方法１０００は、視聴ユー
ザと関連付けられたクライアントデバイスに提供された１つまたは複数の注目すべき瞬間
のうちの１つを視聴ユーザがリプレイしたことを検出し、視聴ユーザと関連付けられたク
ライアントデバイスに対して、複数の注目すべき瞬間のうち、識別した注目すべき瞬間に
対応する別の注目すべき瞬間を提供する動作を含んでいてもよい。
【０２４６】
　１つまたは複数の実施形態において、方法１０００は、視聴ユーザのプロフィール属性
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における変化を検出し、視聴ユーザのプロフィール属性における変化に基づいて、複数の
メディアセグメントから、１つまたは複数の別のメディアセグメントを識別し、視聴ユー
ザと関連付けられたクライアントデバイスに対して、上記１つまたは複数の別のメディア
セグメントを提供する動作を含んでいてもよい。
【０２４７】
　本開示の実施形態は、以下により詳しく論じる通り、たとえば１つまたは複数のプロセ
ッサおよびシステムメモリ等のコンピュータハードウェアを具備した専用または汎用コン
ピュータを含んでいてもよいし、またはこれを利用したものであってもよい。また、本開
示の範囲内の実施形態には、コンピュータ実行可能命令およびデータ構造の両方または一
方を保持または格納する物理的なコンピュータ可読媒体および他のコンピュータ可読媒体
を含む。特に、本明細書に記載のプロセッサのうちの１つまたは複数は、非一時的コンピ
ュータ可読媒体において具現化されるとともに１つまたは複数のコンピューティングデバ
イス（たとえば、本明細書に記載のメディアコンテンツアクセスデバイスのいずれか）に
より実行可能な命令として少なくとも一部が実装されていてもよい。一般的に、プロセッ
サ（たとえば、マイクロプロセッサ）は、非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、メ
モリ等）から命令を受け取り、これらの命令を実行することによって、本明細書に記載の
プロセスのうちの１つまたは複数を含む１つまたは複数のプロセスを実行する。
【０２４８】
　コンピュータ可読媒体としては、汎用または専用コンピュータシステムがアクセスし得
る任意の利用可能な媒体が可能である。コンピュータ実行可能命令を格納するコンピュー
タ可読媒体は、非一時的コンピュータ可読記憶媒体（デバイス）である。コンピュータ実
行可能な命令を搬送するコンピュータ可読媒体は、伝送媒体である。このように、非限定
的な一例として、本開示の実施形態には、非一時的コンピュータ可読記憶媒体（デバイス
）および伝送媒体という少なくとも２つの明確に異なる種類のコンピュータ可読媒体を含
み得る。
【０２４９】
　非一時的コンピュータ可読記憶媒体（デバイス）としては、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、固体ドライブ（「ＳＳＤ」）（例えば、ＲＡＭベース）、フラッシ
ュメモリ、相変化メモリ（「ＰＣＭ」）、他の種類のメモリ、他の光ディスクストレージ
、磁気ディスクストレージ等の磁気ストレージデバイス、またはコンピュータ実行可能な
命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段の記憶に使用可能であると
ともに、汎用もしくは専用コンピュータによりアクセス可能なその他任意の媒体が挙げら
れる。
【０２５０】
　「ネットワーク」は、コンピュータシステムおよび／またはモジュールおよび／または
他の電子機器間で電子データを伝送可能な１つまたは複数のデータリンクとして定義され
ている。情報がネットワークまたは別の通信接続（有線、無線、または有線もしくは無線
の組み合わせ）上でコンピュータに転送または提供される場合、上記コンピュータは、そ
の接続を厳密に伝送媒体と見なす。伝送媒体としては、コンピュータ実行可能な命令また
はデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段の搬送に使用可能であるとともに、汎
用または専用コンピュータによりアクセス可能なネットワークおよび／またはデータリン
クが挙げられる。また、上記の組み合わせについても、コンピュータ可読媒体の範囲に含
まれるものとする。
【０２５１】
　さらに、コンピュータシステムのさまざまな構成要素に到達した際に、コンピュータ実
行可能な命令またはデータ構造の形態のプログラムコード手段は、伝送媒体から非一時的
コンピュータ可読記憶媒体（デバイス）へと自動的に転送可能である（その逆も可能であ
る）。例えば、ネットワークまたはデータリンク上で受信されたコンピュータ実行可能な
命令またはデータ構造は、ネットワークインタフェースモジュール（例えば、「ＮＩＣ」
）内のＲＡＭにバッファリングした後、最終的には、コンピュータシステムＲＡＭおよび
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／またはコンピュータシステムにおける低揮発性コンピュータ記憶媒体（デバイス）に転
送可能である。したがって、非一時的コンピュータ可読記憶媒体（デバイス）は、伝送媒
体も（または、主として）利用するコンピュータシステムの構成要素に含み得ることが了
解されるものとする。
【０２５２】
　コンピュータ実行可能な命令としては、例えばプロセッサで実行された場合に、特定の
機能または機能群を汎用コンピュータ、専用コンピュータ、または専用処理デバイスに実
行させる命令およびデータが挙げられる。いくつかの実施形態においては、コンピュータ
実行可能な命令が汎用コンピュータ上で実行されることにより、上記汎用コンピュータは
、本開示の実施形態の要素を実装した専用コンピュータへと変化する。コンピュータ実行
可能な命令は、例えばバイナリ、アセンブリ言語等の中間フォーマット命令、あるいはソ
ースコードであってもよい。以上、構造的特徴および／または方法論的動作に固有の表現
で主題を説明したが、添付の特許請求の範囲に規定の主題は、必ずしも上述の特徴または
動作に限定されないことが了解されるものとする。むしろ、上記特徴および動作は、特許
請求の範囲を実施する例示的な形態として開示している。
【０２５３】
　当業者であれば、パーソナル・コンピュータ、デスクトップ・コンピュータ、ラップト
ップ・コンピュータ、メッセージプロセッサ、携帯機器、マルチプロセッサシステム、マ
イクロプロセッサベースの家庭用電化製品またはプログラム可能な家庭用電化製品、ネッ
トワークＰＣ、マイクロコンピュータ、メインフレームコンピュータ、携帯電話、ＰＤＡ
，タブレット、ポケベル、ルータ、スイッチ等、さまざまな種類のコンピュータシステム
構成のネットワークコンピュータ環境において本開示が実現されるようになっていてもよ
いことが認識されよう。また、本開示は、ネットワークを通じて（有線データリンク、無
線データリンク、または有線および無線データリンクの組み合わせにより）リンクしたロ
ーカルメモリストレージデバイスおよび遠隔コンピュータシステムがともにタスクを実行
する分散システム環境において実現されるようになっていてもよい。分散システム環境に
おいては、ローカルメモリストレージデバイスおよび遠隔メモリストレージデバイスの両
者にプログラムモジュールが配置されていてもよい。
【０２５４】
　また、本開示の実施形態は、クラウドコンピュータ環境において実装可能である。本記
載において、「クラウドコンピューティング」は、設定可能なコンピュータリソースの共
有プールに対するオンデマンドネットワークアクセスを可能とするモデルとして定義され
ている。例えば、クラウドコンピューティングは、設定可能なコンピュータリソースの共
有プールに対するユビキタスかつ便利なオンデマンドアクセスを提供する市場で採用可能
である。設定可能なコンピュータリソースの共有プールは、仮想化によって迅速に開設可
能であるとともに、わずかな管理労力またはサービス・プロバイダ対話で解放可能である
ため、これに応じてスケーリング可能である。
【０２５５】
　クラウドコンピューティングモデルは、例えばオンデマンドセルフサービス、ブロード
ネットワークアクセス、リソースプーリング、ラピッドエラスティシティ、メジャードサ
ービス等のさまざまな特性で構成可能である。また、クラウドコンピューティングモデル
は、例えばサービス型ソフトウェア（「ＳａａＳ」）、サービス型プラットフォーム（「
ＰａａＳ」）、およびサービス型インフラ（「ＩａａＳ」）等のさまざまなサービスモデ
ルを提供可能である。また、クラウドコンピューティングモデルは、プライベートクラウ
ド、コミュニティクラウド、パブリッククラウド、ハイブリッドクラウド等のさまざまな
展開モデルを用いて展開可能である。本明細書および特許請求の範囲において、「クラウ
ドコンピュータ環境」は、クラウドコンピューティングを採用する環境である。
【０２５６】
　図１１は、上述のプロセスのうちの１つまたは複数を実行するように構成できる例示的
なコンピューティング・デバイス１１００のブロック図を示している。コンピューティン
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グ・デバイス１１００などの１つまたは複数のコンピューティング・デバイスが、メディ
アプレゼンテーションシステム１０２および／またはコンピューティング・デバイス１０
４，１０５，２０４，３０５，１５，４０５，７０５を実装することが理解される。図１
１に示すように、コンピューティング・デバイス１１００は、通信インフラ１１１２によ
って通信されるように結合されている、プロセッサ１１０２、メモリ１１０４、ストレー
ジデバイス１１０６、Ｉ／Ｏインタフェース１１０８、および通信インタフェース１１１
０を備える。図１１には、例示的なコンピューティング・デバイス１１００を示している
が、図１１に示す構成要素は、何ら限定を意図したものではない。他の実施形態において
は、付加的または代替的な構成要素を使用するようにしてもよい。さらに、特定の実施形
態において、コンピューティング・デバイス１１００は、図１１よりも少ない構成要素を
備える。以下、図１１に示すコンピューティング・デバイス１１００の構成要素について
、さらに詳しく説明する。
【０２５７】
　１つまたは複数の実施形態において、プロセッサ１１０２は、コンピュータプログラム
を構成する命令等を実行するハードウェアを備えてもよい。非限定的な一例として、プロ
セッサ１１０２は、命令を実行するため、内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ１１０
４、またはストレージデバイス１１０６から命令を取り出す（または、フェッチする）と
ともに、上記命令を復号化して実行するようにしてもよい。１つまたは複数の実施形態に
おいて、プロセッサ１１０２は、データ、命令、またはアドレス用の１つまたは複数の内
部キャッシュを備えてもよい。非限定的な一例として、プロセッサ１１０２は、１つまた
は複数の命令キャッシュ、１つまたは複数のデータキャッシュ、および１つまたは複数の
トランスレーション・ルックアサイド・バッファ（ＴＬＢ）を備えてもよい。命令キャッ
シュ中の命令は、メモリ１１０４またはストレージ１１０６中の命令のコピーであっても
よい。
【０２５８】
　メモリ１１０４は、データ、メタデータ、およびプロセッサが実行するプログラムの記
憶に使用してもよい。メモリ１１０４は、ランダムアクセスメモリ（「ＲＡＭ」）、リー
ドオンリーメモリ（「ＲＯＭ」）、固体ディスク（「ＳＳＤ」）、フラッシュ、相変化メ
モリ（「ＰＣＭ」）、または他の種類のデータ・ストレージ等、揮発性および不揮発性メ
モリのうちの１つまたは複数を備えていてもよい。また、メモリ１１０４は、内部メモリ
であってもよいし、分散メモリであってもよい。
【０２５９】
　ストレージデバイス１１０６は、データまたは命令を記憶するストレージを備える。非
限定的な一例として、ストレージデバイス１１０６は、上述の非一時的記憶媒体を備える
。ストレージデバイス１１０６としては、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）、フロッピ
ー（登録商標）ディスクドライブ、フラッシュメモリ、光ディスク、光磁気ディスク、磁
気テープ、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ドライブ、またはこれらのうちの２つ以
上の組み合わせが挙げられる。ストレージデバイス１１０６は、必要に応じて、取り外し
可能媒体を備えていてもよいし、取り外し可能でない（すなわち、固定）媒体を備えてい
てもよい。ストレージデバイス１１０６は、コンピューティング・デバイス１１００の内
部であってもよいし、外部であってもよい。１つまたは複数の実施形態において、ストレ
ージデバイス１１０６は、不揮発性の固体メモリである。他の実施形態において、ストレ
ージデバイス１１０６は、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）を含む。必要に応じて、この
ＲＯＭは、マスクプログラムＲＯＭ、プログラム可能ＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能ＰＲ
ＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、電気的書き換え可能Ｒ
ＯＭ（ＥＡＲＯＭ）、フラッシュメモリ、またはこれらのうちの２つ以上の組み合わせで
あってもよい。
【０２６０】
　Ｉ／Ｏインタフェース１１０８によって、ユーザが、入力を提供し、出力を受け取り、
あるいはコンピューティング・デバイス１１００に対してデータを転送しデータを受け取
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ることを可能にする。これらのＩ／Ｏインタフェース１１０８は、マウス、キーパッドも
しくはキーボード、タッチ・スクリーン、カメラ、光学スキャナ、ネットワーク・インタ
フェース、モデル、その他既知のＩ／Ｏデバイス、またはこのようなＩ／Ｏデバイス／イ
ンタフェースの組み合わせを含む。Ｉ／Ｏインタフェース１１０８は、出力をユーザに提
示する１つまたは複数の機器を備えていてもよく、グラフィックスエンジン、ディスプレ
イ（例えば、表示画面）、１つまたは複数の出力ドライバ（例えば、ディスプレイドライ
バ）、１つまたは複数の音声スピーカ、および１つまたは複数の音声ドライバが挙げられ
るが、これらに限定されない。特定の実施形態において、Ｉ／Ｏインタフェース１１０８
は、グラフィックデータをディスプレイに提供して、ユーザに提示するように構成されて
いる。グラフィックデータは、特定の実施態様に役立ち得る１つもしくは複数のグラフィ
カル・ユーザ・インタフェースおよび／またはその他任意のグラフィックコンテンツを代
表するものであってもよい。
【０２６１】
　通信インタフェース１１１０は、ハードウェア、ソフトウェア、または両者を含み得る
。いかなる場合でも、通信インタフェース１１１０は、コンピューティング・デバイスと
１つもしくは複数の他のコンピューティング・デバイス１１００またはネットワークとの
間の通信（例えば、パケットベースの通信等）のための１つまたは複数のインタフェース
を提供可能である。非限定的な一例として、通信インタフェース１１１０としては、イー
サネット（登録商標）等の有線ネットワークと連通するネットワークインタフェースコン
トローラ（ＮＩＣ）もしくはネットワークアダプタまたはＷｉ－Ｆｉ等の無線ネットワー
クと連通する無線ＮＩＣ（ＷＮＩＣ）もしくは無線アダプタが挙げられる。
【０２６２】
　加えて、または、代替として、通信インタフェース１１１０は、アドホック・ネットワ
ーク、パーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）、ローカル・エリア・ネットワーク（Ｌ
ＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・ネットワ
ーク（ＭＡＮ）、インターネットの１つもしくは複数の部分、またはこれらのうちの２つ
以上の組み合わせと通信を行わせる。これらネットワークのうちの１つまたは複数の１つ
または複数の部分は、有線であってもよいし、無線であってもよい。一例として、通信イ
ンタフェース１１１０は、無線ＰＡＮ（ＷＰＡＮ）（例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）ＷＰＡＮ等）、Ｗｉ－Ｆｉネットワーク、Ｗｉ－ＭＡＸネットワーク、携帯電話ネ
ットワーク（例えば、汎欧州デジタル移動電話通信（ＧＳＭ（登録商標））ネットワーク
等）、他の適当な無線ネットワーク、またはこれらの組み合わせと通信を行わせる。
【０２６３】
　加えて、通信インタフェース１１１０は、通信さまざまな通信プロトコルを促進し得る
。使用され得る通信プロトコルの例としては、限定されるものではないが、データ伝送媒
体、通信デバイス、伝送制御プロトコル（「ＴＣＰ」）、インターネット・プロトコル（
「ＩＰ」）、ファイル転送プロトコル（「ＦＴＰ」）、Ｔｅｌｎｅｔ、Ｈｙｐｅｒｔｅｘ
ｔ
　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（「ＨＴＴＰ」）、Ｈｙｐｅｒｔｅｘｔ　Ｔｒａ
ｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｓｅｃｕｒｅ（「ＨＴＴＰＳ」）、セッション開始プロ
トコル（「ＳＩＰ」）、Ｓｉｍｐｌｅ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ
（「ＳＯＡＰ」）、拡張マークアップ言語（「ＸＭＬ」）およびその変種、簡易メール転
送プロトコル（「ＳＭＴＰ」）、リアルタイム転送プロトコル（「ＲＴＰ」）、ユーザ・
データグラム・プロトコル（「ＵＤＰ」）、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏ
ｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（「ＧＳＭ」）技術、符号分割多元接続（「Ｃ
ＤＭＡ」）技術、時分割多元接続（「ＴＤＭＡ」）技術、ショート・メッセージ・サービ
ス（「ＳＭＳ」）、マルチメディア・メッセージ・サービス（「ＭＭＳ」）、無線周波数
（「ＲＦ」）シグナリング技術、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（「ＬＴＥ」
）技術、無線通信技術、帯域内シグナリング技術および帯域外シグナリング技術、ならび
に他の適切な通信ネットワークおよび技術がある。
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【０２６４】
　通信インフラ１１１２は、コンピューティング・デバイス１１００の構成要素を互いに
結合するハードウェア、ソフトウェア、または両者を備える。非限定的な一例として、通
信インフラ１１１２は、アクセラレイテッドグラフィックスポート（ＡＧＰ）等のグラフ
ィックスバス、拡張業界標準アーキテクチャ（ＥＩＳＡ）バス、フロントサイドバス（Ｆ
ＳＢ）、ハイパートランスポート（ＨＴ）相互接続、業界標準アーキテクチャ（ＩＳＡ）
バス、インフィニバンド相互接続、ロウピンカウント（ＬＰＣ）バス、メモリバス、マイ
クロチャネルアーキテクチャ（ＭＣＡ）バス、周辺機器相互接続（ＰＣＩ）バス、ＰＣＩ
エクスプレス（ＰＣＩｅ）バス、シリアルアドバンストテクノロジーアタッチメント（Ｓ
ＡＴＡ）バス、ビデオエレクトロニクス標準協会ローカル（ＶＬＢ）バス、その他適当な
バス、またはこれらの組み合わせを含んでいてもよい。
【０２６５】
　上述のように、通信システム１００は、ソーシャル・ネットワーキング・システムを備
える。ソーシャル・ネットワーキング・システムによれば、そのユーザ（人または組織等
）は、システムと、および互いに対話が可能である。ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステムは、ユーザからの入力により、ユーザに関連付けられているユーザ・プロフィール
を作成して上記ソーシャル・ネットワーキング・システムに記憶するようにしてもよい。
ユーザ・プロフィールには、人口統計学的情報、通信チャンネル情報、およびユーザの個
人的関心に関する情報を含んでいてもよい。また、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テムは、ユーザからの入力により、上記ユーザのソーシャル・ネットワーキング・システ
ムの他ユーザとの関係のレコードを作成して記憶するとともに、ユーザ間の社会的対話を
行わせるサービス（例えば、ウォール投稿、写真共有、オンライン・カレンダー、イベン
ト統合、メッセージング、ゲーム、または広告）を提供するようにしてもよい。また、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システムは、ユーザが写真および他のマルチメディア・コ
ンテンツ・アイテムをユーザのプロフィールページ（典型的には「壁のポスト」または「
タイムラインのポスト」として知られている）またはフォト・アルバムに投稿することを
可能にする。ソーシャル・ネットワーキング・システムの他のユーザは、ユーザの設定さ
れたプライバシー設定に依存する。
【０２６６】
　図１２は、ソーシャル・ネットワーキング・システムの例となるネットワーク環境１２
００を例示する。ネットワーク環境１２００は、ネットワーク１２０４によって互いに接
続された、クライアント・システム１２０６と、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１２０２と、サードパーティ・システム１２０８とを含む。図１２は、クライアント・
システム１２０６、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２、サードパーティ
・システム１２０８、およびネットワーク１２０４の特定の構成を例示しているが、この
開示は、クライアント・システム１２０６、ソーシャル・ネットワーキング・システム１
２０２、サードパーティ・システム１２０８、およびネットワーク１２０４の任意の適切
な構成を企図したものである。限定としてではなく、一例として、クライアント・システ
ム１２０６、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２、およびサードパーティ
・システム１２０８のうちの２つ以上が、ネットワーク１２０４をバイパスして、直接的
に互いに接続されてもよい。別の例として、クライアント・システム１２０６、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１２０２、およびサードパーティ・システム１２０８の
うちの２つ以上が、全体的にまたは部分的に互いと物理的または論理的に共同設置されて
もよい。さらに、図１２は、特定の数のクライアント・システム１２０６、ソーシャル・
ネットワーキング・システム１２０２、サードパーティ・システム１２０８、およびネッ
トワーク１２０４を例示しているが、この開示は、任意の適切な数のクライアント・シス
テム１２０６、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２、サードパーティ・シ
ステム１２０８、およびネットワーク１２０４を企図したものである。限定としてではな
く、一例として、ネットワーク環境１２００は、複数のクライアント・システム１２０６
と、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２と、サードパーティ・システム１
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２０８と、ネットワーク１２０４とを含んでよい。
【０２６７】
　本開示は、任意の適切なネットワーク１２０４を企図したものである。限定としてでは
なく、一例として、ネットワーク１２０４の１つまたは複数の部分は、アドホック・ネッ
トワーク、イントラネット、エクストラネット、仮想プライベート・ネットワーク（ＶＰ
Ｎ）、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）、ワイド・
エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）、無線ＷＡＮ（ＷＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・
ネットワーク（ＭＡＮ）、インターネットの一部分、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）の一部
分、セルラー電話ネットワーク、またはこれらのうちの２つ以上の組み合わせを含んでよ
い。ネットワーク１２０４は、１つまたは複数のネットワーク１２０４を含み得る。
【０２６８】
　リンクは、クライアント・システム１２０６、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１２０２、およびサードパーティ・システム１２０８を通信ネットワーク１２０４に対
して、または互いに対して接続し得る。本開示は、任意の適切なリンクを企図したもので
ある。特定の実施形態では、１つまたは複数のリンクとしては、１つまたは複数のワイヤ
ライン・リンク（例えば、デジタル加入者線（ＤＳＬ）またはＤａｔａ　Ｏｖｅｒ　Ｃａ
ｂｌｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ（ＤＯＣＳ
ＩＳ）など）、無線リンク（例えば、Ｗｉ－ＦｉまたはＷｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒ
ｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ（ＷｉＭＡＸ）な
ど）、または光リンク（例えば、同期型光ネットワーク（ＳＯＮＥＴ）または同期デジタ
ル・ハイアラーキ（ＳＤＨ）など）がある。特定の実施形態では、１つまたは複数のリン
クは各々、アドホック・ネットワーク、イントラネット、エクストラネット、ＶＰＮ、Ｌ
ＡＮ、ＷＬＡＮ、ＷＡＮ、ＷＷＡＮ、ＭＡＮ、インターネットの一部分、ＰＳＴＮの一部
分、セルラー技術ベースのネットワーク、衛星通信技術ベースのネットワーク、別のリン
ク、または２つ以上のそのようなリンクの組み合わせを含む。リンクは、必ずしもネット
ワーク環境１２００全体を通じて同じである必要はない。１つまたは複数の第１のリンク
は、１つまたは複数の点において、１つまたは複数の第２のリンクと異なってよい。
【０２６９】
　特定の実施形態では、クライアント・システム１２０６は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、または埋め込まれた論理構成要素、または２つ以上のそのような構成要素の組み合わ
せを含み、クライアント・システム１２０６によって実施またはサポートされる適切な機
能を実行することが可能な電子デバイスであってよい。限定としてではなく、一例として
、クライアント・システム１２０６は、上述した図面に記載されたクライアント・デバイ
スまたはクライアント・システムのいずれかを含み得る。クライアント・システム１２０
６は、クライアント・システム１２０６におけるネットワーク・ユーザがネットワーク１
２０４にアクセスすることを可能にし得る。クライアント・システム１２０６は、そのユ
ーザが他のクライアント・システム１２０６における他のユーザと通信することを可能に
し得る。
【０２７０】
　特定の実施形態では、クライアント・システム１２０６は、ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　ＩＮ
ＴＥＲＮＥＴ　ＥＸＰＬＯＲＥＲ、ＧＯＯＧＬＥ　ＣＨＲＯＭＥ、またはＭＯＺＩＬＬＡ
　ＦＩＲＥＦＯＸなどのウェブ・ブラウザを含んでよく、１つまたは複数のアドオン、プ
ラグイン、またはツールバーもしくはＹＡＨＯＯツールバーなどの他の拡張機能を有して
もよい。クライアント・システム１２０６におけるユーザは、ユニフォーム・リソース・
ロケータ（ＵＲＬ）またはウェブ・ブラウザを特定のサーバ（サーバ、またはサードパー
ティ・システム１２０８に関連付けられているサーバなど）に対して宛てる他のアドレス
を入力してよく、ウェブ・ブラウザは、ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）要
求を生成し、ＨＴＴＰ要求をサーバに対して通信し得る。サーバは、ＨＴＴＰ要求を受け
入れ、ＨＴＴＰ要求に応答して１つまたは複数のハイパーテキスト・マークアップ言語（
ＨＴＭＬ）ファイルをクライアント・システム１２０６に対して通信し得る。クライアン
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ト・システム１２０６は、ユーザに対する提示のために、サーバからのＨＴＭＬファイル
に基づいてウェブページをレンダリングし得る。本開示は、任意の適切なウェブページ・
ファイルを企図したものである。限定としてではなく、一例として、ウェブページは、特
定のニーズに従って、ＨＴＭＬファイル、拡張可能ハイパーテキスト・マークアップ言語
（ＸＨＴＭＬ）ファイル、または拡張可能マークアップ言語（ＸＭＬ）ファイルからレン
ダリングし得る。そのようなページはまた、例えば、限定されるものではないが、ＪＡＶ
ＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）、ＪＡＶＡ（登録商標）、ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　ＳＩＬＶＥ
ＲＬＩＧＨＴで記載されたスクリプトなどのスクリプト、ＡＪＡＸ（非同期ＪＡＶＡＳＣ
ＲＩＰＴおよびＸＭＬ）などのマークアップ言語とスクリプトの組み合わせなどを実行し
得る。本明細書では、ウェブページに対する参照は、適切な場合、１つまたは複数の対応
するウェブページ・ファイル（ブラウザがウェブページをレンダリングするために使用し
得る）を包含し、逆も同様である。
【０２７１】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、オンライ
ン・ソーシャル・ネットワークをホストする、ネットワークアドレス指定可能なコンピュ
ーティング・システムであってよい。ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２
は、例えばユーザプロファイル・データ、コンセプトプロファイル・データ、ソーシャル
・グラフ情報、またはオンライン・ソーシャル・ネットワークに関係する他の適切なデー
タなどのソーシャルネットワーキング・データを生成、記憶、受信、および送信し得る。
ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、直接的に、またはネットワーク１
２０４を介して、のどちらかで、ネットワーク環境１２００の他の構成要素によってアク
セスされ得る。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２
は、１つまたは複数のサーバを含み得る。各サーバは、単体サーバであってもよいし、複
数のコンピュータまたは複数のデータセンタにまたがる分散サーバであってもよい。サー
バは、例えば限定されるものではないが、ウェブ・サーバ、ニュース・サーバ、メール・
サーバ、メッセージ・サーバ、広告サーバ、ファイル・サーバ、アプリケーション・サー
バ、交換サーバ、データベース・サーバ、プロキシ・サーバ、本明細書で説明される機能
もしくはプロセスを実行するのに適した別のサーバ、またはそれらの任意の組み合わせな
どの、さまざまなタイプであってよい。特定の実施形態では、各サーバは、ハードウェア
、ソフトウェア、または埋め込まれた論理構成要素、またはサーバによって実施もしくは
サポートされる適切な機能を実行するための２つ以上そのような構成要素の組み合わせを
含んでよい。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は
、１つまたは複数のデータ・ストアを含み得る。データ・ストアは、さまざまなタイプの
情報を記憶するために使用され得る。特定の実施形態では、データ・ストア内に記憶され
る情報は、具体的なデータ構造に従って編成され得る。特定の実施形態では、各データ・
ストアは、リレーショナル・データベース、カラムナ・データベース、相関データベース
、または他の適切なデータベースであってよい。本開示は特定のタイプのデータベースを
説明または例示しているが、本開示は、任意の適切なタイプのデータベースを企図するも
のである。特定の実施形態は、クライアント・システム１２０６、ソーシャル・ネットワ
ーキング・システム１２０２、またはサードパーティ・システム１２０８がデータ・スト
ア内に記憶された情報を管理する、取り出す、修正する、追加するか、または削除するこ
とを可能にするインタフェースを提供し得る。
【０２７２】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、１つまた
は複数のデータ・ストア内に１つまたは複数のソーシャル・グラフを記憶し得る。特定の
実施形態では、ソーシャル・グラフは、複数のユーザ・ノード（各々が特定のユーザに対
応する）または複数のコンセプトノード（各々が特定のコンセプトに対応する）を含み得
る複数のノードと、ノードを接続する複数のエッジを含み得る。ソーシャル・ネットワー
キング・システム１２０２は、オンライン・ソーシャル・ネットワークのユーザに、他の
ユーザと通信および対話できることを提供し得る。特定の実施形態では、ユーザは、ソー
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シャル・ネットワーキング・システム１２０２を介してオンライン・ソーシャル・ネット
ワークに加わり、次いで、ユーザが接続されたいソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１２０２の何人かの他のユーザに対して接続（例えば、関係）を追加し得る。本明細書
では、「友人」という用語は、ユーザがソーシャル・ネットワーキング・システム１２０
２を介して接続、関連付け、または関係を形成した、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１２０２の他の任意のユーザを指し得る。
【０２７３】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１２０２によってサポートされるさまざまなタイプのア
イテムまたはオブジェクトに対してアクションをとることをユーザに提供し得る。限定と
してではなく、一例として、アイテムおよびオブジェクトは、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム１２０２のユーザが属し得るグループもしくはソーシャル・ネットワーク
、ユーザが興味を抱き得るイベントもしくはカレンダー記載事項、ユーザが使用し得るコ
ンピュータベースのアプリケーション、ユーザがサービスを介してアイテムを購入もしく
は販売し得る取引、ユーザが実行し得る広告との対話、または他の適切なアイテムもしく
はオブジェクトを含み得る。ユーザは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０
２内で、またはサードパーティ・システム１２０８の外部システムによって表されること
が可能なものと対話し得、サードパーティ・システム１２０８は、ソーシャル・ネットワ
ーキング・システム１２０２とは別個であり、ネットワーク１２０４を介してソーシャル
・ネットワーキング・システム１２０２に結合される。
【０２７４】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、さまざま
なエンティティをリンクすることが可能であり得る。限定としてではなく、一例として、
ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、ユーザが、互いと対話し、ならび
にサードパーティ・システム１２０８もしくは他のエンティティからコンテンツを受信す
るか、またはユーザが、アプリケーション・プログラミング・インタフェース（ＡＰＩ）
もしくは他の通信チャネルを通して、これらのエンティティと対話できることを可能にし
得る。
【０２７５】
　特定の実施形態では、サードパーティ・システム１２０８は、１つもしくは複数のタイ
プのサーバ、１つもしくは複数のデータ・ストア、限定されるものではないがＡＰＩを含
む１つもしくは複数のインタフェース、１つもしくは複数のウェブ・サービス、１つもし
くは複数のコンテンツ・ソース、１つもしくは複数のネットワーク、または、例えばサー
バが通信し得る他の任意の適切な構成要素であり得る。サードパーティ・システム１２０
８は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２を運用するエンティティからの
異なるエンティティによって運用され得る。しかしながら、特定の実施形態では、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１２０２およびサードパーティ・システム１２０８は
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２またはサードパーティ・システム１
２０８のユーザにソーシャルネットワーキング・サービスを提供するために互いに運用し
得る。この意味で、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、サードパーテ
ィ・システム１２０８などの他のシステムがインターネット全体にわたってソーシャルネ
ットワーキング・サービスおよび機能をユーザに対して提供するために使用し得るプラッ
トフォームすなわちバックボーンを提供し得る。
【０２７６】
　特定の実施形態では、サードパーティ・システム１２０８は、サードパーティ・コンテ
ンツ・オブジェクト・プロバイダを含み得る。サードパーティ・コンテンツ・オブジェク
ト・プロバイダは、クライアント・システム１２０６に対して通信され得るコンテンツ・
オブジェクトの１つまたは複数のソースを含み得る。限定としてではなく、一例として、
コンテンツ・オブジェクトは、例えば、映画の上映時間、映画のレビュー、レストランの
レビュー、レストランのメニュー、製品情報およびレビュー、または他の適切な情報など
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の、ユーザの興味を引く物事またはアクティビティに関する情報を含み得る。限定として
ではなく、別の例として、コンテンツ・オブジェクトは、クーポン、割引チケット、商品
券、または他の適切な報償となるオブジェクトなどの、報償となるコンテンツ・オブジェ
クトを含み得る。
【０２７７】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１２０２とのユーザの対話を向上させ得る、ユーザによ
り生成されたコンテンツ・オブジェクトも含む。ユーザにより生成されたコンテンツは、
ユーザがソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２に対して追加、アップロード
、送信、または「投稿する」ものを含み得る。限定としてではなく、一例として、ユーザ
が、クライアント・システム１２０６からソーシャル・ネットワーキング・システム１２
０２に対して投稿を通信する。投稿としては、ステータス更新もしくは他のテキスト・デ
ータ、ロケーション情報、フォト、映像、リンク、音楽、または他の類似のデータもしく
はメディアなどのデータがあり得る。コンテンツはまた、ニュースフィードまたはストリ
ームなどの「通信チャネル」を介して、サードパーティによってソーシャル・ネットワー
キング・システム１２０２に対して追加され得る。
【０２７８】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、さまざま
なサーバと、サブシステムと、プログラムと、モジュールと、ログと、データ・ストアと
を含んでもよい。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０
２は、ウェブ・サーバ、アクション・ロガー、ＡＰＩ要求サーバ、関連性およびランキン
グ・エンジン、コンテンツ・オブジェクト分類器、通知コントローラ、アクション・ログ
、サードパーティコンテンツ・オブジェクト公開（ｅｘｐｏｓｕｒｅ）ログ、推測モジュ
ール、許可／プライバシー・サーバ、検索モジュール、広告ターゲティング・モジュール
、ユーザインタフェース・モジュール、ユーザプロファイル・ストア、接続ストア、サー
ドパーティ・コンテンツ・ストア、またはロケーション・ストアのうちの１つまたは複数
を含んでよい。ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、ネットワーク・イ
ンタフェース、セキュリティ機構、ロード・バランサ、フェイルオーバ・サーバ、管理お
よびネットワーク運用コンソール、他の適切な構成要素、またはそれらの任意の適切な組
み合わせなどの、適切な構成要素も含んでよい。特定の実施形態では、ソーシャル・ネッ
トワーキング・システム１２０２は、ユーザ・プロファイルを記憶するための１つまたは
複数のユーザプロファイル・ストアを含んでよい。ユーザ・プロファイルは、例えば、経
歴情報、人口統計学的情報、行動情報、社会情報、または職歴、学歴、趣味もしくは好み
、興味、親密度、もしくはロケーションなどの他のタイプの記述情報を含み得る。興味情
報は、１つまたは複数のカテゴリに関係する興味を含み得る。カテゴリは、汎用的であっ
てもよいし、具体的であってもよい。限定としてではなく、一例として、ユーザが、靴の
ブランドについての記事に対して「いいね」を表明した場合、そのカテゴリはブランドで
あってもよいし、「靴」または「衣類」という汎用的なカテゴリであってもよい。接続ス
トアは、ユーザについての接続情報を記憶するために使用され得る。接続情報は、類似も
しくは共通の職歴、グループ会員資格、趣味、学歴を有するか、または、いかなる形であ
れ関係する、もしくは共通属性を共有するユーザを示してもよい。接続情報は、異なるユ
ーザとコンテンツ（内部と外部の両方）との間の、ユーザにより定義された接続も含み得
る。ウェブ・サーバは、ネットワーク１２０４を介して１つもしくは複数のクライアント
・システム１２０６または１つもしくは複数のサードパーティ・システム１２０８に対し
てソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２をリンクするために使用され得る。
ウェブ・サーバは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２と１つまたは複数
のクライアント・システム１２０６との間でメッセージを受信およびルーティングするた
めのメール・サーバまたは他のメッセージング機能を含んでよい。ＡＰＩ要求サーバは、
サードパーティ・システム１２０８が、１つまたは複数のＡＰＩを呼び出すことによって
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２からの情報にアクセスすることを可
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能にし得る。アクション・ロガーは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２
上またはそれ以外の場所でのユーザのアクションについてウェブ・サーバから通信を受信
するために使用され得る。アクション・ログとともに、サードパーティコンテンツ・オブ
ジェクトに対するユーザ公開のサードパーティコンテンツオブジェクト・ログが維持され
得る。通知コントローラは、コンテンツ・オブジェクトに関する情報をクライアント・シ
ステム１２０６に対して提供し得る。情報は、通知としてクライアント・システム１２０
６に対してプッシュされてもよいし、情報は、クライアント・システム１２０６から受信
された要求に応答してクライアント・システム１２０６からプルされてもよい。許可サー
バは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２のユーザの１つまたは複数のプ
ライバシー設定を強制するために使用され得る。ユーザのプライバシー設定は、ユーザに
関連付けられている特定の情報がどのように共有可能であるかを決定する。許可サーバは
、ユーザが、例えば、適切なプライバシー設定を設定することなどによって、アクション
をソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２によってログさせること、または他
のシステム（例えば、サードパーティ・システム１２０８）とともに共有させることに加
わる、または加わらない（ｏｐｔ　ｉｎ　ｔｏ　ｏｒ　ｏｐｔ　ｏｕｔ　ｏｆ）ことを可
能にする。サードパーティコンテンツオブジェクト・ストアは、サードパーティ・システ
ム１２０８などのサードパーティから受信されたコンテンツ・オブジェクトを記憶するた
めに使用され得る。ロケーション・ストアは、ユーザに関連付けられているクライアント
・システム１２０６から受信されたロケーション情報を記憶するために使用され得る。広
告価格設定モジュールは、社会情報、現在の時間、ロケーション情報、または他の適切な
情報を組み合わせて、通知の形で関係のある広告をユーザに対して提供し得る。
【０２７９】
　図１３は、例となるソーシャル・グラフ１３００を例示する。特定の実施形態では、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、１つまたは複数のデータ・ストア内
に１つまたは複数のソーシャル・グラフ１３００を記憶し得る。特定の実施形態では、ソ
ーシャル・グラフ１３００は、複数のユーザ・ノード１３０２または複数のコンセプトノ
ード１３０４を含み得る複数のノードと、ノードを接続する複数のエッジ１３０６とを含
み得る。図１３に例示される例となるソーシャル・グラフ１３００は、教説的な目的で、
２次元の視覚的なマップ表現で示されている。特定の実施形態では、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１２０２、クライアント・システム１２０６、またはサードパーテ
ィ・システム１２０８は、適切なアプリケーションのためのソーシャル・グラフ１３００
および関係するソーシャル・グラフ情報にアクセスし得る。ソーシャル・グラフ１３００
のノードおよびエッジは、例えば、データ・ストア（ソーシャル・グラフ・データベース
など）内に、データ・オブジェクトとして記憶され得る。そのようなデータ・ストアは、
ソーシャル・グラフ１３００のノードまたはエッジの１つまたは複数の検索可能またはク
エリ可能なインデックスを含み得る。
【０２８０】
　特定の実施形態では、ユーザ・ノード１３０２は、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１２０２のユーザに対応し得る。限定としてではなく、一例として、ユーザは、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１２０２と、またはその上で対話または通信する
、個人（人間ユーザ）、エンティティ（例えば、企業、会社、もしくはサードパーティ・
アプリケーション）、または（例えば、個人もしくはエンティティの）グループであって
よい。特定の実施形態では、ユーザがソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２
に口座を登録するとき、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、ユーザに
対応するユーザ・ノード１３０２を作成し、１つまたは複数のデータ・ストア内にユーザ
・ノード１３０２を記憶し得る。本明細書で説明されるユーザおよびユーザ・ノード１３
０２は、適切な場合には、登録されたユーザと、登録されたユーザに関連付けられている
ユーザ・ノード１３０２を指し得る。加えて、または代替として、本明細書で説明される
ユーザおよびユーザ・ノード１３０２は、適切な場合には、ソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１２０２に登録されていないユーザを指し得る。特定の実施形態では、ユー
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ザ・ノード１３０２は、ユーザによって提供される情報、またはソーシャル・ネットワー
キング・システム１２０２を含むさまざまなシステムによって収集された情報に関連付け
られ得る。限定としてではなく、一例として、ユーザは、自分の名前、プロファイル・ピ
クチャ、連絡先情報、誕生日、性別、配偶者の有無、家族構成、職業、学歴、好み、興味
、または他の人口統計学的情報を提供し得る。ソーシャル・グラフの各ユーザ・ノードは
、対応するウェブページ（典型的にはプロファイル・ページとして知られている）を有す
ることができる。ソーシャル・ネットワーキング・システムは、ユーザ名を含む要求に応
答して、ユーザ名に対応するユーザ・ノードにアクセスし、そのユーザ名、プロフィール
画像、およびユーザに関連する他の情報を含むプロファイル・ページを構築することがで
きる。第１のユーザのプロファイル・ページは、第１のユーザによる１つまたは複数のプ
ライバシー設定および第１のユーザと第２のユーザとの間の関係に基づいて、第１のユー
ザの情報のすべてまたは一部を第２のユーザに表示することができる。
【０２８１】
　特定の実施形態では、コンセプトノード１３０４はコンセプトに対応し得る。限定とし
てではなく、一例として、コンセプトは、場所（例えば、映画館、レストラン、ランドマ
ーク、もしくは都市など）、ウェブサイト（例えば、ソーシャル・ネットワーク・システ
ム１１０２に関連付けられているウェブサイト、もしくはウェブアプリケーション・サー
バに関連付けられているサードパーティ・ウェブサイトなど）、エンティティ（例えば、
人物、会社、グループ、スポーツ・チーム、もしくは有名人など）、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１２０２の中もしくはウェブアプリケーション・サーバなどの外部
サーバ上に配置され得るリソース（例えば、オーディオ・ファイル、映像ファイル、デジ
タル・フォト、テキスト・ファイル、構造化文書、もしくはアプリケーションなど）、物
的財産もしくは知的財産（例えば、彫刻、絵画、映画、ゲーム、歌、アイデア、写真、ま
たは著書など）、ゲーム、アクティビティ、アイデア、もしくは理論、別の適切なコンセ
プト、または２つ以上のそのようなコンセプトに対応し得る。コンセプトノード１３０４
は、ユーザによって提供されるコンセプトの情報、またはソーシャル・ネットワーキング
・システム１２０２を含むさまざまなシステムによって収集された情報に関連付けられ得
る。限定としてではなく、一例として、コンセプトの情報としては、名前もしくはタイト
ル、１つもしくは複数の画像（例えば、本のカバー・ページの画像）、ロケーション（例
えば、住所もしくは地理的ロケーション）、ウェブサイト（ＵＲＬに関連付けられ得る）
、連絡先情報（例えば、電話番号もしくは電子メール・アドレス）、他の適切なコンセプ
ト情報、またはそのような情報の任意の適切な組み合わせがあり得る。特定の実施形態で
は、コンセプトノード１３０４は、コンセプトノード１３０４に関連付けられている情報
に対応する１つまたは複数のデータ・オブジェクトに関連付けられ得る。特定の実施形態
では、コンセプトノード１３０４は、１つまたは複数のウェブページに対応し得る。
【０２８２】
　特定の実施形態では、ソーシャル・グラフ１３００内のノードは、ウェブページ（「プ
ロファイル・ページ」と呼ばれることがある）を表してもよいし、これによって表されて
もよい。プロファイル・ページは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２に
よってホストされてもよいし、これに対してアクセス可能であってもよい。プロファイル
・ページはまた、サードパーティ・サーバ１２０８に関連付けられているサードパーティ
・ウェブサイト上にホストされ得る。限定としてではなく、一例として、特定の外部のウ
ェブページに対応するプロファイル・ページは特定の外部ウェブページであってよく、プ
ロファイル・ページは特定のコンセプトノード１３０４に対応し得る。プロファイル・ペ
ージは、他のユーザのすべてまたは選択されたサブセットによって閲覧することができて
よい。限定としてではなく、一例として、ユーザ・ノード１３０２は、対応するユーザが
コンテンツを追加し、発表をし、または別のやり方で自分を表現し得る対応するユーザプ
ロファイル・ページを有し得る。限定としてではなく、別の例として、コンセプトノード
１３０４は、特にコンセプトノード１３０４に対応するコンセプトに関係して１つまたは
複数のユーザがコンテンツを追加し、発表をし、または別のやり方で自分を表現し得る対
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応するコンセプトプロファイル・ページを有し得る。
【０２８３】
　特定の実施形態では、コンセプトノード１３０４は、サードパーティ・システム１２０
８によってホストされるサードパーティ・ウェブページまたはリソースを表し得る。サー
ドパーティ・ウェブページまたはリソースは、要素の中でもとりわけ、アクションまたは
アクティビティを表すコンテンツ、選択可能なアイコンもしくは他のアイコン、または他
の対話可能なオブジェクト（例えば、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔコード、ＡＪＡＸコード、ま
たはＰＨＰコードで実装され得る）を含んでよい。限定としてではなく、一例として、サ
ードパーティ・ウェブページは、「いいね」、「チェックイン」、「食べる」、「推奨」
、または別の適切なアクションもしくはアクティビティなどの選択可能なアイコンを含み
得る。サードパーティ・ウェブページを閲覧するユーザは、アイコンのうちの１つ（例え
ば、「食べる」）を選択し、クライアント・システム１２０６に、ユーザのアクションを
示すメッセージをソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２に対して送信させる
ことによって、アクションを実行し得る。メッセージに応答して、ソーシャル・ネットワ
ーキング・システム１２０２は、ユーザに対応するユーザ・ノード１３０２とサードパー
ティ・ウェブページまたはリソースに対応するコンセプトノード１３０４との間にエッジ
（例えば、「食べる」エッジ）を作成し、１つまたは複数のデータ・ストア内にエッジ１
３０６を記憶し得る。
【０２８４】
　特定の実施形態では、ソーシャル・グラフ１３００内のノードのペアは、１つまたは複
数のエッジ１３０６によって互いに接続され得る。ノードのペアを接続するエッジ１３０
６は、ノードのペアの間の関係を表し得る。特定の実施形態では、エッジ１３０６は、ノ
ードのペアの間の関係に対応する１つまたは複数のデータ・オブジェクトまたは属性を含
み得るか、またはこれを表し得る。限定としてではなく、一例として、第１のユーザは、
第２のユーザが第１のユーザの「友人」であることを示し得る。このインディケーション
に応答して、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、第２のユーザに対し
て「友人要求」を送信し得る。第２のユーザが「友人要求」を確認する場合、ソーシャル
・ネットワーキング・システム１２０２は、ソーシャル・グラフ１３００内の第１のユー
ザのユーザ・ノード１３０２を第２のユーザのユーザ・ノード１３０２に対して接続する
エッジ１３０６を作成し、エッジ１３０６をソーシャル・グラフ情報としてデータ・スト
アのうちの１つまたは複数に記憶し得る。図１３の例では、ソーシャル・グラフ１３００
は、ユーザ「Ａ」とユーザ「Ｂ」のユーザ・ノード１３０２間の友人関係を示すエッジ１
３０６と、ユーザ「Ｃ」とユーザ「Ｂ」のユーザ・ノード１３０２間の友人関係を示すエ
ッジとを含む。本開示は、特定のユーザ・ノード１３０２を接続する、特定の属性を有す
る特定のエッジ１３０６を説明または例示しているが、本開示は、ユーザ・ノード１３０
２を接続する、任意の適切な属性を有する任意の適切なエッジ１３０６を企図するもので
ある。限定としてではなく、一例として、エッジ１３０６は、友人関係、家族関係、ビジ
ネスすなわち雇用関係、ファン関係、フォロワー関係、ビジター関係、購読者関係、上下
関係、相互関係、非相互関係、別の適切なタイプの関係、または２つ以上のそのような関
係を表し得る。さらに、本開示は一般に、ノードを、接続されていると説明しているが、
本開示は、ユーザまたはコンセプトも、接続されていると説明する。本明細書では、接続
されているユーザまたはコンセプトへの参照は、適切な場合には、ソーシャル・グラフ１
３００内で１つまたは複数のエッジ１３０６によって接続されているそれらのユーザまた
はコンセプトに対応するノードに及ぶ。
【０２８５】
　特定の実施形態では、ユーザ・ノード１３０２とコンセプトノード１３０４との間のエ
ッジ１３０６は、コンセプトノード１３０４に関連付けられているコンセプトのためにユ
ーザ・ノード１３０２に関連付けられているユーザによって実行される特定のアクション
またはアクティビティを表し得る。限定としてではなく、一例として、図１３に例示され
るように、ユーザは、コンセプトに対して「いいね」を表明し、「通学した」、「プレイ
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した」、「聞いた」、「料理した」、「働いた」、またはコンセプトを「見た」とする。
その各々は、エッジ・タイプまたはサブタイプに対応し得る。コンセプトノード１３０４
に対応するコンセプトプロファイル・ページは、例えば、選択可能な「チェックイン」ア
イコン（例えば、クリック可能な「チェックイン」アイコンなど）または選択可能な「お
気に入りに追加」アイコンを含んでよい。同様に、ユーザがこれらのアイコンをクリック
した後、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、それぞれのアクションに
対応するユーザのアクションに応答して「お気に入り」エッジまたは「チェックイン」エ
ッジを作成してもよい。限定としてではなく、別の例として、ユーザ（ユーザ「Ｃ」）は
、特定のアプリケーション（オンライン音楽アプリケーションであるＳＰＯＴＩＦＹ）を
使用して特定の歌（「ランブル・オン」）を聞くことがある。この場合、ソーシャル・ネ
ットワーキング・システム１２０２は、ユーザがその歌を聞き、そのアプリケーションを
使用したことを示すため、にユーザに対応するユーザ・ノード１３０２と歌およびアプリ
ケーションに対応するコンセプトノード１３０４との間に「聞いた」エッジ１３０６およ
び「使用した」エッジ（図１３に例示される）を作成し得る。さらに、ソーシャル・ネッ
トワーキング・システム１２０２は、特定の歌が特定のアプリケーションによってプレイ
（再生）されたことを示すために、歌およびアプリケーションに対応するコンセプトノー
ド１３０４間に「プレイした」エッジ１３０６（図１３に例示される）を作成し得る。こ
の場合、「プレイした」エッジ１３０６は、外部オーディオ・ファイル（歌「イマジン」
）に対して外部アプリケーション（ＳＰＯＴＩＦＹ）によって実行されるアクションに対
応する。本開示は、ユーザ・ノード１３０２およびコンセプトノード１３０４を接続する
、特定の属性を有する特定のエッジ１３０６を説明しているが、本開示は、ユーザ・ノー
ド１３０２およびコンセプトノード１３０４を接続する、任意の適切な属性を有する任意
の適切なエッジ１３０６を企図するものである。そのうえ、本開示は、単一の関係を表す
、ユーザ・ノード１３０２とコンセプトノード１３０４との間のエッジを説明しているが
、本開示は、１つまたは複数の関係を表す、ユーザ・ノード１３０２とコンセプトノード
１３０４との間のエッジを企図する。限定としてではなく、一例として、エッジ１３０６
は、ユーザが特定のコンセプトに対して「いいね」を表明したことと、特定のコンセプト
において使用したことの両方を表し得る。代替的に、別のエッジ１３０６は、ユーザ・ノ
ード１３０２とコンセプトノード１３０４との間の各タイプの関係（または単一の関係の
倍数）を表し得る（図１３では、ユーザ「Ｅ」のユーザ・ノード１３０２と「ＳＰＯＴＩ
ＦＹ」のコンセプトノード１３０４との間に例示される）。
【０２８６】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、ソーシャ
ル・グラフ１３００内のユーザ・ノード１３０２とコンセプトノード１３０４との間にエ
ッジ１３０６を作成し得る。限定としてではなく、一例として、（例えば、ユーザのクラ
イアント・システム１２０６によってホストされるウェブ・ブラウザまたは特殊目的アプ
リケーションを使用することなどによって）コンセプトプロファイル・ページを閲覧する
ユーザは、自分はコンセプトノード１３０４によって表されるコンセプトに対して「いい
ね」を表明したことを、「いいね」アイコンをクリックまたは選択することによって示し
得、それは、ユーザはコンセプトプロファイル・ページに関連付けられているコンセプト
に対して「いいね」を表明したことを示すメッセージをソーシャル・ネットワーキング・
システム１２０２に対して送信することをユーザのクライアント・システム１２０６に行
わせ得る。メッセージに応答して、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は
、ユーザとコンセプトノード１３０４との間の「いいね」エッジ１３０６によって例示さ
れるように、ユーザに関連付けられているユーザ・ノード１３０２とコンセプトノード１
３０４との間にエッジ１３０６を作成し得る。特定の実施形態では、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１２０２は、１つまたは複数のデータ・ストアにエッジ１３０６を
記憶し得る。特定の実施形態では、エッジ１３０６は、特定のユーザ・アクションに応答
して、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２によって自動的に形成され得る
。限定としてではなく、一例として、第１のユーザがピクチャをアップロードする、映画
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を見る、または歌を聞く場合、エッジ１３０６は、第１のユーザに対応するユーザ・ノー
ド１３０２とそれらのコンセプトに対応するコンセプトノード１３０４との間に形成され
得る。本開示は、特定の様式で特定のエッジ１３０６を形成することを説明しているが、
本開示は、任意の適切な様式で任意の適切なエッジ１３０６を形成することを企図するも
のである。
【０２８７】
　特定の実施形態では、広告は、テキスト（ＨＴＭＬリンクであってよい）、１つもしく
は複数の画像（ＨＴＭＬリンクであってよい）、１つもしくは複数の映像、オーディオ、
１つもしくは複数のＡＤＯＢＥ　ＦＬＡＳＨファイル、これらの適切な組み合わせ、また
は１つもしくは複数のウェブページ上で、１つもしくは複数の電子メール内で、もしくは
ユーザによって要求された検索結果に関係して、提示される任意の適切なデジタル・フォ
ーマットの他の任意の適切な広告であってよい。加えて、または代替として、広告は、１
つまたは複数のスポンサー付きストーリー（例えば、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１２０２上のニュースフィードまたはティッカー・アイテム）である。スポンサー
付きストーリーは、例えば、ソーシャル・アクションを、ユーザのプロファイル・ページ
または他のページの所定のエリア内に提示させる、広告主に関連付けられている追加の情
報とともに提示させる、他のユーザのニュースフィードもしくはティッカー内で衝突させ
るもしくは別のやり方で目立たせる、または別のやり方でプロモーションさせることによ
って広告主がプロモーションする、ユーザによるソーシャル・アクション（ページに対し
て「いいね」を表明する、ページ上の投稿に対して「いいね」を表明するもしくはコメン
トする、ページに関連付けられているイベントの出欠を返事する、ページ上で投稿された
質問に関して投稿する、ある場所にチェックインする、アプリケーションを使用するもし
くはゲームをするか、またはウェブサイトを「リンク」もしくは共有するなど）であって
よい。広告主は、ソーシャル・アクションをプロモーションさせるために支払うことがあ
る。限定としてではなく、一例として、広告は検索結果ページの検索結果の間に含まれて
よく、そこでは、スポンサー付きコンテンツは、スポンサー付きでないコンテンツよりも
プロモーションされる。
【０２８８】
　特定の実施形態では、広告は、ソーシャル・ネットワーキング・システム・ウェブペー
ジ、サードパーティ・ウェブページ、または他のページ内での表示のために要求され得る
。広告は、ページの上部のバナー・エリア内、ページの側部のカラム内、ページのＧＵＩ
内、ポップアップ・ウィンドウ内、ドロップダウン・メニュー内、ページの入力フィール
ド内、ページのコンテンツの上部の上、またはページに関する他の場所などの、ページの
専用部分内に表示され得る。加えて、または代替として、広告はアプリケーション内に表
示され得る。広告は、専用ページ内に表示され、ユーザに、ユーザがページにアクセスす
るか、またはアプリケーションを利用する前に広告と対話するか、またはこれを見ること
を要求し得る。ユーザは、例えば、ウェブ・ブラウザを通して広告を閲覧してもよい。
【０２８９】
　ユーザは、任意の適切な様式で広告と対話してもよい。ユーザは、広告をクリックして
もよいし、または別のやり方で広告を選択してもよい。広告を選択することによって、ユ
ーザは、広告に関連付けられているページ（または、ユーザによって使用されているブラ
ウザもしくは他のアプリケーション）に対して向けられ得る。広告に関連付けられている
ページでは、ユーザは、広告に関連付けられている製品もしくはサービスを購入する、広
告に関連付けられている情報を受信するか、または広告に関連付けられているニュースレ
ターを購読するなどの、追加のアクションをとり得る。オーディオまたは映像を有する広
告は、（「プレイ・ボタン」などの）広告の構成要素を選択することによってプレイされ
得る。代替的に、広告を選択することによって、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１２０２は、ユーザの特定のアクションを実行または修正し得る。
【０２９０】
　広告は、ユーザが対話し得るソーシャル・ネットワーキング・システム機能も含み得る
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。限定としてではなく、一例として、広告は、ユーザが、支持に関連付けられているアイ
コンまたはリンクを選択することによって広告に対して「いいね」を表明するか、または
別のやり方で広告を支持することを可能にし得る。限定としてではなく、別の例として、
広告は、ユーザが、広告主に関連するコンテンツを（例えば、クエリを実行することによ
って）検索することを可能にし得る。同様に、ユーザは、別のユーザと（例えば、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１２０２を通して）広告を共有し得、または広告に関
連付けられているイベントの出欠を（例えば、ソーシャル・ネットワーキング・システム
１２０２を通して）返事し得る。加えて、または代替として、広告は、ユーザに対して向
けられたソーシャル・ネットワーキング・システム・コンテキストを含み得る。限定とし
てではなく、一例として、広告は、広告の主題に関連付けられているアクションをとった
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２内のユーザの友人についての情報を
表示し得る。
【０２９１】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、互いに対
するさまざまなソーシャル・グラフ・エンティティのソーシャル・グラフ親密度（本明細
書では、「親密度」と呼ばれることがある）を決定し得る。親密度は、ユーザ、コンセプ
ト、コンテンツ、アクション、広告、オンライン・ソーシャル・ネットワークに関連付け
られている他のオブジェクト、またはそれらの任意の適切な組み合わせなどの、オンライ
ン・ソーシャル・ネットワークに関連付けられている特定のオブジェクト間の関係の強さ
または興味のレベルを表し得る。親密度は、サードパーティ・システム１２０８または他
の適切なシステムに関連付けられているオブジェクトに対しても決定され得る。各ユーザ
、主題、またはコンテンツのタイプのためのソーシャル・グラフ・エンティティの全体的
な親密度が確立され得る。全体的な親密度は、ソーシャル・グラフ・エンティティに関連
付けられているアクションまたは関係の継続モニタリングに基づいて変化し得る。本開示
は、特定の様式で特定の親密度を決定することを説明しているが、本開示は、任意の適切
な様式で任意の適切な親密度を決定することを企図している。
【０２９２】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、親密度係
数（本明細書では、「係数」と呼ばれることがある）を使用してソーシャル・グラフ親密
度を測定または定量化し得る。係数は、オンライン・ソーシャル・ネットワークに関連付
けられている特定のオブジェクト間の関係の強さを表すまたは定量化し得る。係数は、ア
クションにおけるユーザの興味に基づいてユーザが特定のアクションを実行する予測確率
を測定する確率または機能も表し得る。このようにして、ユーザの将来のアクションは、
ユーザの前のアクションに基づいて予測され得、係数は、少なくとも部分的にユーザのア
クションの履歴が計算され得る。係数は、任意の数のアクションを予測するために使用さ
れ得、アクションは、オンライン・ソーシャル・ネットワーク内であってもよいし、オン
ライン・ソーシャル・ネットワークの外部であってもよい。限定としてではなく、一例と
して、これらのアクションは、メッセージを送信すること、コンテンツを投稿すること、
もしくはコンテンツに対してコメントすることなどのさまざまなタイプの通信、プロファ
イル・ページ、メディア、もしくは他の適切なコンテンツにアクセスもしくは閲覧するな
どのさまざまなタイプの観察アクション、同じグループ内にある、同じ写真でタグ付けさ
れている、同じロケーションにチェックインした、もしくは同じイベントに出席したなど
の２つ以上のソーシャル・グラフ・エンティティについてのさまざまなタイプの一致情報
、または他の適切なアクションを含み得る。本開示は、特定の様式で親密度を測定するこ
とを説明しているが、本開示は、任意の適切な様式で親密度を測定することを企図してい
る。
【０２９３】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、さまざま
な因子を使用して係数を計算し得る。これらの因子としては、例えば、ユーザ・アクショ
ン、オブジェクト間の関係のタイプ、ロケーション情報、他の適切な因子、またはそれら
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の任意の組み合わせがあり得る。特定の実施形態では、異なる因子は、係数を計算すると
き、異なるように重み付けされ得る。各因子の重みは静的であってもよいし、重みは、例
えば、ユーザ、関係のタイプ、アクションのタイプ、ユーザのロケーションなどに応じて
変化してもよい。因子のレーティングは、ユーザの全体的係数を決定するための重みに応
じて組み合わされ得る。限定としてではなく、一例として、特定のユーザ・アクションは
、レーティングと重みの両方に対して割り当てられてよく、特定のユーザ・アクションに
関連付けられている関係は、レーティングおよび相関重みが割り当てられる（例えば、そ
のため、重みは合計１３０％になる）。特定のオブジェクトに対するユーザの係数を計算
するために、ユーザのアクションに対して割り当てられたレーティングは、例えば、全体
的係数の６０％を備えることがあり、ユーザとオブジェクトとの間の関係は全体的係数の
４０％を備えることがある。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム１２０２は、例えば、情報がアクセスされてからの時間、減衰因子、アクセスの頻度
、情報との関係もしくは情報がアクセスされたオブジェクトとの関係、オブジェクトに対
して接続されたソーシャル・グラフ・エンティティとの関係、ユーザ・アクションの短期
もしくは長期の平均、ユーザ・フィードバック、他の適切な変数、またはそれらの任意の
組み合わせなどの、係数を計算するために使用されるさまざまな因子に対する重みを決定
するとき、さまざまな変数を考慮し得る。限定としてではなく、一例として、係数は、係
数を計算するとき、アクションが最近であればあるほど関連度が大きくなるように、特定
のアクションによって提供される信号の強さを時間とともに減衰させる減衰因子を含み得
る。レーティングおよび重みは、係数が基づくアクションの継続追跡に基づいて連続的に
更新され得る。任意のタイプのプロセスまたはアルゴリズムが、各因子および因子に対し
て割り当てられた重みに対するレーティングを割り当てる、組み合わせる、平均化するな
どを行うために用いられてよい。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・
システム１２０２は、履歴アクションおよび過去のユーザ応答、またはさまざまなオプシ
ョンに対してさらし、応答を測定することによってユーザから得られた（ｆａｒｍｅｄ）
データに関して訓練された機械学習アルゴリズムを使用して係数を決定し得る。本開示は
、特定の様式で係数を計算することを説明しているが、本開示は、任意の適切な様式で係
数を計算することを企図している。
【０２９４】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、ユーザの
アクションに基づいて係数を計算し得る。ソーシャル・ネットワーキング・システム１２
０２は、オンライン・ソーシャル・ネットワーク上で、サードパーティ・システム１２０
８上で、他の適切なシステム上で、またはそれらの任意の組み合わせで、そのようなアク
ションを監視してもよい。任意の適切なタイプのユーザ・アクションが追跡または監視さ
れてもよい。典型的なユーザ・アクションとしては、プロファイル・ページを閲覧するこ
と、コンテンツを作成または投稿すること、コンテンツと対話すること、グループに加わ
ること、イベントにおける出席をリストし確認すること、ロケーションにチェックインす
ること、特定のページに対して「いいね」を表明すること、ページを作成すること、およ
びソーシャル・アクションを促進する他のタスクを実行することがある。特定の実施形態
では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、特定のタイプのコンテンツ
とのユーザのアクションに基づいて係数を計算し得る。コンテンツは、オンライン・ソー
シャル・ネットワーク、サードパーティ・システム１２０８、または別の適切なシステム
に関連付けられ得る。コンテンツとしては、ユーザ、プロファイル・ページ、投稿、ニュ
ース・ストーリー、ヘッドライン、インスタント・メッセージ、チャット・ルームの会話
、電子メール、広告、ピクチャ、映像、音楽、他の適切なオブジェクト、またはそれらの
任意の組み合わせがある。ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、ユーザ
のアクションを分析して、アクションのうちの１つまたは複数が主題、コンテンツ、他の
ユーザなどに対して親密度を示すか否かを決定し得る。限定としてではなく、一例として
、ユーザが、「コーヒー」またはその変種に関係したコンテンツの投稿を頻繁に行う場合
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、ユーザが「コーヒー」というコ
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ンセプトに関して高い係数を有することを決定し得る。特定のアクションまたは特定のタ
イプのアクションは、計算された全体的係数に影響し得る、他のアクションよりも高い重
みおよび／またはレーティングが割り当てられ得る。限定としてではなく、一例として、
第１のユーザが第２のユーザに電子メールを出す場合、アクションに対する重みまたはレ
ーティングは、第１のユーザが第２のユーザのためのユーザプロファイル・ページを閲覧
するだけの場合よりも高くなり得る。
【０２９５】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、特定のオ
ブジェクト間の関係のタイプに基づいて係数を計算し得る。ソーシャル・グラフ１３００
を参照すると、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、係数を計算すると
き、特定のユーザ・ノード１３０２とコンセプトノード１３０４を接続するエッジ１３０
６の数および／またはタイプを分析し得る。限定としてではなく、一例として、配偶者タ
イプのエッジ（２人のユーザが結婚していることを表す）によって接続されるユーザ・ノ
ード１３０２は、友人タイプのエッジによって接続されるユーザ・ノード１３０２よりも
高い係数が割り当てられ得る。言い換えれば、特定のユーザのためのアクションおよび関
係に対して割り当てられた重みに応じて、全体的親密度は、ユーザの友人についてのコン
テンツに対するよりもユーザの配偶者についてのコンテンツに対して高くなるように決定
され得る。特定の実施形態では、ユーザが別のオブジェクトと有する関係は、そのオブジ
ェクトに関する係数を計算することに関するユーザのアクションの重みおよび／またはレ
ーティングに影響し得る。限定としてではなく、一例として、コンテンツとタグ付けタイ
プの関係を有することは、コンテンツと「いいね」タイプの関係を有するよりも高い重み
および／またはレーティングを割り当てられ得るので、ユーザが第１のフォトでタグ付け
されるが、第２のフォトに対しては「いいね」を表明するにすぎない場合、ソーシャル・
ネットワーキング・システム１２０２は、ユーザが、第２のフォトよりも第１のフォトに
関して高い係数を有することを決定し得る。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワ
ーキング・システム１２０２は、１つまたは複数の第２のユーザが特定のオブジェクトと
有する関係に基づいて、第１のユーザに関する係数を計算し得る。言い換えれば、他のユ
ーザがオブジェクトと有する接続および係数は、第１のユーザのオブジェクトに関する係
数に影響し得る。限定としてではなく、一例として、第１のユーザが、１つもしくは複数
の第２のユーザに対して接続される、またはそれらに関して高い係数を有し、それらの第
２のユーザが特定のオブジェクトに接続されるか、またはそれに関して高い係数を有する
場合、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、第１のユーザも、特定のオ
ブジェクトに関する比較的高い係数も有するべきであることを決定し得る。特定の実施形
態では、係数は、特定のオブジェクト間の隔たり次数に基づいてよい。任意の２つのノー
ド間の隔たり次数は、あるノードから別のノードにソーシャル・グラフを横断するために
必要とされるホップの最小数として定義される。２つのノード間の隔たり次数は、ソーシ
ャル・グラフ内の２つのノードによって表されるユーザまたはコンセプト間の関連性の尺
度と考えることができる。例えば、エッジによって直接接続されている（すなわち、１次
ノードである）ユーザ・ノードを有する二人のユーザは、「接続されたユーザ」または「
友人」として記載され得る。同様に、別のユーザ・ノード（すなわち、２次ノードである
）を介してのみ接続されたユーザ・ノードを有する二人のユーザは、「友人の友人」と記
載され得る。より低い係数は、第１のユーザが、ソーシャル・グラフ１３００内で第１の
ユーザに対して間接的に接続されたユーザのコンテンツ・オブジェクトにおいて興味を共
有する可能性の減少を表し得る。限定としてではなく、一例として、ソーシャル・グラフ
１３００内でより近い（すなわち、隔たり次数のより低い）ソーシャル・グラフ・エンテ
ィティは、ソーシャル・グラフ１３００内でさらに離れたエンティティよりも高い係数を
有し得る。
【０２９６】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、ロケーシ
ョン情報に基づいて係数を計算し得る。互いに対して地理的により近いオブジェクトは、
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より遠いオブジェクトよりも互いに対してより関係がある、またはより興味があると考え
られ得る。特定の実施形態では、特定のオブジェクトのためのユーザの係数は、ユーザに
関連付けられている現在のロケーション（またはユーザのクライアント・システム１２０
６のロケーション）に対するオブジェクトのロケーションの近接性に基づき得る。第１の
ユーザは、第１のユーザに対してより近い他のユーザまたはコンセプトに、より興味があ
り得る。限定としてではなく、一例として、ユーザが空港から１．６０９ｋｍ（１マイル
）、ガソリン・スタンドから３．２１９ｋｍ（２マイル）のところに位置している場合、
ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、ユーザに対する空港の近接性に基
づいて、ユーザがガソリン・スタンドよりも空港に関して高い係数を有することを決定し
得る。
【０２９７】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、係数情報
に基づいて、ユーザに関する特定のアクションを実行し得る。係数は、ユーザのアクショ
ンへの興味に基づいて、ユーザが特定のアクションを実行するか否かを予測するために使
用され得る。係数は、広告、検索結果、ニュース・ストーリー、メディア、メッセージ、
通知、または他の適切なオブジェクトなどの任意のタイプのオブジェクトをユーザに対し
て生成または提示するとき、使用され得る。係数はまた、必要に応じて、そのようなオブ
ジェクトをランキングし、順序付けるために利用され得る。このようにして、ソーシャル
・ネットワーキング・システム１２０２は、ユーザの興味および現在の環境に関連のある
情報を提供し、興味のあるそのような情報を見つける可能性を増加させ得る。特定の実施
形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、係数情報に基づいてコ
ンテンツを生成し得る。コンテンツ・オブジェクトは、ユーザに固有の係数に基づいて提
供または選択され得る。限定としてではなく、一例として、ユーザが、ユーザがメディア
・オブジェクトに関して高い全体的係数を有するメディアが提示される場合、係数は、ユ
ーザのためのメディアを生成するために使用され得る。限定としてではなく、別の例とし
て、ユーザが、ユーザが広告付きオブジェクトに関して高い全体的係数を有する広告が提
示される場合、係数は、ユーザのための広告を生成するために使用され得る。特定の実施
形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、係数情報に基づいて検
索結果を生成し得る。特定のユーザのための検索結果は、クエリを発行したユーザに対す
る検索結果に関連付けられている係数に基づいてスコア付けまたはランキングされ得る。
限定としてではなく、一例として、より高い係数を有するオブジェクトに対応する検索結
果は、検索結果ページ上で、より低い係数を有するオブジェクトに対応する結果よりも高
くランキングされ得る。
【０２９８】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、特定のシ
ステムまたはプロセスからの係数の要求に応答して係数を計算し得る。ユーザが所与の状
況でとり得る（または、その対象であり得る）可能性があるアクションを予測するために
、任意のプロセスは、ユーザに関する計算された係数を要求し得る。要求は、係数を計算
するために使用されるさまざまな因子に使用する重みのセットも含み得る。この要求は、
オンライン・ソーシャル・ネットワーク上で実行されているプロセスから来ることもある
し、サードパーティ・システム１２０８から（例えば、ＡＰＩまたは他の通信チャネルを
介して）来ることもあるし、別の適切なシステムから来ることもある。要求に応答して、
ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、係数を計算し得る（または、係数
情報が以前に計算され、記憶されている場合、その係数情報にアクセスし得る）。特定の
実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、特定のプロセスに
関して親密度を測定し得る。さまざまなプロセス（オンライン・ソーシャル・ネットワー
クに対して内部と外部の両方にある）は、特定のオブジェクトまたはオブジェクトのセッ
トに関する係数を要求し得る。ソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２は、親
密度の尺度を要求した特定のプロセスに対して関連のある親密度の尺度を提供し得る。こ
のようにして、各プロセスは、プロセスが親密度の尺度を使用する異なるコンテキストに
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合わせられた親密度の尺度を受信する。
【０２９９】
　ソーシャル・グラフ親密度および親密度係数に関して、特定の実施形態は、その各々が
全体として本願明細書に援用される、２００６年８月８日に出願された米国特許出願第１
１／５０３０９３号、２０１０年１２月２２日に出願された米国特許出願第１２／９７７
０２７号、２０１０年１２月１１日に出願された米国特許出願第１２／９７８２６５号、
および２０１２年１０月０１日に出願された米国特許出願第１３／６３２８６９号に開示
されている１つまたは複数のシステム、構成要素、要素、機能、方法、動作、またはステ
ップを利用し得る。
【０３００】
　特定の実施形態では、オンライン・ソーシャル・ネットワークのコンテンツ・オブジェ
クトのうちの１つまたは複数がプライバシー設定に関連付けられ得る。オブジェクトのた
めのプライバシー設定（または「アクセス設定」）は、例えば、オブジェクトに関連して
、許可サーバ上のインデックス内に、別の適切な様式で、または、それらの任意の組み合
わせなどの任意の適切な様式で記憶されてもよい。オブジェクトのプライバシー設定は、
オブジェクト（またはオブジェクトに関連付けられている特定の情報）が、オンライン・
ソーシャル・ネットワークを使用してどのようにアクセス（例えば、閲覧または共有）さ
れ得るかを規定し得る。オブジェクトのためのプライバシー設定は、特定のユーザがその
オブジェクトにアクセスすることを可能にし、オブジェクトは、そのユーザに対して「閲
覧可能」と説明され得る。限定としてではなく、一例として、オンライン・ソーシャル・
ネットワークのユーザは、ユーザプロファイル・ページのためのプライバシー設定が、ユ
ーザプロファイル・ページ上の職歴情報にアクセスし得るユーザのセットを識別し、した
がって、他のユーザを情報にアクセスさせないことを規定し得る。特定の実施形態では、
プライバシー設定は、オブジェクトに関連付けられている一定の情報にアクセスすること
が可能にされるべきではないユーザの「遮断リスト」を規定し得る。言い換えれば、遮断
リストは、オブジェクトが見えない１つまたは複数のユーザまたはエンティティを規定し
得る。限定としてではなく、一例として、ユーザは、ユーザに関連付けられているフォト
・アルバムにアクセスし得ないユーザのセットを規定し、したがって、それらのユーザを
フォト・アルバムにアクセスさせ得ない（がまた、おそらく、ユーザのセットに含まれな
い一定のユーザはフォト・アルバムにアクセスすることを可能にする）。特定の実施形態
では、プライバシー設定は、特定のソーシャル・グラフ要素に関連付けられ得る。ノード
またはエッジなどのソーシャル・グラフ要素のプライバシー設定は、ソーシャル・グラフ
要素、ソーシャル・グラフ要素に関連付けられている情報、またはソーシャル・グラフ要
素に関連付けられているコンテンツ・オブジェクトがどのようにしてオンライン・ソーシ
ャル・ネットワークを使用してアクセス可能であるかを規定し得る。限定としてではなく
、一例として、特定のフォトに対応する特定のコンセプトノード１３０４は、そのフォト
は、フォトでタグ付けされたユーザおよびユーザの友人によってのみアクセスされ得るこ
とを規定するプライバシー設定を有し得る。特定の実施形態では、プライバシー設定は、
ユーザが、アクションをソーシャル・ネットワーキング・システム１２０２によってログ
させること、または他のシステム（例えば、サードパーティ・システム１２０８）と共有
させることに加わる、または加わらないことを可能にする。特定の実施形態では、オブジ
ェクトに関連付けられているプライバシー設定は、任意の適切な粒度の許容されたアクセ
スまたはアクセスの否定を規定し得る。限定としてではなく、一例として、アクセスまた
はアクセスの否定は、特定のユーザ（例えば、自分のみ、ルームメイト、および上司）、
特定の次数以内の隔たりに含まれるユーザ（例えば、友人、または友人の友人）、ユーザ
・グループ（例えば、ゲーム・クラブ、家族）、ユーザ・ネットワーク（例えば、特定の
雇用者の従業員、学生、または特定の大学の卒業生）、すべてのユーザ（「パブリック」
）、ユーザなし（「プライベート」）、サードパーティ・システム１２０８のユーザ、特
定のアプリケーション（例えば、サードパーティ・アプリケーション、外部ウェブサイト
）、他の適切なユーザもしくはエンティティ、またはそれらの任意の組み合わせに対して
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ているが、本開示は、任意の適切な様式で任意の適切なプライバシー設定を使用すること
を企図している。
【０３０１】
　特定の実施形態では、１つまたは複数のサーバは、プライバシー設定を強制するための
許可／プライバシー・サーバであってよい。データ・ストア内に記憶された特定のオブジ
ェクトに関するユーザ（または他のエンティティ）からの要求に応答して、ソーシャル・
ネットワーキング・システム１２０２は、オブジェクトのためのデータ・ストアに対して
要求を送信し得る。要求は、要求に関連付けられているユーザを識別し得、許可サーバが
、オブジェクトに関連付けられているプライバシー設定に基づいて、ユーザがオブジェク
トにアクセスすることを許可されていることを決定した場合、ユーザ（またはユーザのク
ライアント・システム１２０６）のみに対して送信され得る。要求元ユーザが、オブジェ
クトにアクセスすることが許可されていない場合、許可サーバは、要求されたオブジェク
トがデータ・ストアから取り出されるのを防止し得る、または、要求されたオブジェクト
がユーザに対して送信されるのを防止し得る。検索クエリ・コンテキストでは、クエリ元
ユーザが、オブジェクトにアクセスすることが許可されている場合、そのオブジェクトは
、検索結果としてのみ生成され得る。言い換えれば、オブジェクトは、クエリ元ユーザに
見える可視性を有さなければならない。オブジェクトが、ユーザに見えない可視性を有す
る場合、オブジェクトは検索結果から除外され得る。本開示は、特定の様式でプライバシ
ー設定を強制することを説明しているが、本開示は、任意の適切な様式でプライバシー設
定を強制することを企図したものである。
【０３０２】
　上記明細は、特定の例示的な実施形態を参照して記載されている。種々実施形態および
本開示の様相は、本明細書に記載の詳細を参照して記載され、添付の図面は、これら種々
の実施形態を示している。上記説明および図面は、本発明の一例に過ぎず、本発明を制限
するものと解釈されるべきではない。多くの具体的詳細な説明によって、本発明の種々の
実施形態の十分な理解が得られる。
【０３０３】
　追加または代替の実施形態は、その主旨または本質的特性から逸脱することなく、他の
特定の形態で具現化されるようになっていてもよい。上記実施形態は、あらゆる点におい
て一例に過ぎず、何ら限定的なものではないと解釈されるべきである。したがって、発明
の範囲は、上記説明ではなく、添付の特許請求の範囲によって指定される。特許請求の範
囲と同等の意味および範囲に含まれるすべての変更は、上記請求の範囲に包含されるもの
とする。
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